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人口と開発に関する

影
真
・
全
人
代
常
務
委
員
長

（
左
）
と
、
握
手
す
る
佐
藤
隆

す
福
田
赳
夫
・
元
首
相
（
左
）

代
議
士
（
右
）

趙
紫
陽
•
中
国
国
務
院
総
理

（
右
）
と
、
固
い
握
手
を
交
わ

趙紫陽・中国首相（中央）、福田

赳夫・元首相（その左）とともに

＝左から 2人目が佐藤隆代議士。

ー



熱
心
に
メ
モ
を
と
る
各
国
代
表

だ
け
陀
‘

が
あ
り
、

U
N
F
P
A

事
務
局
長

•
N
•

サ
デ
ィ

佐

藤

隆

A
F
P
P
D
謡
長
、

A
F
p
p

（
首
相
）

れ
た
前

U
N
F
P
A
事
務
局
長
、

勺
堂
で
行
わ
れ
、

ヽ

宣

言

し

、

ム
第
二
回
総
会
」

ヽ

ス
ト
ラ
リ
ア

開
会
式
は
、

（
う
ち
国
会
議
員
百
四
名
）

佐

藤

隆

A
F
P
P
D
議

長

が

開

会

を

本
年
―
―
一
月
―
―
一
日
、

•
サ
ラ
ス
氏
の
偉
大
な
功
績
を
偲
ん
で
全
員
が
敬
け

ん
な
黙
薦
を
捧
げ
た
。

と
の
あ
と
、

基
調
講
演
、

ッ
ク
女
史
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
急
逝
さ

ラ
フ
ァ
エ
ル

•
M

周
谷
城
•
中
国
準
備
委
員
会
委
員
長
、

中
国
政
府
代
表
•
趙
紫
陽
国
務
院
総
理

の
歓
迎
挨
拶
、
名
誉
ゲ
ス
ト
•
福
田
赳
夫
元
首
相
の

D

副
事
務
総
長
•
ラ
ー
マ
•
オ
ス
マ
ン
女
史
の
挨
拶

午

後

か

ら

会

場

を
i

昆
裔
飯
店
国
際
会
謡
場

化
移
し
た
0

世

界

人

口

が

五

十

億

人

を

突

破

し

た

直

後

の

と

と

会

謡

は

か

っ

て

な

い

盛

り

上

が

り

を

み

せ

①

ア

ジ

ア

の

人

口

と

開

発

R

ア

ジ

ア

の

保

健

サ

ー

二
十
一
―
―
日
午
前
十
時
か
ら
人
民
大
会

て
開
か
れ
た
。

百

八

十

五

名

が
参
加
し

な
ど
正
会
員
国
十
八
カ
国
を
中
心
陀
二
十
九
カ
国
、

ヽ

タ

イ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

シ
リ
ア

中
国
の
首
都
北
京
で
日
本
、

中
国
、

イ

ン
ド
ヽ

オ
ー

は
、

九
月
二
十
三
日
か
ら
一

1

一
日
間
、

「
人
口
と
開
発
侭
関
す
る
ア
ジ
ア
脳
員
フ
ォ
ー
ラ

2
 



高
齢
化
問
題
で
発
言
す
る
林

寛
子
参
院
議
員

る

⑤

保

健

、

教
育
、

障
の
た
め
、

雇

用

の

分

野

妬

お

け

る

女

性

大

家

族

妬

か

わ

る

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

考

え

ア
の
高
齢
人
口
如
対
す
る
社
会
、

経
済
、

心
理
的
保

都
市
へ
の
人
口
移
動
を
調
骸
し
、

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
口
分
布
を
達
成
す
る

①
ア
ジ

ア
ジ
ア
諸
国
の
バ

低
下
さ
せ
る

＠
都
市
人
口
の
増
加
と
、

農

村

か

ら

ア

ジ

ア

地

域

全

体

の

人

口

増

加

率

を

年

l

九
八
八
年
に

ア
ジ
ア
人
口

「
北
京
宣
言
」

「

30
億
人
の
日
」

で

は

、

特

定

目

標

と

し

て

①

二

千

制
定

会
場
の
日
本
議
員
団

II左
か
ら

高
桑
•
有
島
・
城
地
・
ニ
人
お

い
て
谷
津
の
各
議
員

ス
ト

リ
ア
）

（
オ
ー

3

ヽ

副
事

ヽ

リ
ア

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

中
国
、

シ

佐

藤

隆

氏

が
万
場

ビ
ス
•
家
族
計
画

て
真
剣
陀
討
議
し
た
0

制
定
が
急
が
れ
て
い
た

④

ア

ジ

ア

の

人

口

「

A
F
P
P
D
規
約
」

今
回
の
総
会
で
正
式
妬
採
択
さ
れ
、

（
日
本
•
衆
議
院
誂
員
。
自
民
）

一
致
で
再
任
さ
れ
た
。

副
議
長
妬
は
、

ア
ジ
ア
を
五
プ
ロ
ッ
ク
陀
分
け
て

タ
イ
の
各
国
代
表
を
、

ト
•
ポ
ー
ル
•
ミ
ッ
タ
ー
ル
氏

務
総
長
侭
ラ
ー
マ
•
オ
ス
マ
ン
女
史

財
務
担
当
妬
ブ
ル
ー
ス
•
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
氏

年
ま
で
陀
‘

を
そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
た
0

-
％
ま
で
低
下
さ
せ
る

域
全
体
の
死
亡
率
、

役
員
選
出
で
は

事
務
総
長
化
は
サ
ッ

（
イ
ン
ド
）

（
マ
レ
ー
シ
ア
f

R

同

年

ま

で

侭

ア

ジ

ア

地

特

侭

乳

幼

児

死

亡

率

を

五

十

伶 は

佐
藤
隆
氏
を
議
長
に
再
選

と

食

糧

⑤

人

口

高

齢

化

な

ど

の

問

題

妬

つ

い

＠
都
市
化



国際人口問題議員懇談会

訪

（名誉団長〕

衆議院議員福田

〔団長〕

衆議院議貝 佐藤

〔副団長）

衆議院議員井上

”
 

”
 

”
 

II 

II 

中

II 

II 
II 

II 

”
 参議院議貝

fl ” 
II 

II 

II ” 
II ”

 

議

谷津

城地

有島

矢追

阿部

林

石井

高桑

三治

員 団

赳夫（自）

條（自）

普方（社）

義男（自）

豊司（社）

軍武（公）

秀彦（公）

昭吾（社民）

寛―f(自）

田代由紀男（自）

ーニ（自）

栄松（公）

取信（民）

家
な
ど
を
視
察
、

環
境
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画
、

一
人
ッ
子
政
策
を
め
ぐ
る
家
族
計

生
宰
、

婦
幼
保
健
室
、

幼
稚
園
、

殷

.‘‘ 
ナ‘

衛
二
十

員
は
、

ロ
ジ

ェ
ク

4

（
参
•
公
明
）
ヽ

の

五

謡

•
自
民
）

ヽ

城

地

豊

司

の
地
位
を
向
卜
さ
せ
る

「
三
十
億
人
の
日
」

だ
も
の
を
採
択
し
た
。

ラ

ジ

ャ

ン

/ヘ

ィ

ン

ド
ヽ

ッ
ド
ラ
ッ
ク

レ
ー
ス
•
ク
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武
衆
院
議
員
（
公
明
）

と
す
る
—
|
ー
を
盛
り
と
ん

起

草

委

員

長

は

G
.
s
。

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

一
行
の
う
ち
、

を

団

長

と

す

る

谷

津

義

男

（
衆
•
社
）

三

治

重

侶

七
日
の
両
日
腔
わ
た
り
、

（
参
•
民
社
）

中
国
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
•
プ

ト
を
実
施
し
て
い
る
山
東
省
泰
安
市
を
訪
れ
、

農
村
部
の
病
院
、

計
画
生
育
宰
、

母
＋
保
健
、

奇

生

虫

駆

除

な

ど

の

ヽ

高

桑

栄

松

エ
イ
ズ
問
題
で
発
言
す
る
高
桑

栄
松
参
院
議
員

（
衆

山
東
省
泰
安
市
の
農
村
を
視
察

―-
H
間
の
日
程
を
終
え
た

各
氏
°

シ
ア
•
ラ
モ
ス

0

シ
ャ
ハ

二

J
 

ク

リ

ー

（
中
国

ヽ

矢

追

秀

彦

（
日
本
）

日
を

ヽ

委

員

は

ッ

ヽ

有

島

重

ヽ

の プ

レ
テ
ィ

ン
•
ツ
オ
ン

ァ
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八
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今
次
会
合
は
、

会
常
務
委
員
会
及
び
政
府
は
、

ゲ

ス

ト

と

し

て

会

議

で

基

調

講

演

を

行

う

予

定

で

す

。

以

上

陀

対

し

、

心

か

ら

の

感

謝

を

表

し

ま

す

。

議
員
の
皆
様
、

れ
は
、

今
次
会
議
は
、

人

口

と

開

発

忙

関

す

る

ア

ジ

ア

議

員

フ

ォ

ー

総

理

が

開

会

式

仰

出

席

し

挨

拶

を

行

い

ま

す

。

福

田

先

生

は

、

わ
れ
わ

フ
ォ
ー
ラ
ム
の

北

京

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

が

、

わ

が

国

の

全

国

人

民

代

表

大

こ

れ

を

非

常

陀

重

視

し

て

お

り

在

す

°

趙

紫

陽

し
た
。

機
関
、

非

政

府

機

関

及

び

世

界

の

著

名

人

と

も

大

き

な

支

持

を

与

え

て

く

れ

注

フ
ィ
ス
•
サ
デ
ィ
ッ
ク
博
士
、

各
国
の
議
員
の
方
々
は
、

実

り

多

い

努

力

を

さ

れ

ま

し

た

。

ま
た
、

関

連

国

際

佐

藤

隆

A

F

P

P

D

議
長
、
ミ
ッ
タ
ー
ル
議
員
及
び

祝
賀
の
意
を
表
す
る
と
と
も
妬
、

熱

烈

な

る

歓

迎

の

意

を

表

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

今

次

会

議

の

開

佃

侭

つ

き

ま

し

て

は

、

国

連

人

口

活

動

基

金

事

務

局

長

の

ナ

尊

敬

す

る

議

員

及

び

御

来

賓

の

皆

様

花

対

し

ア

議

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

第

一

回

総

会

妬

続

く

、

関
の
代
表
が
一
堂
紀
会
し
、

き

貞

剣

な

経

験

交

流

と

学

術

討

論

を

行

う

と

と

と

な

り

ま

し

た

が

、

六

年

前

匠

北

京

で

開

か

れ

た

第

一

回

人

口

と

開

発

化

関

す

る

ア

ジ

ア

議

員

会

議

及
び
―
―
―
年
余
前
仰
ニ
ュ
ー
•
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
人
口
と
開
発
花
関
す
る
ア
ジ

で
あ
り
ま
す
°

ア

ジ

ア

地

域

の

諮

員

の

間

の

会

議

中

国

準

備

委

員

会

と

全

国

人

民

代

表

大

会

常

任

委

員

会

を

代

表

し

熱

烈

な

る

こ
れ
は
、

共

涌

の

関

心

を

有

す

る

人

口

と

開

発

の

問

題

妬

つ

本
日
、

ア

ジ

ア

各

国

の

議

員

の

皆

様

及

ぴ

国

際

機

皆
様
、

淑

女

及

び

御

来

賓

の

人
口
と
開
発
陀
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー

周

準

備

委

貝

会

、

上

任

谷

情
報
を
交
換
し
積
極
的
な
国
際
協
力
を

尊
敬
す
る
議
員
の
皆
様
、

ラ
ム
第
二
回
総
会
は
、

と
こ
侭
開
幕
致
し
注
し
た
。

城

5
 



識
長
、

し
て
お
り
、

容
易
侭
友
を
作
り
、

と
い
う
と
と
わ
ざ
が
あ
り
在
す
。

口
と
開
発
分
野
の
意
見
及
び
情
報
を
常
侭
交
流
し
、

ア
ジ
ア
各
国
の
議
員
と
国
民
と
の
間
の
友
情
の
増
進
の
た
め
、

動
分
野
の
国
際
協
力
の
た
め
、

わ
れ
わ
れ
は
、

ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
、

た
め
積
極
的
な
貢
献
を
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す

0

会
議
の
成
功
を
祈
念
致
し
ま
す
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
ぴ
、

人
口
活

仲
の
良
い
隣
国
を
見
つ
け
る
」

ア
ジ
ア
各
国
の
友
人
と
、

人

各
国
の
先
進
的
な
経
験
を

発
展
の
推
進
の

中
国
陀

「
文
は
、

徳
は
、

明
ら
か
な
成
果
を
収
め
て
お
り
ま
す
。

速
す
ぎ
る
人
口
増
加
を
緩
和 経

ラ
ム
第
一
回
総
会
以
来
の
ア
ジ
ア
の
会
議
参
加
国
が
人
口
と
開
発
の
分
野
で
か

ち
と
っ
た
進
展
を
回
顧
、

換
を
行
い
、

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
忙
‘

の
代
表
で
あ
り
、

き
任
務
を
荷
っ
て
お
り
ま
す
。

ぶ
べ
き
は
、

済
発
展
と
と
も
陀
‘

人
口
と
開
発
分
野
花
お
け
る
議
員
の
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
°
喜

推
進
す
る
よ
う
陀
呼
び
か
け
る
責
任
を
有
し
て
お
り
ま
す

0

そ
の
た
め
花
は
、

研
究
し
、

経
験
を
交
流
し
、

合
理
的
な
解
決
方
法
を
探
る
も
の
で
す
°
私
は
、

評
価
し
、

人
口
と
開
発
妬
関
し
て
、
広
範
腔
意
見
交

今
次
会
議
が
皆
様
の
努
力
の
下
で
必
ず
や
満
足
す
べ
き
成
果
を
挙
げ
る
も
の
と

議
員
は
立
法
者
で
あ
り
、
社
会
世
論
の
代
言
人
、

国
民
の
声
を
直
接
聞
き
、

民
選

国
民
の
願
望
の
実
現
を
助
け
る
べ

わ
れ
わ
れ
全
員
は
、

更
侭
深
く
調
査
、

政
府
及
び
社
会
各
界
仰
対
し
人
口
と
開
発
問
題
の
合
理
的
解
決
陀
関
心
を
持
ち
、

人
口
と
開
発
化
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
立
以
来
、

ア
ジ
ア
地
域
の
多
く
の
国
の
議
会
が
人
口
と
開
発
陀
関
す
る
組
織
を
作
り
、

積
極
的
な
措
置
を
購
じ
て
、
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置

花

よ

る

出

生

率

の

低

下

を

行

っ

て

お

り

、

著

し

い

成

果

を

あ

げ

て

い

ま

す

。

す
。

ア

ジ

ア

の

少

な

か

ら

ぬ

国

は

人

口

抑

制

政

策

を

と

っ

て

お

り

、

適

切

な

措

忙

世

界

が

認

め

る

経

済

成

長

の

最

も

活

力

あ

る

地

区

の

ひ

と

つ

と

な

っ

て

い

ま

来
、

ア

ジ

ア

抽

区

は

す

で

活
し
て
お
り
、

世

界

総

人

口

の

傾

ぽ

六

0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

世

界

の

人

口

問

題

の

中

で

ア

ジ

ア

は

そ

の

方

向

を

決

定

す

べ

き

役

割

を

化

な

ひ

と

つ

の

差

し

迫

っ

た

重

大

な

議

題

で

あ

り

ま

す

。

人

口

問

題

の

正

し

い

解

決

は

す

で

妬

当

代

の

政

治

家

の

議

事

日

程

妬

の

ぼ

っ

た

安

定

と

発

展

妬

関

係

す

る

ば

か

り

か

、

で
あ
り
、

の
で
あ
り
、

各
国
の
議
員
、

議
員
各
位
、

私

は

中

国

政

府

と

中

国

人

民

を

代

表

し

て

、

議

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

第

二

回

総

会

の

開

催

妬

対

し

、

来
賓
の
皆
様
°

の

警

鍾

が

打

ち

鳴

ら

ア

ジ

ア

各

国

の

議

員

口

と

開

発

の

問

題

仰

つ

き

討

議

す

る

運

び

と

な

り

ま

し

た

0

人

口

と

開

発

侭

関

す

る

ア

ジ

ア

国
際
組
織
の
代
表
及
び
来
賓
、

ひ

と

つ

が

発

展

で

あ

り

ま

す

。

と

密

接

な

つ

な

が

り

が

あ

り

ま

す

。

熱

烈

な

祝

賀

を

表

明

す

る

も

専

門

家

の

皆

様

の

御

来

訪

を

熱

烈

陀

歓

迎

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

議

員

の

皆

様

、

現

下

の

世

界

の

二

つ

の

大

き

な

テ

ー

マ

は

、

そ
し
て
人
口
問
題
は
、

安
全
で
安
定
し
た
国
際
環
境
、

し

た

経

済

文

化

は

人

口

問

題

の

解

決

妬

と

っ

て

有

利

な

も

の

で

、

お

い

て

人

口

問

題

が

う

ま

く

解

決

さ

れ

な

か

っ

た

場

合

忙

は

、

人

類

の

未

来

化

ま

で

関

係

し

て

き

在

す

。

っ

て

い

ま

す

。

全

世

界

の

五

0
億
の
人
口
の
中
で
一
―
八
億
は
ア
ジ
ア
地
区
花
生

ア

ジ

ア

地

区

の

経

済

発

展

は

注

目

さ

れ

て

い

ま

す

。

ひ

と

つ

が

平

和

と
れ
ら
二
つ

旺
盛
妃
発
達

ま

た

他

方

侭

各

国

の

目

下

の

と
の
二

0
年

の

方

々

が

は

る

ば

る

北

京

花

お

い

で

花

な

り

、

人

さ
れ
た
ニ
カ
月
後
の
今
日
、

「
世
界
五

0
億
人
口
日
」

議
長
、

趙

紫

中
華
人
民
共
相
国
国
務
院
総
理

ク人

n皿
題
解
決
“
は
阻
界
平
和
と
発
属
の
緊
急
議
題

陽
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そ
の
他
の
国
際
組
織
と
の
協
力
を
強
化
す
る
と
と
を
通
じ
、

口
問
頗
妬
関
心
を
有
す
る
国
々
と
協
力
を
強
化
し
、

各

国

議

員

の

人

口

と

発

展

の

問

題

侭

関

す

る

交

流

と

協

力

を

強

化

自

分

た

ち

が

負

っ

て

い

る

菫

要

な

使

命

貢
献
を
し
な
け
れ
ば
な
り
在
せ
ん
。

す
°

た
。

と
れ
忙
参
加
し
て
き
ま
し

の

国

情

か

ら

出

発

し

て

国

の

指

導

と

大

衆

の

自

主

性

を

結

ぴ

つ

け

る

と

の

方

法

一
八
年
間
で
、

我
が
国
大
陸
の
人
口
は
五
•
四
億
か
ら
一

0
•

六
億
妬
傾
ぽ
倍

但
し
人
口
増
加
が
速
す
ぎ
る
と
い
う
す
う
勢
は
止
庄
っ
て
お
ら
ず
、

質
向
上
と
い
う
任
務
も
複
雑
で
重
い
も
の
で
す
。

ま
だ
良
性
循
環
腔
は
至
っ
て
い
夜
せ
ん
°

人

口

と

社

会

経

済

の

発

展

は

ア
ジ
ア
の
人
口
は
注
も
な
く
三

0
億

多

く

の

国

が

人

口

出

生

の

ピ

ー

ク

陀

達

す

る

で

し

ょ

う
0

特
陀
開
発
途
上
国
侭
と
っ
て
は
大
き
な
圧
力
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、

中
国
は
ア
ジ
ア
及
ぴ
世
界
で
最
も
人
口
の
多
い
国
で
す
。

う
と
と
は
、

み
な
ら
ず
、

国
の
政
府
、

を
認
織
し
、

一
九
四
九
年
以
来

増
し
ま
し
た
0

世
界
の
七
伶
の
土
地
の
上
で
世
界
の
低
ぼ
ニ
―
ニ
カ
の
人
口
を
養

我

が

国

化

と

っ

て

大

含

な

圧

力

と

な

っ

て

い

ま

す

。

中

国

は

自

国

で
全
社
会
の
力
を
動
員
し
計
画
出
産
活
動
を
支
持
、

人
口
数
を
抑
制
し
、

人

口

の

素

賃

を

高

め

る

と

と

は

基

本

的

国

策

で

あ

り

ま

こ
れ
は
我
が
国
が
富
強
と
な
り
、

民
族
の
繁
栄
と
家
庭
の
幸
福
を
得
る
の

ア
ジ
ア
の
枇
界
の
人
口
の
安
定
妬
有
利
で
あ
り
、

展
陀
有
利
で
あ
り
注
す
。

謡
員
の
皆
様
°

ア
ジ
ア
は
古
い
文
明
の
発
祥
地
で
あ
り
、

社

会

経

済

の

発

人
類
の
発
展
の
た

め

侭

輝

か

し

い

貢

献

を

し

て

き

ま

し

た

°

我

々

は

人

類

の

た

め

妬

よ

り

大

き

な

各
国
の
議
会
、

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
°

ア
ジ
ア
の
人
口
問
題
の
解
決
は
ア
ジ
ア
各

民

間

団

体

及

び

ア

ジ

ア

人

民

の

共

同

の

努

力

妬

よ

ア
ジ
ア
議
員
人
口
発
展
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
立
は
よ
り
多

く
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の
議
員
た
ち
が
、

す

る

こ

と

忙

つ

な

が

り

ま

す

°

中

国

は

ア

ジ

ア

各

国

及

び

世

界

の

そ

の

他

の

人

国
連
人
口
活
動
基
金
及
ぴ

ア
ジ
ア
と
世
界
の

及
ぽ
す
で
し
ょ
う
。

れ

ら

の

国

が

経

済

文

化

の

発

展

と

人

民

生

活

水

準

向

上

を

図

る

と

と

妃

影

孵

を

ま
た
、

こ

ち
妬
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
と
の
地
区
の
人
口
は
さ
ら
妬
膨
張
し
、

多

く

の

国

陀
達
し
、

も
し
た
だ

人

口

の

素
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ま
す
。

て

い

さ

さ

か

の

変

り

も

あ

り

ま

せ

ん

。

一
九
八
一
年
の
そ
の
折
、

に

在

る

と

と

を

強

調

し

ま

し

た

°

今

日

尚

、

皆

さ

ん

抑
々

一
九
八
一
年
、

人
口
の
安
定
、

ア

ジ

ア

と

世

界

の

繁

栄

と

平

和

の

た

め

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

を

続

け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人

口

と

開

発

忙

関

す

る

ア

ジ

ア

謡

員

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

第

二

回

の

会

合

が

開

催

さ

れ

、

至
り
で
あ
り
ま
す
。

わ

れ

わ

れ

ア

ジ

ア

の

国

会

脳

員

は

、

て

、

人

口

問

題

の

討

議

を

行

い

ま

し

た

が

、

そ

れ

が

契

機

と

な

っ

て

ア

ジ

ア

フ

ォ
ー
ラ
ム
の
結
成
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、

同
志

今

日

の

世

界

情

勢

が

極

め

て

危

険

な

情

勢

わ
れ
わ
れ
は
、

そ
の
情
勢
陀
は
、

そ

の

基

本

陀

於

二

十

一

世

紀

を

迎

え

ま

す

°

二

十

一

あ
と
十
一

1

一
年
経
つ
と
、

世

紀

妬

つ

い

て

は

、

様

々

な

展

望

が

論

ぜ

ら

れ

て

い

ま

す

0

戦

後

半

世

紀

の

間

世

界

を

支

配

し

て

き

た

二

極

体

制

は

終

わ

り

、

替

っ

て

多

極

体

制

な

い

し

集

団

指

導

体

制

の

出

現

を

予

想

す

る

者

も

あ

り

ま

す

。

ア

ジ

ア

太

平

洋

時

代

と

も

申

す

べ

き

新

時

代

の

到

来

を

予

言

す

る

者

も

あ

り

ま

す

°

科

学

技

術

の

飛

躍

的

発

展

忙

よ

り

、

新

世

紀

は

、

第

二

次

産

業

革

命

の

時

代

と

な

る

と

説

く

者

も

あ

り

L

L
北

京

陀

お

い

の

諸

君

と

一

堂

陀

会

す

る

こ

と

が

で

き

、

欣

快

の

妓
化
、

福

田

赳

元
首
相
•
G
C
P
P
D

会
長

夫

f
し
い
現
状
認
識
に
甚
く

t
要
国
問
の
政
策
調
整
が
急
務

誂
長
侭
感
謝
し
、

皆

様

侭

感

謝

い

た

し

ま

す

。

大
会
の
成
功
を
祈
り
ま
す
°
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壊
し
、

ョ
ッ
ク
、

辛

抱

強

い

努

力

を

続

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

信

じ

ま

す

°

か

ぬ

と

も

限

り

ま

せ

ん

°

人

類

は

核

や

そ

の

他

の

武

器

が

駆

絶

さ

れ

る

ま

で

、

い
つ
、

そ

の

努

力

私
は
、

そ

の

核

兵

器

削

減

の

努

力

の

成

功

を

、

特

妬

核

軍

拡

の

愚

か

さ

匠

つ

い

て

反

省

が
ヽ

そ

の

核

が

使

用

さ

れ

れ

ば

人

類

を

六

0
回

核

兵

器

の

競

争

で

す

°

広

島

へ

の

一

発

の

核

爆

弾

の

百

万

倍

の

威

力

の

あ

る

核

の
間
、

特
忙

一
九
七
五
年
頃
か
ら
は
‘
緊
張
激
化
の
連
続
で
す
。
そ

し

た
0

緊

張

激

化

状
、

何

れ

も

世

口

世

界

平

和

を

脅

か

し

て

い

る

要

因

は

多

々

あ

り

夜

す

が

、

又

の
で
す
。

二

十

一

世

紀

妬

つ

い

て

の

展

沼

は

区

々

で

あ

り

、

れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、

当

面

す

る

現

下

の

世

界

情

勢

で

す

0

世

界

は

戦

後

最

大

の

危

機

陀

府

面

し

て

い

ま

す

。

と

の

危

機

の

突

破

な

く

し

て

、

い

の

で

す
0

困
難
な
問
題
は
、

口

東

西

対

立

下

の

枇

界

政

治

、

人

口

と

開

発

の

問

題

で

す

。

世

界

平

和

が

脅

か

さ

れ

て

い

る

こ
れ
ら
三
つ
の
要
因
は
、

紀

末

が

抱

え

る

時

限

爆

弾

と

も

申

せ

ま

し

ょ

う

。

世

界

政

治

は

戦

後

一

貰

し

て

東

西

対

立

と

い

う

枠

組

み

で

動

い

て

ま

い

り

ま

そ
の
過
程
で
緊
張
緩
和
、

の
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、

今
両
陣
営
の
間
如
は
、

の
色
が
見
ら
れ
、

て
期
待
し
て
い
ま
す
が
、

つ
ま
り
雪
ど
け
の
時
期
も
あ
り
、

東

西

両

勢

力

間

の

軍

拡

競

争

で

あ

り

、

両

陣

営

如

備

蓄

さ

れ

て

お

り

、

以

上

殺

り

く

す

る

と

と

が

で

き

る

と

云

わ

れ

て

い

ま

す

。

軍
拡
競
争
、

事

態

は

手

放

し

の

楽

観

を

許

し

注

せ

ん

。

な

武

器

が

現

如

備

蓄

さ

れ

て

い

る

か

ら

で

す

。

多
様
で
あ
り
ま
す
が
、

特
侭
重
要
で
、

惟

界

経

済

の

現

祈

り

を

と

め

そ

れ

妬

手

が

つ

は

ま

だ

そ

の

緒

妬

つ

と

う

と

し

て

い

る

ば

か

り

で

あ

り

且

つ

そ

の

よ

う

な

危

険

ド
キ

何
時
、

世

界

経

済

の

側

面

も

憂

慮

陀

堪

え

な

い

と

と

ろ

で

す

°

又

続

く

五

年

後

の

石

油

シ

ョ

ッ

ク

で

、

新

し

い

秩

序

は

ま

だ

樹

立

さ

れ

て

い

ま

せ

ん

。

十
三
年
前
の
石
油
‘
ソ

世

界

経

済

の

旧

秩

序

は

崩

そ

の

中

で

、

何

れ

の

国

国

も

深

刻

な

困

難

を

抱

え

る

妬

至

り

ま

し

た

°

相

互

依

存

の

高

ま

る

一

方

の

世

輝

か

し

い

二

十

一

世

紀

は

あ

り

得

な

今
、

問
頼
は
、

そ
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し

か

も

よ

り

基

本

的

で

且

だ
が
そ
れ
だ
け
で
人
類
が
長
き
陀
亘
っ
て
、

何

と

し

て

も

乗

り

越

え

な

け

れ

ば

な

私
は
政
治
経
済
の
現
況
が
、

を
急
ご
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
°

い
今
日
、

主

要

各

国

間

の

政

策

調

整

で

す

°

相

互

依

存

の

高

ま
す
が
、

赤
字
は
、

界
経
済
侭
お
い
て
は
、

性
が
高
い
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
多
く
の
国
々
で
の
累
積
債
務
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
国
仰
対
し
、

謂

り

ス

ケ

ジ

一
番
深
刻
な
問
題
は
、

そ
の
根
源
の
深
さ
を
考
え
る
と
き
、

全

世

界

の

破

局

侭

直

結

す

る

可

能

発
展
途
上
国
の
困
窮
で
あ
り
、

と
の
問
題
花
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

云
わ
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
双
子
の
赤
字
で
す
。

こ

の

解

決

は

容

易

な

も

の

で

は

あ

り

ア

メ

リ

カ

は

世

界

経

済

の

基

軸

で

す
0

世

界

経

済

の

基

軸

が

揺

い

で

い
る
情
勢
で
世
界
経
済
が
安
定
す
る
筈
は
な
い
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
双
子
の

世
界
経
済
の
前
途
陀
暗
影
を
投
じ
て
い
ま
す
が
、

の
努
力
を
軸
と
し
、

世
界
中
の
力
あ
る
国
々
が
協
力
し
て
、

れ

る

問

題

で

あ

り

ま

す
0

今
日
の
世
界
経
済
の
情
況
を
、

私
も
そ
の
よ
う
侭
思
い
ま
す
。

と
の
際
大
事
な
こ
と
は
、

事
を
経
済
だ
け
で
見
る
な
ら
ば
、

り
得
ま
せ
ん
。
現
状
へ
の
正
し
い
認
識
と
、

見

て

参

り

ま

し

た
0

り
ま
せ
ん
。

す
る
わ
け
忙
は
参
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
、

調
和
の
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
危
機
は
、

そ

の

赤

字

の

規

模

と
れ
は
ア
メ
リ
カ

は

じ

め

て

解

決

さ

一
九
三

0
年

代

の

そ

れ

忙

喩

え

る

者

が

あ

り

九――

-
0
年

代

の

世

界

経

済

の

混

乱

は

結

局

第

二

次

棋

界

戦

争

を

惹

起

す

る

妬

至

り

ま

し

た

0

一
国
だ
け
で
の
正
し
い
施
策
は
あ

と

れ

侭

基

づ

く

問

題

解

決

の

調

整

如

何

陀

憂

う

べ

き

情

勢

で

あ

る

か

を

駆

け

足

で

当
面
の
危
機
と
は
別
の
次
元
の
、

平

和

と

繁

栄

を

享

受

つ

困

難

な

問

頚

を

解

決

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

°

急

増

す

る

世

界

人

口

と

、

人
類
の
生
存
陀
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
資
源
、

環

境

な

ど

人

類

の

生

存

条

件

の

ま
せ
ん
。

とヽ

ル

等

の

一

時

的

な

手

法

侭

す

ぎ

ず

、

送
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ユ

問

題

の

先

は
、

所

特
紀
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

局
他
的
な
破
綻
が
、

中
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即
ち
、

え
、

し
た
が
、

源
環
境
は
、

こ
の
地
球
侭
住
み
つ
い
て
以
来
、

無
尽
蔵
で
あ
り
、

夢
妃
も
考
え
る
こ
と
な
く
今
日
侭
至
り
ま
し
た
0

と
こ
ろ
が
戦
後
科
学
技
術
の
画
期
的
な
発
展
妬
支
え
ら
れ
て
、

大
量
消
費
社
会
現
象
を
現
出
し
、

速
陀
破
壊
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
0

人
類
は
そ
の
生
存
陀
必
要
な
資
源
環
境
は
無

有
限
で
あ
る
と
の
冷
厳
な
現
実
の
前
忙
立
た
さ
れ
る
こ
と
妬

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

う
妬
な
っ
て
い
ま
す
0

資
限
環
境
が
有
限
で
あ
る
の
侭
、

人
間
だ
け
が
無
限
腔
増
え
て
よ
い
筈
は
な
い
の
で
す
0

人
類
は
そ
の
生
存
条
件

と
の
調
腋
を
越
え
て
生
存
す
る
と
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

す
。
と
の
わ
か
り
切
っ
た
論
理
が
、

今
日
は
最
早
、

今
日
世
界
の
当
面
す
る
政
治
、

と
の

0
•
B

組
織
で
は
、

て
お
り
ま
す
が
、

れ
の
憂
い
は
、

と
こ
ろ
が
資
源
環
境
の
利
用
者
で
あ
る
人
類
は
爆
発
的
な
増
加
を
続
け
る
よ

制
限
で
は
な
く
、

し
て
、 人

類
は
、

経
済
、

そ
の
打
開

環
境
は
急

わ
れ
わ
れ
の
生
存
妬
必
要
な
資

そ
れ
陀
不
安
を
生
じ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

宗
教
を
越
え
た
全
地
球
的
、

資
源
は
喰
い
荒
ら
さ
れ
、

今
日
ま
で
軽
視
さ
れ
、

軽
視
も
無
視
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

人
類
的
な
問
題
で
す
。

余
談
侭
な
り
在
す
が
、
私
が
提
唱
者
妬
な
っ
て
、

構
成
す
る
組
織
を
持
つ
よ
う
陀
な
り
ま
し
た
が
、

策
を
現
役
の
政
治
家
花
提
言
す
る
た
め
で
す
°

そ
の
論
謡
の
過
程
で
、

を
必
要
と
す
る
と
の
結
論
陀
達
し
、

世
界
平
和
へ
の
認
隙
は
相
互
侭
深
ま
り
、

経
済
は
繁
栄

そ
の
使
用
者
で
あ
る

こ
れ
は
簡
単
な
論
理
で

無
視
さ
れ
て
参
り
ま

そ
れ
は
人
種
を
越

世
界
の

0
•
B

政
治
家
、

東
西
南
北
各
地
域
の
代
表
的
な
前
・
元
大
統
領
・
首
相
一

110
名
以
内
で

そ
れ
は
先
程
申
し
上
げ
た
、

人
口
の
諸
問
題
を
議
論
し
、

人
口
と
環
境
と
開
発
の
問
題
侭
高
い
関
心
を
寄
せ

こ
の
問
題
は
宗
教
家
の
理
解
と
協
力

ロ
ー
マ
陀
於
て
、

夫
る
一
―
一
月
、

の
指
導
的
立
場
の
七
名
と
、

O
•

B
組
織
の
代
表
七
名
を
以
て
政
宗
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
°
私
は
こ
の
会
合
の
艤
長
を
つ
と
め
ま
し
た
が
、

五
大
宗
教

論
議
の
結
果
、

特
陀
人
口
問
題
陀
つ
い
て
の
わ
れ
わ

宗
教
家
侭
よ
っ
て
深
く
理
解
さ
れ
、

人
口
の
部
分
だ
け
を
摘
記
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土

地

や

緑

は

ど

う

な

っ

て

行

く

か

人

類

の

生

存

の

条

件

は

、

す
べ
て

正
陀
爆
発
的
増
加
で
す
0

今
後
も
続
く
と
し
た
ら
、

六
二
億
侭
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

っ
て
今
世
紀
は
じ
め
妬
一
六
•
五
億
忙
な
っ
た
の
で
す
。

す
る
と
次
の
よ
う
な
声
明
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
0

及
び
方
法
陀
つ
い
て
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

解
し
つ
つ
も
、

を
避
け
て
通
る
と
と
は
出
来
な
い
0

促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

そ
も
そ
も
、

宗
教
侭
よ
り
異
っ
て
い
る
こ
と
を
理

現
在
の
世
界
の
傾
向
は
効
果
的
な
家
族
計
画
を
追
求
す
る
こ
と

そ
し
て
各
国
及
び
各
宗
教
の
ポ
ジ
テ
ィ
プ

又
家
族
計
画
の
た
め
の
科
学
的
調
査
は

政
治
家
と
宗
教
家
が
一
堂
妬
会
し
て
世
界
の
問
題
を
討
議
す
る

近
代
史
上
は
じ
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

が
多
々
あ
る
も
の
と
存
じ
ま
す
が
、

な
認
鏃
の
統
一
が
出
来
た
と
と
は
、

も
の
と
信
じ
、

「
家
族
計
画
妬
関
す
る
政
策

世
界
平
和
妃
稗
益
す
る
こ
と

中
で
も
人
口
問
題
忙
つ
い
て
、

人
口
問
題
解
決
に
大
き
な
光
明
を
与
え
る

o
.
B
組
織
の
こ
の
努
力
は
更
陀
拡
大
し
、

い
と
思
い
ま
す
。

世
界
人
口
は
、

本
年
い
よ
い
よ
五

0
億
を
越
え
ま
し
た
。

は
六
二
億
陀
達
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
こ
の
僅
か
百
年
の
間
妬
四
倍
、

類
の
生
活
条
件
は
ど
う
な
っ
て
く
る
か
、

危
険
な
状
態
妬
直
面
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

人
類
五

0
億
突
破
の
と
の
記
念
す
べ
き
年
匠
、

ア
ジ
ア
の
譜
員
の
わ
れ
わ
れ
が
、

ら
れ
る
中
国
の
国
都
妬
於
て
、

て
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
0

世
界
人
類
の
た
め
、

て
や
み
ま
せ
ん
°

こ
の
よ
う

継
続
し
て
参
り
た

そ
し
て
世
紀
末
妬

人
類
は
何
百
万
年
か
か

人
類
の
生
活
環
境
は
、

食
糧
は
ど
う
な
る
か
、

人
口
問
題
を
論
ず
る
こ
と
は
、

水
は
ど
う
か
、

世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る

特
妬
人
口
問
題
陀
積
極
的
陀
取
り
組
ん
で
お

そ
の
意
義
極
め

実
り
多
き
成
果
を
期
待
し

こ
と
は
、

と
。

な
経
験
は
共
有
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

人
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お
り
夜
す
。

る
と
と
腔
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

分
布
、

都
市
化
、

と
同
様
、

題

腔

関

し

明

確

な

数

字

を

上

げ

る

こ

と

花

合

意

を

し

ま

し

た

0

ア
ジ
ア
の
爪
要
案
件
は
人
口
増
、
郡
市
化
、
高
齢
化
、

移
住
、
健
康
と
家
族
計
画
、
女
性
問
題

を

代

表

し

て

す
と
と
は
、

務
総
長
＇
~
今
回
出
席
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
人
口
と
開
発

trc
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
総
会
」

侭
出
席
で
き
ま
し
た
と
と
は
、

今
回
の
と
の
会
議
は
中
国
主
催
で
あ
り
、

中

国

政

府

の

人

口

問

題

侭

対

す

る

熱

意

の

表

わ

れ

で

あ

り

、

い
て
一

:oo0
年

ま

で

侭

人

口

増

加

率

を

一

伶

陀

抑

え

る

と

い

う

目

標

が

合

意

さ
れ
ま
し
た
。

同
会
諮
で
史
上
初
め
て
、

国
が
直
面
し
て
い
る
そ
れ
ら
の
問
題
は
、

ミ

ッ

タ

ー

ル

事

ま

た

趙

紫

陽

総

理

妬

出

席

頂

け

ま

同

地

域

全

体

化

つ

軍
要
な
国
家
グ
ル
ー
プ
が
、

と
れ
は
ア
ジ
ア

の

諸

国

と

国

民

妬

利

益

を

も

た

ら

す

も

の

で

あ

り

ま

す

°

従

来

の

多

く

の

先

例

ア

ジ

ア

の

決

定

は

他

の

地

域

陀

対

す

る

道

標

と

な

る

も

の

で

あ

り

ま

す
0

今

世

紀

末

ま

で

妬

ア

フ

リ

カ

も

南

米

も

中

東

も

、

自

国

の

人

口

増

加

率

の

目

標

を

持

つ

と

と

が

期

待

で

き

ま

す

。

他

の

地

域

は

人

口

増

加

よ

り

も

、

一

人

当

た

り

の

開

発

の

た

め

の

資

源

陀

対

し

て

焦

点

を

当

て

そ
の
効
果
は
ア
ジ
ア
と
同
様
、

大

変

人

口

即
ち
、

口

問

題

が

開

発

問

題

の

中

心

忙

お

か

れ

る

と

い

う

と

と

で

あ

り

ま

す

。

人

人

口

妬

関

係

す

る

多

く

の

問

題

で

も

ア

ジ

ア

は

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

を

と

っ

て

ア
ジ
ア
の
様
々
な
人
口
問
題
を
見
る
と
き
、

現

在

我

々

ア

ジ

ア

諸

他
の
地
域
が
こ
れ
か
ら
―

-
0
年
、

0
年

先

妬

直

面

す

る

と

と

腔

な

る

で

し

ょ

う

。

と

の

と

と

を

念

碩

妬

置

き

つ

つ

人

口

問

五
年
前
、

第

二

回

ア

ジ

ア

太

平

洋

人

口

会

議

侭

お

い

て

、

喜
ば
し
い
と
と
と
思
い
ま
す
。

非
常
な
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

名
前
を
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
ー
！

U
N
F
P
A

議
長
閣
下
、
趙
紫
陽
総
理
、

備
委
員
会
委
員
長
、

佐
藤
諮
長
、

福
田
元
総
理
、

ITI連
人
口
活
動
基
金
事
務
局
長

ナ
フ
ィ
ス
・
サ
デ
ィ
ッ
ク

ぉ 準
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と
は
、

題

陀

優

先

込

せ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

健
康
、

食
糧
、

開

発

忙

人

口

増

加

率

の

低

下

の

達

成

は

、

皆

様

方

は

特

別

の

役

割

を

有

し

て

い

ま

す

。

陀
‘

政

府

す
。

の
存
続
、

て
明
白
で
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

優

先

事

項

と

し

て

お

り

、

を

懸

念

す

る

我

々

と

し

て

は

、

及

ぴ

ベ

ト

ナ

ム

で

は

、

そ

の

他

の

ア

ジ

ア

他

城

で

は

、

問

題

と

し

て

と

ら

え

て

い

な

い

国

も

あ

り

ま

す

。

人

口

増

加

率

の

減

少

を

開

発

妬

お

け

る

と

の

総

会

で

は

そ

の

要

因

を

探

究

し

、

陀

解

決

の

方

途

を

探

っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

官

僚

や

地

方

の

指

導

者

の

理

解

が

欠

け

る

場

合

も

あ

り

ま

す

。

人
々
を
説
得
し
、

人

口

の

急

成

長

を

大

き

な

ア

ジ

ア

の

人

口

問

お

よ

ぴ

発

展

侭

不

可

欠

で

あ

る

と

と

を

認

談

さ

せ

る

必

要

が

あ

り

ま

御

列

席

の

国

会

議

員

の

皆

様

方

は

、

国

政

匠

深

く

関

与

し

て

い

る

と

同

時

一

般

大

衆

と

の

接

触

の

あ

る

方

々

で

す

。

と

を

認

諦

さ

せ

る

上

で

、

が

重

要

で

す

。

人

口

問

題

の

み

な

ら

ず

、

選

挙

区

の

人

々

仰

対

し

、

の

と

っ

て

い

る

人

口

増

加

率

抑

制

策

は

自

分

達

の

利

益

妬

な

る

の

だ

と

い

う

と

宗

教

的

あ

る

い

は

人

種

の

相

違

と

い

う

問

国

力

が

も

は

や

人

口

数

で

は

な

い

と

我

々

が

す

で

陀

承

知

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

今

日

で

は

植

よ

り

も

質

屈
用
な
ど
、

人

口

増

加

率

の

低

下

が

国

家

ず
、

と

の

事

態

公

の

政

策

目

標

が

人

口

増

加

率

の

抑

制

で

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

問

題

の

い

く

つ

か

は

極

め

題

の

な

か

で

最

重

要

課

題

で

す

°

緊

急

り
夜
す
。

し

か

し

人

口

増

加

は

依

然

と

し

て

問

題

で

あ

り

、

中

妬

は

増

加

率

の

全

般

的

減

少

陀

成

功

し

た

国

も

あ

今

私

が

申

し

上

げ

た

国

は

す

べ

て

、

口

増

加

率

が

高

い

と

と

を

認

め

て

は

い

る

も

の

の

、

加

率

の

高

い

地

域

侭

頭

を

抱

え

て

い

ま

す

。

人

ま
た
、

ゞ

ヽ

イ

ン

ト

ヽ

タ
イ

政

府

は

増

‘
s
‘

レ

、

、
オ
ノ
ー
！

パ

キ

ス

タ

ン

及

ぴ

フ

ィ

リ

ピ

ン

で

は

問

題

は

深

刻

で

あ

り

ま

す

°

と
ん
ど
、

あ

る

い

は

全

く

変

化

し

て

い

ま

せ

ん

°

と

く

忙

バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ

、

'
し
‘

ヵ

い

夜

な

お

多

く

の

国

及

ぴ

国

の

を

少

し

越

え

た

時

点

で

と

れ

は

達

成

で

き

る

の

で

は

な

い

か

と

思

い

ま

す

。

し

-

％

と

い

う

目

標

を

た

て

夜

し

た

が

、

―i
O
O
 0
年
あ
る
い
は
、

一
部
の
地
域
で
は
、

人

口

成

長

率

は

傾

―:
0
0
 0
年

第
一

陀

人

口

増

加

の

問

題

で

あ

り

ま

す

。

ア

ジ

ア

地

域

全

体

で

人

口

増

加

率

の

視

点

か

ら

検

討

を

加

え

て

み

た

い

と

思

い

ま

す

0

ア

ジ

ア

諸

国

妬

と

っ

て

最

も

重

要

と

思

わ

れ

る

案

件

陀

つ

い

て

、

U
N
F
P
A
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他
方
、

関

す

る

重

要

な

諸

問

題

も

あ

る

と

い

う

議

論

妬

対

し

て

は

、

う

い

っ

た

問

題

す

べ

て

の

解

決

陀

頂

要

な

役

割

を

持

っ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

°

何

よ

り

も

ま

ず

、

国
会
議
員
の
皆
様
は
、

安

全

で

す

。

特

陀

女

性

は

、

で

は

な

い

こ

と

を

知

っ

て

い

ま

す

°

い
ま
す
。

し
ょ
う
。

子

供

を

産

む

の

は

も

う

止

め

た

い

と

考

え

て

い

る

女

性

も

た

く

さ

ん

政

府

の

政

策

は

と

う

い

っ

た

要

求

陀

直

接

応

え

て

い

く

も

の

で

な

け

た

し

ま

す
0

陀
お
い
て
さ
え
、

こ
の
問
題
忙
つ
い
て
は
、

五

年

ま

で

妬

は

都

市

妬

住

む

こ

と

妬

な

る

で

し

ょ

う

0

口
の
一

1

一

分

の

二

が

都

市

陀

住

む

よ

う

忙

な

る

ま

で

と

の

傾

向

は

続

く

で

あ

り

ま

ア

ジ

ア

地

域

の

先

進

国

で

は

既

妬

そ

の

よ

う

な

状

態

妬

な

っ

て

お

り

ま

す

°

都

市

へ

の

移

住

、

す

る

徴

候

と

し

て

歓

迎

す

べ

き

も

の

で

は

あ

り

ま

す

が

、

市

の

成

長

妬

伴

っ

て

軍

要

な

問

題

が

続

出

し

、

と

な

っ

て

き

て

お

り

ま

す

°

問

題

の

一

――i
O
O
万
人
、

万

人

の

人

口

を

擁

す

る

と

と

妬

な

る

で

し

ょ

う

°

非

常

侭

組

織

化

さ

れ

た

社

会

都
市
の
サ
ー
ど
ス
、

問

題

が

起

き

て

参

り

ま

す

°

屈

用

を

い

か

化

提

供

す

る

か

と

い

う

問

題

が

発

生

し

て

い

ま

す

°

都

市

で

の

資

源

消

費

及

ぴ

脆

棄

物

の

発

生

は

大

き

な

問

題

で

す

0

大

都

市

は

エ

ネ

ル

ギ

ー

と

資

源

を

呑

み

込

み

、

れ
が
あ
り
ま
す
。

大
都
市
は
、

住
宅
、

上
海
一
、

六

0
0

て

大

き

い

こ

と

で

あ

り

ま

す

0

今

世

紀

末

ま

で

陀

北

京

は

一

、

子

供

の

数

の

多

い

と

と

が

必

ず

し

も

将

来

の

保

証

妊

娠

と

妊

娠

と

の

間

の

期

間

を

伸

ば

し

た

ア

ジ

ア

の

五

〇

外

の

人

口

は

二

0
ニ

つ
は
、

ま

た

後

殴

ど

触

れ

る

と

と

陀

い

そ
し
て
今
後
と
も
、

開

発

が

加

速

年

が

た

っ

妬

つ

れ

て

緊

急

事

態

予

測

さ

れ

る

集

中

規

模

が

極

め

ボ

ン

ベ

イ

と

カ

ル

カ

ッ

タ

は

そ

れ

ぞ

れ

一

、

た
と
え
ば
、

0
 0

0
万
人
、

混

乱

と

荒

廃

し

か

産

み

出

さ

な

い

場

所

腔

な

る

恐

そ

の

資

源

需

要

と

生

産

力

侭

見

合

っ

た

成

長

を

遂

げ

れ

し
か
し
な
が
ら
、

都

こ

れ

は

阻

止

で

き

る

も

の

で

は

な

く

、

人

第

二

は

都

市

化

の

問

題

が

あ

り

ま

す

。

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヽ

い
と
か

特

別

の

役

割

を

果

た

し

て

お

ら

れ

ま

す

。

そ

の

大

衆

の

関

心

の

第

一

は

家

族

の

き
で
す
°

ま
た
、

大

衆

の

関

心

を

政

府

腔

伝

え

て

い

く

と

い

う

人

口

増

加

率

の

低

下

妬

留

意

す

べ

人

口

増

加

率

が

こ

- 16 -



定
注
ら
ず
、

常

陀

変

化

を

求

め

て

い

ま

す

°

移

民

は

し

ば

し

ば

受

け

入

れ

国

の

し
か
し
、

移
民
は
、

他

所

花

よ

り

良

い

生

活

を

何
年
か
前
仰
ア
ジ
ア
化
お
け
る

数

物
事
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
み
と
い
う
現
在
侭
お
い
て
、

界
忙
立
ち
向
か
う
腔
際
し
て
の
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

我
々
が
ま
だ
若
か
っ
た
頃
、

世

た
。

そ
し
て
、

ア
ジ

と

れ

ま

で

の

富

と

発

展

の

源

と

い

う

伝

統

的

役

割

を

果

た

す

可

能

性

も

あ

た
資
源
の
近
傍
腔
工
業
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

は
農
村
地
帯
及
び
農
業
生
産
と
関
連
す
る
も
の
で
、

あ
り
夜
す
。

う
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

者
の
割
合
が
大
幅
匠
増
え
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
が
、

り
ま
せ
ん
。

侭
は
四
•
一
―
1
0
億
近
く
化
な
り
、

し
ょ
う
。

現
在
で
は
、

都

市

問

題

は

都

市

と

農

村

一
部
と
見
る
必
要
が

と
れ
は
単
陀
高
齢
者
の
数
が
増
加
す
る
と
い

ア

ジ

ア

全

体

と

し

て

人

口

陀

占

め

る

高

齢

問

題

は

そ

れ

だ

け

妬

留

ま

1
0
-
&
を

占

め

る

よ

う

腔

な

る

で

ア
ジ
ア
陀
お
い
て
は
家
族
構
成
も
変
化
し
て
含
て
お
り
在
す
。

代
の
人
達
が
血
緑
同
志
で
固
祖
つ
て
決
ま
っ
た
と
と
ろ
陀
住
ん
で
い
注
し
た
が
、

両
親
と
子
供
だ
け
の
核
家
族
侭
取
っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
高
齢
者
の
立
場
陀
重
要
な
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
花
な
り
ま
す
。

ア

の

社

会

で

は

老

人

の

扶

艇

は

若

年

構

成

者

の

責

務

と

い

う

伝

統

が

あ

り

ま

し

老
人
は
経
験
が
あ
り
、

老
人
は
老
人
で
た
く
さ
ん
与
え
る
も
の
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

知

恵

が

あ

る

と

い

う

と

と

で

尊

敬

さ

れ

て

い

ま

し

た
0

老
人
は
我
々
化
経
験
と
安
全
の
感
覚
を
伝
え
、

財
産
を
失
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
四
は
移
民
の
問
阻
で
あ
り
ま
す
。

「
移
民
の
国
」

百
万
の
人
々
が
移
民
し
て
い
る
の
で
す
。

求
め
て
故
国
を
離
れ
た
人
々
で
あ
り
、

売
り
込
む
べ
き
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

確
か
な
と
と
は

我

々

は

と

の

貴

重

な

国
連
大
学
の
ス
ジ
ャ
ト
モ
コ
学
長
が
、

と
い
う
表
現
を
し
ま
し
た
。

大
概
若
者
で
あ
り
、

多

く

の

場

合

他

陀

彼

ら

は

本

質

的

陀

居

住

が

昔
は
、

数
世

全
人
口
の

六
五
歳
以
上
の
人
口
は
現
在
の

•
一
三
一
億
人
か
ら
二

0
二
五
年

第
三
は
高
齢
化
の
問
題
で
す
。

ま

た

は

農

業

と

工

業

の

バ

ラ

ン

ス

と

い

う

大

き

な

問

題

の

問
題

り
ま
す
。

中
国
な
ど
幾
つ
か
の
国
は
小
都
市
の
発
展
を
促
進
し
て
い
夜
す
。

ま
、

~
、

ま
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ス
を
利
用
で
き
な
い
人
も
数
多
く
い
ま
す
。

遠

隔

の

僻

地

侭

住

ん

で

い

る

人

達

で

す

。

決

定

者

や

官

僚

か

ら

無

視

さ

れ

が

ち

で

す

が

、

開

発

の

資

源

と

な

り

う

る

存

在

な

の

で

す

°

都

市

妬

あ

っ

て

は

必

須

の

サ

ー

ビ

ス
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

こ

れ

ら

の

人

々

は

往

々

化

し

て

政

策

極
め
て
重
嬰
な
存
在
で
あ
り
、

た
と
え
ば
街
路
の
清
掃
、

都

市

の

最

貧

困

地

区

や

車
の
修
理
、

国

の

食

糧

生

産

の

大

き

な

部

分

を

担

っ

て

い

ま

す

。

族

計

画

や

そ

の

他

の

サ

ー

ビ

ス

の

恩

恵

陀

浴

さ

せ

る

こ

と

は

の
い
る
仕
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
教
育
、

う

な

チ

ャ

ン

ネ

ル

が

使

え

る

の

か

9
.

新
し
い
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

も
し
れ
ま
せ
ん
。

と

の

人

達

を

家

忍

耐

と

耐

久

力

そ

れ

は

庄

た

独

創

的

な

ア

プ

ロ

ー

チ

も

必

要

と

し

農

業

普

及

指

導

な

ど

の

サ

ー

ビ

ス

活

動

が

無

家

族

計

画

の

情

報

や

器

具

を

与

え

る

た

め

ど

の

よ

家

族

計

画

の

考

え

方

は

彼

ら

陀

と

っ

て

こ

れ

ま

で

の

取

り

組

み

で

は

う

ま

く

行

か

な

い

場

合

も

あ

り

ま

し

ょ

う

°

我

々

は

新

し

い

呼

び

か

け

方

法

を

取

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

家
族
計
画
の
サ
ー
ビ
ス
及
ぴ
器
具
の
費
用
は
、

て

は

非

常

侭

大

き

な

負

担

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

か
っ
た
よ
う
な
地
域
妬
は
、

多

く

の

ア

ジ

ア

の

国

陀

お

い

そ

の

た

め

も

し

現

地

で

避

妊

明

ら

か

妬

彼

ら

の

ニ

ー

ズ

陀

は

合

わ

な

い

も

の

か

ま
す
。

医
療
、

っ
て
は
、

農

村

忙

あ

そ
れ
は
、

い
ま
す
。

し
か
し
、

族

計

画

陀

対

す

る

サ

ー

ビ

ス

は

国

民

の

大

多

数

が

享

受

で

き

る

よ

う

妃

な

っ

て

い

ま

な

お

と

の

よ

う

な

撒

備

さ

れ

た

家

族

計

画

の

サ

ー

ビ

第

五

は

健

康

と

家

族

計

画

で

あ

り

ま

す

。

多

く

の

ア

ジ

ア

の

国

々

で

は

、

家

ま
す
。

う
国
、

嫌
疑
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

正

式

な

法

手

段

を

と

っ

て

入

国

し

た

場

合

妬

も

そ
う
い
っ
た
と
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

万
人
も
い
ま
す
。

い
て
困
難
な
情
況
下
忙
あ
り
、

島
嶼
国
の
よ
う
陀
‘

し

か

も

不

法

侭

移

民

す

る

人

達

が

何

百

そ
の
た
め
、

福

祉

等

侭

お

が

取

ら

れ

る

傾

向

が

あ

り

ま

す

°

移

民

の

権

利

匠

関

す

る

国

際

協

定

が

望

ま

れ

逆

陀

比

較

的

繁

栄

し

て

い

る

が

故

侭

移

民

を

受

け

入

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
国
と
が
あ
り
、

双

方

化

と

っ

て

と

の

移

民

は

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

お

り

移

民

が

人

口

圧

力

匠

対

す

る

唯

一

の

解

決

法

で

あ

る

と

い

ま
す
。

し
か
し
こ
の
移
民
の
問
題
は
、

両

面

が

あ

り

在

す

。

例

え

ば

太

平

洋

の

非

合

法

移

民

忙

対

し

厳

し

い

措

置

ア
ジ
ア
諸
国
は
す
べ
て
現
在
、

雇
用
、

居
住
、
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我
々
は
、

具
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
含
れ
ば
、

い
う
と
と
か
ら
、

U
N
F
P
A
は

こ

れ

ま

で

も

多

く

の

援

助

を

行

な

っ

て

参

り

る
ま
で
の
期
間
は
、

避

妊

具

の

費

用

は

国

が

負

担

せ

ざ

る

を

え

ま

せ

ん

0

は

社

会

的

マ

ー

ケ

ッ

テ

ィ

ン

グ

方

式

を

採

用

す

る

こ

と

が

必

要

か

も

し

れ

ま

せ

利
用
者
が
応
分
の
負
担
を
す
る
と
と
妬
よ
り
、

も
減
少
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
°

と
え
ば
女
性
の
避
妊
の
場
合
妬
は
、

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

家
族
計
画
を
ま
ず
一

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、

陀
対
し
て
、

保
健
施
設
や
、

安

価

な

避

妊

具

が

で

き

健
康
器
具
の
質
の
向
上
、

訓
練
さ
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の
常
駐
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
看
護
婦
や
助

医

者

は

必

ず

し

も

必

要

で

な

受

診

者

を

他

の

病

院

妬

廻

す

シ

ス

テ

ム

が

完

備

大

病

院

は

必

ず

し

も

必

要

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

伝

統

的

な

医

療

非

常

妬

良

い

サ

ー

ビ

ス

ま

た

地

域

侭

根

を

下

ろ

し

尊

敬

さ

つ

の

健

康

上

の

手

段

と

し

て

考

え

る

必

要

が

あ

り

ま

す

。

家
族
計
画
陀
対
す
る
抵
抗
が
あ
り
ま
す
が
、

来
月
ナ
イ
ロ
ビ
陀
お
い
て
、

ョ
ン
化
関
す
る
会
講
が
、

多
く
の
場
合
、

母

子

忙

対

す

る

健

康

上

の

利

益

が

認

め

ら

れ

た

と

き

妬

そ

の

抵

抗

は

克

服

さ

れ

家

族

計

画

と

健

康

管

理

と

の

イ

ン

テ

グ

レ

ー

シ

関

連

主

要

機

関

す

べ

て

の

共

催

で

開

か

れ

ま

す

0

と

の

会

謡

で

家

族

計

画

の

促

進

が

健

康

の

基

準

化

な

る

と

い

う

戦

略
侭
合
意
が
得
ら
れ
、

そ
れ
が
各
国
レ
ベ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ル

で

も

す

み

や

か

陀

採

用

さ

れ

る

と

家
族
計
画
を
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
•

ケ
ア
の
重
要
な
部
分
と
し
て
確
立
し
、

ヘ
ル
ス
•

健

康

侭

た

ず

さ

わ

る

人

々

が

家

族

計

画

例

え

ば

病

気

の

免

疫

陀

対

す

る

の

と

同

様

の

優

先

度

を

与

え

る

よ

こ
れ
は
、

ま
す
。

す
。

よ

り

良

い

健

康

と

そ

地

域

社

会

忙

お

い

て

は

一

番

重

要

な

問

題

で

す

か

ら

、

運

動

を

推

進

す

る

う

え

で

非

常

陀

力

を

持

っ

て

い

ま

彼
ら
は
、

関
係
者
で
も
き
ち
ん
と
し
た
訓
練
を
受
け
て
い
れ
ば
、

し
て
い
れ
ば
、

産

婦

が

よ

く

訓

練

さ

れ

管

理

を

受

け

て

い

れ

ば

、

い

く

ら

か

爾

後

の

フ

ォ

ロ

ー

ア

ッ

プ

が

必

要

な

サ

ー

ビ

ス

妬

つ

い

て

は

、

た

ん
。

供

給

過

程

妬

お

け

る

無

駄

え
ば
流
通
コ
ス
ト
を
軽
減
す
る
た
め
陀
は
、

商

業

ベ

ー

ス

の

チ

ャ

ン

ネ

ル

ま

た

ま
し
た
。

し
か
し
、

小
国
で
は
こ
の
方
策
は
取
れ
ず
、

た
と

相

当

コ

ス

ト

を

下

げ

る

と

と

が

で

き

る

と
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総

会

の

御

成

功

を

お

祈

り

申

し

上

げ

ま

す

。

ま
す
。

お
り
、

一

人

一

人

が

神

の

創

り

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

°

女

性

が

自

己

開

発

を

し

て

い

く

た

め

の

、

そ

の

女

性

考

え

る

べ

き

と

き

が

き

た

の

ま

た

収

人

の

稼

ぎ

手

と

し

て

の

観

点

か

ら

と

ら

え

ら

い

て

も

重

要

な

位

置

を

占

め

て

い

ま

す

。

そ

の

た

め

女

子

の

教

育

も

、

将
来
の

う

な

情

況

を

作

り

出

す

で

し

ょ

う

0

最

後

妬

女

性

の

問

題

で

す

。

ナ

イ

ロ

ビ

会

議

の

焦

点

は

、

家

族

計

画

を

通

じ

て

の

母

子

保

健

の

促

進

で

す

0

女

性

は

伝

統

的

花

開

発

戦

略

、

特

陀

人

口

戦

略

事

と

家

庭

の

安

息

と

家

族

の

健

康

管

理

を

与

え

る

存

在

で

あ

り

、

子

供

の

世

話

を

し

、

同

時

妬

大

き

な

稼

ぎ

手

で

あ

り

、

子

供

の

出

産

者

と

し

て

、

れ

て

き

ま

し

た

。

今

と

そ

女

性

を

一

人

の

人

間

と

し

て

討

議

し

、

子
供
を
産
み
、

そ

の

収

人

は

家

計

陀

お

の

ニ

ー

ズ

を

い

か

侭

満

た

し

て

い

く

か

と

い

う

と

と

を

論

議

す

る

と

と

が

大

切

で
あ
り
ま
す
。

そ

の

過

程

忙

お

い

て

、

我

々

は

開

発

の

意

味

侭

つ

い

て

よ

り

一

層

の

理

解

を

得

る

こ

と

と

な

り

ま

し

ょ

う

0

世

界

は

国

で

は

な

く

五

0
億

の

個

人

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

の

だ

と

い

う

と

と

を

考

え

る

と

と

が

必

要

で

あ

り

ま

し

ょ

う

し

、

一

人

一

人

が

希

望

を

持

っ

て

一

人

一

人

が

固

有

の

価

値

観

を

持

っ

て

お

り

、

た

も

う

た

人

間

で

あ

る

と

い

う

と

と

を

前

提

侭

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

思

い

た

と

い

え

ま

す

0

女

性

は

社

会

の

基

本

単

位

で

あ

る

家

族

の

中

心

て

あ

り

、

食

と

の

関

連

が

強

く

、

そ

の

出

産

機

能

と

の

関

連

で

談

論

さ

れ

る

こ

と

が

多

か

っ
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―
つ
の

た

そ
し
て
、

い
わ
ゆ
る

で
は

一
九
八
四
年
二
月
の
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
第

1

回
総
会
で
採
択
し
ま
し

ー
ラ
ム
が
イ
ン
ド
•
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
発
足
い
た
し
ま
し
た

0

本
フ
ォ

果
、

一
九
八
二
年
ご
月
、

そ
の
結

さ
て
、

私
共
は
、

一
九
八
一
年
十
月
こ
の
北
京
で
、

る

「
中
国
」

か
つ
、

人

口

政

策

で

輝

か

し

い

成

果

を

上

げ

て

お

ら

れ

本
年
、

一
九
八
七
年
は
、

員
、

専
門
家
、

ヽ

夜
た

上
げ
ま
す
。

さ
ら
陀
‘

ご
列
席
の
皆
様
|
i
|

「
人
口
と
開
発
侭
関
す
る

ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回
総
会
」

よ
う
陀
見
事
花
主
催
さ
れ
た
中
国
準
備
委
員
会
、

本
会
議
開
催
陀
あ
た
り
、

の
人
口
大
国
で
あ
り
、

た
え
ま
せ
ん
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

「
ア
ジ
ア
•
フ
ォ
ー
ラ
ム
宣
言
」

「
特
定
目
標
」

f
、

ヽ

深
甚
な
る
敬
意
を
表
し
夜
す
。

中

国

政

府

の

ご

尽

力

陀

対

し

心

か

ら

感

謝

申

し

上

佐

藤

A
F
P
P
D
議
長

全
面
的
な
ご
援
助
•
御
指
導
を
い
た
だ

い
た

U
N
F
P
A
サ
デ
ィ
ッ
ク
事
務
局
長
は
じ
め
、

地
球
人
類
花
と
っ
て

「
人
口
と
開
発
侭
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
会
議
」

を
こ
の

職

員

の

方

々

陀

感

謝

申

し

ア
ジ
ア
を
初
め
世
界
•
各
国
か
ら
ご
多
用
の
中
ご
参
加
頂
い
た
国
会
議

関
係
各
位
侭
も
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「

世
界
人
口
が
五
十
億
人
」

を
突
破
し
た
人
類
史
上
誠
化
画
期
的
な
年
と
な
り
ま
し
た
°

と

の

記

念

す

べ

き

年

陀

エ

イ

シ

ャ

ン

フ

ォ

ー

ラ

ム

第

二

同

総

会

を

世

界

最

大

で
開
催
さ
れ
る
と
と
は
誠
妬
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
、

ご
同
慶
侭

を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

適
切
な
人
口
と
開
発
政
策
を
推
泄
す
る
こ
と
妬
よ
り
、

ア
ジ
ア
の
人
々
の
生
活
水
準
と
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
腔
、

「
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
宣
言
」

を

定

め

、

議

員

が

目

標

達

成

の

た

め

陀

協

力

し

な

け

れ

ク

2
1
阻
紀
の
倫
岬
と
し
て
「
家
族
」
を
幸
艇
の
核
に

隆
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私
共
は
、

個
々
陀
わ
た
っ
て
は
依
然
と
し
て
数
多
く
の
解
決
し
な
け
れ
ば
な

さ
ら
侭
問
題
解
決
侭
勇
気
を
も
っ
て
前
淮
を
続
け
て
い
か
な
け

出
生
率
の
低
下
陀
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
地
球
づ
く
り
紀
英

の
悲
惨
な
崩
壊
妬
通
じ
る
道
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

の
と
と
は
、

る
た
め
侭
も
、

知
を
結
集
し
、

第
二
化
、

わ
ゆ
る

こ

陀
‘

「

世

界

人

口

白

書

一

九

八

七

」

ー

ぃ

陥
（
パ
ー
ミ
ル
）

徴
減
で
は
あ
り
ま
す
が
、

%0 

（
パ
ー
ミ
ル
）

と

な

り

協

と
七
陥
（
パ
ー
ミ
ル
）

（
パ
ー
ミ
ル
）

減
少
°
乳
幼
児
死
亡
率
も
八

比
べ

0
.

さ
ら
妬
死
亡
率
も
九
•
八

い
た
し
ま
す
と
ア
ジ
ア
全
体
の
人
口
増
加
率
は

•
七
四
伶
で
前
の
五
年
間
陀

す
な
わ
ち
、
（
一
）

そ
の
結
果
、

国
連
統
計
妬
よ
っ
て
一
九
八

0
年
か
ら
五
年
間
の
指
標
比
較
を

或
は
ア
ジ
ア
の
立
場
か
ら
、

ま
た
、

全
人

以
来
、

各
国
独
自
の
立
場
か
ら
人
口

人
口
分
布
の
均
衡
化
を
実
現
す
る
°

の
三
点
で
あ
り
ま
す
。

口
―1
0
0
 0
年
ま
で
妬
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
人
口
増
加
率
を

-
％
と
す
る
°

ア
ジ
ア
他
域
の
死
亡
率
を
五
十
伶
減
少
さ
せ
る
。

方
陀
留
め
お
く
努
力
を
併
せ
行
な
い
、

お
互
い
化
交
流
、

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
0

研
究
を
深
め
つ
つ
、

問
題
を
政
府
の
施
策
妬
反
映
さ
せ
、

類
的
立
場
か
ら
国
際
世
論
づ
く
り
妬
向
け
て
、

―
-
＝
％
と
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
°

今
年
発
表
さ
れ
た

U
N
F
P
A
の

「
サ
ラ
ス
白
書
」

責
任
あ
る
政
治
家
と
し
て
、

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ア
ジ
ア
諸
国
間
の

絶
ゆ
み
な
い
努
力
と
ア
ピ
ー
ル

の
減
少
を
み
ま
し
た
0

お
互
い
侭
真
剣
侭
協
力
し
努
力
す
れ
ば
通
は
拓
け
る
、

と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
希
望
を
示
す
数
字
で
あ
り
ま
す
。

と
う
し
た
と
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
た
上
で
、

を
本
総
会
で
再
確
認
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
増
加
が
文
明
や
経
済
や
、

私
は
本
総
会
で
先
ず
第
一

自
然
を
破
壊
し
、

い
ず
れ
も
、

ひ
い
て
は
人
類

後

妬

続

く

世

代

の

平

和

と

幸

福

を

守

計
画
的
な
都
市
人
口
増
加
の
た
め
の
政
策
と
、

口

ば
な
ら
な
い
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

人
口
を
地
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業
か
ら
工
業
へ
移
す
産
業
間
移
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

途
上
国
陀
お
け
る
都
市
人
口
増
加
の
要
因
は
、

都
市
忙
お
け
る
自
然
増
加
と

ド
ル
）

公
園
、

緑
地
、

部
で
は
ハ
ン
カ
チ
一
枚
程
の
大
き
さ
の
土
地
が
百
八
十
万
円

東
京
中
心

り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
の
原
点
が
、

逆
方
向
妬
加
速

放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
~
私
が
人
口
問
題
を
ラ
イ
フ
•
ワ
ー
ク
と
し
て
取

ヽ

タ
イ

と
地
方
の
人
口
分
布
の
均
衡
化
問
題
で
あ
り
ま
す
。
二
十
一
世
紀
を
目
の
前
陀

し
て
ア
ジ
ア
各
国
の
大
都
市
で
は
依
然
と
し
て
著
し
い
人
口
増
加
が
続
い
て
お

シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
、

国
首
都
を
は
じ
め
主
要
都
市
で
一
九
五

0
年
か
ら
三
十
年
間
化
人
口
お
よ
そ
四

倍
妬
も
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
る
、

食
糧
不
足
、ス

ラ
ム
街

道
端
で
生
れ
、

わ
が
日
本
で
も
、

笑
顔
の
児
ら
陀

一
九
七
三
年
十
月
、

故
岸
信
介
元
日
本
国
首
相
を
団
長
と
す
る
ア
ジ
ア
人
口

事
情
調
査
団
の
一
人
と
し
て
イ
ン
ド
、

ヽ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
四
ケ
国
を
訪
れ
た
際
腔
カ
ル
カ
ッ
タ
で
私
が
詠
ん
だ
句
で
あ
り
ま
す
°

道
端
で
死
ん
で
い
く
ー
＇
~
こ
の
悲
惨
な
姿
を
地
球
上
か
ら
追

も
す
る
と
い
う
狂
乱
ぶ
り
で
道
路
、

解
決
ど
こ
ろ
か
、

さ
れ
て
い
く
現
状
を
放
置
す
る
わ
け
侭
は
ま
い
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

東
京
圏
へ
の
人
口
集
中
で
、

地
価
が
高
騰
し
、

盤
の
欠
落
が
行
政
上
の
大
き
な
課
題
妬
な
っ
て
い
ま
す
。

農
村
か
ら
の
流
入
人
口
妬
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン

(
-
―
万
二
千
五
百

住
宅
な
ど
都
市
基

こ
う
し
た
中
で
中
国
で
は

農
村
地
域
陀
郷
鎮
企
業
を
設
置
し
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
を
防
ぎ
労
働
力
を
農

と
う
し
た
よ
き
事
例

罪
も
な
く

ラ
ム
化
侭
よ
り
深
刻
な
問
題
を
引
き
起
し
て
い
ま
す
。

教
育
、

医
療
、

環
境
衛
生
の
劣
悪
化
な
ど
侭
よ
る
ス

ア
ジ
ア
で
は
人
口
の
四
分
の
一
が
百
万
人
以
上
の
都
市
妬
集
中
し
、

失

業

や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、

と
い
う
事
実
で
あ
り
ま
す
。

住
宅
不
足
、

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
な
ど
の
各

世
界
総
人
口
五
十
億
人
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
ア
ジ
ア
で
は
、

り
ま
す
0

そ
れ
は
、

「
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
官
言
」

の
特
定
目
標
の
一
―
一
番
目
侭
あ
げ
た
都
市

今
の
傾
向
と
課
題
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ら
な
い
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、

と
り
わ
け
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
昨ネ`

 

イ
ン
ト
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人
口
問
題
の
解
決
は
、

人
間
は

個

々

の

人

間

の

幸

福

lfC
結

ぴ

つ

く

も

の

で

な

け

れ

ば

な

一
人
ひ
と
り
が
愛
と
希
望
の
大
切
な
対
象
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
注
す
。

し

み

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

確

信

い

た

し

注

す

。

私
は
、

食

糧

の

問

題

妃

対

す

る

私

の

則

念

を

と

と

で

披

露

し

、

さ
て
、

出
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
先
牛
、

と
と
も
腔
、

人

類

の

明

日

侭

つ

な

が

る

人

口

問

題

腔

つ

い

て

の

宗

教

と

政

治

の

り
た
い
と
存
じ
主
す
。

わ

れ

わ

れ

も

一

層

の

努

力

を

続

け

て

夜

い

私
見
で
恐
縮
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
し
た
人
口
と
開
発
、

こ

れ

ま

で

私

が

取

り

組

ん

で

注

い

り

あ

わ

せ

て

国

内

外

で

大

い

腔

論

議

さ

れ

る

よ

う

提

唱

い

た

し

た

い

と

存

じ

ま

す

。

人
口
問
題
を
論
ず
る
と
き
、

そ

の

原

点

紀

は

必

ず

生

命

へ

の

い

つ

く

実
り
あ
る
誠
実
な
前
進
妬
期
待
し
、

シ

ュ

ミ

ッ

ト

西

独

元

首

相

の

ご

努

力

腔

改

め

て

敬

意

を

表

す

る

で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
扉
が
開
か
れ
た
わ
け
で
、

前

進

の

た

め

の

第

一

歩

が

踏

み

史

上

初

め

て

の

「
世
界
宗
教
政
治
指
導
者
懇
談
会
」

が
開
か
れ
主
し
た
。

今

ま

ー
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル
で
、

コ

ミ

ッ

テ

ィ

会

長

を

座

艮

侭

シ

ュ

ミ

ッ

ト

西

独

元

首

相

ら

七

人

の

指

導

者

と

、

宗

教

界

か

ら

世

界

の

五

大

宗

教

指

導

者

七

人

が

参

加

し

て

人

口

問

題

陀

つ

い

て

と
の
代
表
で
あ
る
福
田
赳
夫
•
グ
ロ
ー
バ
ル

そ
し
て
、

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
イ
ン
タ

対

話

侭

よ

る

解

決

の

必

要

性

を

提

唱

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。

こ
の
提
言
が
容
れ
ら
れ
本
年
三
月
、

ン

シ

Jレ

'--

lfC
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、

「
政
治
」

と

の

一
昨
年
パ
リ
で
開
か
れ
た

昏ヽ い
た

人
口
政
策
と
同
時
侭
‘

ア
ジ
ア
の
地
域
で
は
、

長
年
陀
わ
た
り
、

「
宗
教
」

る
と
の
信
念
か
ら
、

食

糧

の

根

幹

と

な

る

「
農
業
開
発
」

極
め
て
車
要
な
基
礎
的
な
生
産
条
件
の
研
究
、

こ

の

面

で

の

活

発

な

行

動

を

促

人

口

問

題

の

分

野

陀

お

い

て

タ

プ

ー

視

さ

れ

て

問
頌
で
あ
り
ま
す
が
、

そ

こ

妬

横

た

わ

る

巨

大

な

力

べ

私

は

人

口

問

題

の

重

要

性

を

考

え

る

と

「
宗
教
」

と

の

話

し

合

い

が

不

可

欠

で

あ

「
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ウ

「
宗
教
」

さ
ら
紀
‘

泄

す

る

よ

う

力

を

注

い

で

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

考

え

ま

す

。

流
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
°

私
は
、

て
、

交

次
侭
‘

を

参

考

妬

い

た

し

て

は

い

か

が

か

と

考

え

ま

す

。

花
つ
い
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ご
出
席
各
位
陀
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
、

合
し
て
い
く
か
ー
ー
ー
侭
十
分
な
思
慮
を
も
っ
て
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

れ
か
ら
も
各
国
の
個
性
を
生
か
し
た
政
策
を
組
み
立
て
、

一
方

終
り
に

こ
の
体
系
が
で
き
あ
が
れ
ば
、

人
類
の

私
は
、

今
と
の

私
の

向
上
、

福
祉
の

。

__ 
＿
 __ 
＿＿● 

「
人
日
と
開
発
」
政
策
の
中
心
に
据
え
て
、

国
家
愛
、

大
課
題
も
、

考
え
ま
す
。

を
核
と
し
て
、

先
ず
お
互
い
の

そ
れ
が
隣
人
愛
陀
広
が
り
、

さ
ら
陀
地
域
愛
、

そ
し
て
人
類
愛
陀
発
展
し
て
人
類
の
平
和
と
繁
栄
を
築
い
て
行
く
ー

こ
の
こ
と
を

政
策
的
妬
も
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
0

そ
の
た
め
化
は
、

「
新
家
族
計
画
論
」

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
°

「
人
口
と
開
発
」

な
い
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
で
は
、

学
問
的
腔
も
、

を
個
々
の
家
族
の
生
活
水
準
や
、

「
家
族
計
画
」

幸

福

の

追

求

と

い

う

広

義

の

意

味

陀

と

ら

え

直

し

て

い

く

ー

こ

れ

が

で
あ
り
ま
す
°

「
新
家
族
計
画
論
」

の
肉
づ
け
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
二
十
一
世
紀
の
倫
理
」

版
と
な
る
の

と
い
う
人
類
の
大
命
題
侭
関
係
す
る
私
た
ち
が
こ

推
進
し
つ
つ
、

で
は
国
連
中
心
の
世
界
的
立
場
妬
立
っ
て
こ
の
両
者
を
ど
の
よ
う
紀
調
骸
し
整

本
総
会
の
準
備
陀
多
大
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
中
国
の
皆
様
、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
意
義
あ
る
成
果
を

「
家
族
」

福
妬
な
る
と
と
か
ら
始
ま
り
、

そ
し
て
、

個
々
の

「
家
族
」

が
幸

「
家
族
」

基
礎
陀
‘

教
育
を
は
じ
め
食
糧
、

医
療
、

年
金
、

扉
用
、

そ
れ
は
、

人
間
の
愛
と
希
望
の
原
点
は
、

「
家
族
」

拡
大
し
て

ら
な
い
ー
~
こ
れ
が
基
方
で
す
°

考
え
ま
す
。

私
は
い
ま
、

い
う
核
を
見
直
し
、

「
家
族
計
画
」

人
間
の
幸
福
の
単
位
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
受
胎
調
節
あ
る
い
は
産
児
制
限
の
代
名
詞
と

し
て
や
や
狭
義
化
と
ら
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

「
新
家
族
計
画
論
」

こ
と
で
私
は
、

を
提
唱
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

忙
あ
る
と
い
う
こ
と
を

環
境
な
ど
の
人
類
の

と
い
う
単
位
陀
基
き
改
め
て
見
直
す
と
と
が
大
切
だ
と

さ
ら
花

は、
再
認
鏃
す
べ
き
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
、

改
め
て

「
家
族
」

と と

- 25 -



佐藤隆議長を囲んで何理良副議長

（左）、ラーマ・オスマン事務総長

（右）さんら。

趙紫陽・中国国務院総理（首相）

＝右＝と歓談する福田赳夫・元首

相＝左＝

挙
げ
ま
す
よ
う
念
じ
つ
つ
、

議
長
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
0
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ヽ

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

は
、

か
つ
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
引
き
続
き
促
進
、
指
示
す
る
、

と

効
果
的
、

議
員
、

一
九
八
四
年
の
メ
キ
シ
コ
会
議
陀
お
い
て
提
出
さ
れ
た
、

国

会

す
る
。

人
々
の
人
口
問
題
腔
対
す
る
関
心
を
高
め
、

「
人
口
と
開
発
腔
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二

以
下
の
通
り
呼
び
か
け
る
°

ア

ジ

ア

の

国

会

講

員

が

開

発

政

策

プ

ロ

グ

ラ

ム

陀

人

口

問

題

を

効
果
的
腔
取
り
入
れ
、

行
動
を
お
と
し
、

四
年
ニ

人

口

と

開

発

の

問

題

解

決

す

る

た

め

の

実

践

す

る

た

め

の

努

力

を

傾

注

す

る

確

約

を

U
N
F
P
A
の
主
催
陀
よ
り
、

「
人
口
と
開
発
化
関
す
る
ア
ジ
ア
謡
員
会
議
」

ュ
ー
デ
リ
ー
で
行
わ
れ
た

「
人
口
と
開
発
陀
関
す
る
ア

ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
回
大
会
」

の
目
的
を
再
確
認
す
る
o,

ア

ジ

ア

諸

国

の

人

々

の

代

表

者

ま

た

各

国

立

法

機

関

の

一

員

と

し
て
人
口
と
開
発
の
相
互
関
係
を
研
究
し
、

す

る

問

題

解

決

の

プ

ロ

セ

ス

を

促

進

す

る

た

め

の

責

任

を

了

解

政
策
立
案
者
、

向
け
努
力
し
、

ま

た

そ

の

他

の

公

的

立

場

匠

あ

る

人

々

が
国
民
の
意
談
を
高
め
、

人
口
と
開
発
の
問
題
解
決
の
た
め
、

い
う
勧
告
を
楚
認
す
る
°

各

国

政

府

お

よ

ぴ

人

口

と

開

発

妬

関

国

家

施

策

や

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

実

行

侭

お
よ
び
一
九
八

一
九
八
一
年
北
京
で
行
わ
れ
た

記
す
る
°

回
大
会
」

陀

ア

ジ

ア

の

二

十

三

ヶ

国

か

ら

参

加

し

た

我

々

国

会

議

員

催
さ
れ
た

一
九
八
七
年
九
月
二
十
―
―
バ
日
か
ら
二
十
五
日
、

序

文

中
国
、

北

京

侭

て

開
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二、

＊
 

0
0
万
人
増
加
し
て
い
る
°

「
世
界
人
口
五

0
億
人
の
日
」

妬
関
連
し
て
実
施
さ
れ
た
全
世
界
的
な
活
動
が
、

＊
 

＊
 
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を

す
る
°

＊
 

＊
 
母
親
、

ゆ
た
か
陀
繁
栄
す
る
経
済
•

貧
困
や
開
発
問
題
の
解
決
妬
向
け
て
努
力
を
す
る
際
、

な
社
会
経
済
開
発
活
動
陀
よ
っ
て
出
生
率
、

乳
幼
児
死
亡
率
の

け
て
努
力
す
る
と
い
う
確
約
を
再
確
認
す
る
ー
ー
す
な
わ
ち
、

贋
一

0
0
0
年
ま
で
妬
ア
ジ
ア
地
域
の
年
間
一
％
の
人
口
増
加

率
を
達
成
す
る
°

乳
幼
児
の
死
亡
率
を
更
侭
低
下
さ
せ
、

グ
ラ
ム
を
強
化
し
、
家
族
計
画
の
容
認
を
促
す
こ
と
が
早
急
侭

必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
厳
す
る
°

人
口
と
開
発
忙
関
す
る
問
題
を
解
決
し
て
い
く
上
で
、

基
本
単
位
と
し
て
の
『
家
族
』

認
鏃
し
、
女
性
が
家
族
お
よ
び
社
会
妃
お
け
る
新
た
な
幅
広
い

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
な
機
会
を
男
性
と
平
等
侭
与
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
施
策
を
支
援
す
る
°

各
国
の
社
会
経
済
発
展
の
度
合
陀
適
し
た
、

人
口
分
布
を
達
成

す
る
た
め
の
効
果
的
な
施
策
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

が
果
た
す
重
要
な
役
割
を
強
調

本
年
七
月
十
一
日
侭

い
く
つ
か
の
脅
威

的
な
統
計
忙
注
意
を
喚
起
し
た
こ
と
侭
留
意
す
る
°

母
子
福
祉
プ
ロ

社
会
の

世
界
人
口
は
毎
分
一
五

0
人
、
毎
日
ニ
ニ
万
人
、
毎
年
七
、

九 西

＊

北

京

、

一
ュ
ー
デ
リ
ー
宣
言
化
お
け
る
重
要
勧
告
の
達
成
妬
向

低
下
が
す
す
ん
で
い
る
と
と
を
確
認
す
る
°

ア
諸
国
陀
お
い
て
組
織
的
な
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
一
般
的

資
源
、

環
境
が
深
く
係
り
合
っ
て
い
る
と
と
侭
留
意
し
、

ア
ジ

＊
 

人
口
、

文
化
が
人
口
問
題
解
決
の
た
め
妬
資
す
る
と
い
う
こ
と
を
再
確

認
す
る
。

＊

安

全

か

つ

安

定

し

た

国

際

環

境

、
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四
、 ヽ

ア
ジ
ア
諸
国
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人

口

都

市

人

口

の

増

加

お

よ

ぴ

農

村

か

ら

都

市

へ

の

人

口

移

動

を

調

率
、

（二）

増
加
率
を
年
間
一
伶
ま
で
低
下
さ
せ
る
。

H 

国
会
議
員
は
以
下
の
特
定
の
目
標
花
向
け
て
共
妬
働
く

疾
病
、

貧

困

か

ら

解

放

さ

れ

る

よ

う

妬

努

力

を

続

＊
 

＊
 

•
ア
メ
リ
カ
の
開
発
途
上
国
腔
お
い
て
起
き
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
化
お
け
る
宗
教
や
信
仰
、

政
治
的
条
件
の
違
い
を
考
慮
し
て
各
国
の
自
治
権
を

童
視
し
た
上
で
、

現
在
の
ア
ジ
ア
人
口
は
、

め
て
い
る
。

他
の
地
域
妬
比
較
し
て
、

お
り
高
度
で
あ
る
が
、

口
政
策
の
目
標
達
成
を
支
持
す
る
た
め
妬
、

程
と
適
合
さ
せ
る
た
め
の
恒
常
的
な
要
請
が
あ
る
°

近
年
陀
お
い
て
出
生
率
な
ら
び
侭
家
族
の
数
は
大
幅
陀
減
少
し

て
き
て
は
い
る
が
、

加
を
続
け
て
い
る
。

各
国
の
全
て
の
開
発
活
動
や
政
策
が
人

ア
ジ
ア
の
人
口
は
年
間
二
伶
弱
の
率
で
増

各
国
の
人
々
が
十
分
な
食
物
と
衣
服
を
得
、

生
活
し
て
文
盲
、

け
る
上
で
、

も
の
で
あ
る
°

西
暦
二

0
0
0
年
ま
で
妬
、

西
暦
―

1
0
0
0
年
ま
で
陀
‘

整
す
る
政
策
陀
よ
り
、

口
分
布
を
達
成
す
る
。

そ
の
計
画
立
案
過

平
和
と
幸
福
の
う
ち
妬

ア
ジ
ア
地
域
全
体
腔
お
け
る
人
口

ア
ジ
ア
地
域
全
体
妬
お
け
る
死
亡

特
侭
乳
幼
児
死
亡
率
を
五

O
伶
低
下
さ
せ
る
。

ア
ジ
ア
の
人
口
政
策
は
強
化
さ
れ
て

＊
 

世
界
人
口
五

0
億
人
の
六

0
％
を
占

共
通
す
る
多
く
の
関
心
事
が
あ
る
°

社
会
、

経
済
、

文
化
や
伝
統
の
相
違
を
認
め
、

＊

人

口

の

増

加

の

九

0
％
は
ア
ジ
ア
、

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
ラ
テ
ン

億
人
は
一
―
一
年
間
で
増
加
す
る
°

0
億
人
は
一
三
年
間
妬
増
加
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

次

の

一

〇

0
億
人
、

一
九
七
四
年
妬
四

0
億
人
妬
増
加
し
た
。
最
後
の

＊

世

界

人

口

は

一

九

―

-
0
年
の
二

0
億
人
か
ら
一
九
六

0
年
妬
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＊

家

族

計

画

参

加

侭

対

す

る

全

て

の

官

僚

的

障

害

を

脆

止

す

る

°

＊
 

家

事

教
育
、

ジ
ア
の
六

0
％
近
く
を
占
め
る
女
性
、

＊
 

特
妬
ア

障
害
、

＊
 

保
健
、

教
育
、

雇

用

機

会

の

均

等

を

妨

げ

る

法

的

＊
 

侭
よ
っ
て
実
行
さ
れ
支
持
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

全
て
の
開
発
計
画
妬
包
括
的
な
人
口
政
策
を
結
合
す
る
°

受
け
入
れ
や
す
い
家
族
計
画
化
関
す
る
情
報
、

基
本
的
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
全
て
の
人
々
陀
普
及
し
、

れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
を
早
急
侭
継
続
的
妬
向
上
さ
せ
る
。

特
忙
女
性
、

家

族

計

画

と

こ

青
少
年
の
織
字
能
力
を
高
め
る
た
め
の
努
力
を
す
る
°

女
性
を
差
別
し
、

慣
習
を
撒
廃
す
る
°

行
政
管
理
の
改
善
、

人
材
育
成
の
拡
充
、

異
な
る
人
口
層
、

青
少
年
人
口
化
対
す
る
情
報
、

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

開

発

を

通

じ

て

家

族

計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
す
る
。

男
女
共
陀
家
族
計
画
を
含
む
親
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
、

育
児
、

の
分
担
を
促
進
す
る
広
報
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る
°

＊
 

全
て
の
住
民
妬
速
や
か
妬
広
め
る
°

＊
 

以

下

の

諸

行

動

が

国

会

議

員

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
の

＊
 

望
ま
し
い
人
口
増
加
率
を
達
成
す
る
た
め
、

人
口
増
加
率
の
抑
制

行

動

計

画

を

と
す
る
。

一
九
八
八
年
の
適
切
な
日

因

緊
急
性
、

ア
ジ
ア
の
高
齢
人
口
尻
対
す
る
社
会
、

特
妬
保
健
、

そ
の
社
会
、

地
域
妬
お
け
る
人
口
問
題
の
必
要
性
、

ア
ジ
ア
の
民
族
仰
伝
え
る
た
め
妬
、

「
三

0
億
人
の
日
」

軍

要

性

を

各

政
治
、

文
化
的
含
意
を
認
め
受
け
入
れ
る
°

上
さ
せ
、

変

化

す

る

ア

ジ

ア

妬

お

け

る

女

性

の

役

割

の

変

容

と

固

教
育
、

雇

用

の

分

野

侭

お

け

る

女

性

の

他

位

を

向

た
め
、

大
家
族
腔
か
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
案
す
る
。

四

経
済
、

心

理

的

保

障

の
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＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

施
°

と

し

て

は

以

下

の

も

の

が

あ

げ

ら

れ

る

。

そ

境

を

悪

化

さ

せ

て

い

る

0

人

口

分

布

と

資

源

の

不

均

衡

を

是

正

す

る

方

法

貧
困
層
の
増
加
、

急
速
な
都
市
化
、

と

れ

ら

は

人
口
分
布

死

亡

率

全

体

と

し

て

は

未

だ

高

く

二

0
0
0
年

ま

で

尻

五

0

%

去
さ
れ
よ
う
。

全

て

の

子

供

陀

対

す

る

予

防

接

種

の

実

施

°

子

供

陀

十

分

な

栄

養

を

摂

取

さ

せ

る

対

策

の

実

施

°

栄
養
、

健

康

陀

関

す

る

教

育

の

普

及

°

ス

ラ

ム

お

よ

び

農

村

促

お

け

る

飲

料

水

の

供

給

°

乳

幼

児

生

存

の

た

め

の

男

女

の

補

完

的

役

割

化

関

す

る

教

育

の

普

及

°

乳

幼

児

腔

共

通

す

る

疾

患

の

判

定

と

簡

単

な

治

療

を

す

る

陀

あ

た

り

、

他

域

社

会

の

リ

ー

ダ

ー

お

よ

ぴ

特

陀

伝

統

的

な

助

産

婦

や

医

師

も

含

め

た

訓

練

計

画

の

強

化

°

人

口

と

資

源

の

不

均

衡

、

全

て

ア

ジ

ア

の

社

会

経

済

発

展

の

障

害

と

な

っ

て

い

る

と

同

時

陀

自

然

環

中

心

都

市

の

吸

引

要

因

の

削

減

お

よ

ぴ

中

都

市

と

小

都

市

の

行

政

単

位
の
開
発
の
促
進
、

総

合

的

な

国

家

的

都

市

計

画

の

立

案

と

そ

の

実

農

村

部

陀

お

け

る

雁

用

機

会

の

拡

大

°

農

村

部

陀

お

け

る

母

子

保

健

、

基
本
的
社
会
、

家

族

計

画

サ

ー

ビ

ス

、

教

育

を

含

む

保

健

陀

対

す

る

安

堵

感

の

向

上

と

拡

大

°

都

市

部

妬

お

け

る

社

会

サ

ー

ビ

ス

、

設

備

不

足

の

認

鏃

お

よ

ぴ

、

の

是

正

を

す

る

イ

ン

フ

ラ

ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

ー

の

開

発

と

強

化

°

都

市

人

口

の

増

加

の

規

制

と

既

匠

発

生

し

て

い

る

不

完

全

雇

用

、

失

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

害
の
主
な
原
因
は
、

以

下

尻

掲

げ

る

基

本

的

保

健

サ

ー

ビ

ス

妬

よ

っ

て

除

程

度

ま

で

妬

は

低

下

さ

せ

る

べ

き

で

あ

る

°

乳

幼

児

死

亡

お

よ

ぴ

心

身

障

い
る
が
、

死
亡
率
、
特
に
乳
幼
児
死
亡
率

死
亡
率
、

特
侭
一

1
五

歳

の

乳

幼

児

の

死

亡

率

は

近

年

か

な

り

低

下

し

て
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＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

立
°

業
を
解
消
す
る
適
切
な
手
段
の
開
発
°

間
の
有
効
な
連
携
の
創
出
°

高
齢
者
の
保
障

家
族
計
画
政
策
の
成
功
は
、

い

る

°

大

家

族

は

ア

ジ

ア

の

保

障

制

度

の

主

要

な

部

分

と

し

て

伝

統

的

陀

機
能
し
て
き
た
°
小
家
族
化
が
進
む
現
在
、

が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
°
増
加
す
る
高
齢
者
の
社
会
的
、
経
済
的
、

心
理
的
要
求
仰
応
じ
て
以
下
の
法
的
、

国
家
的
開
発
政
策
忙
統
合
さ
れ
た
、

は

家

族

の

保

護

の

な

い

高

齢

者

仰

対

す

る

効

果

的

な

国

家

政

策

の

展

高

齢

者

の

要

求

侭

応

え

る

最

低

限

の

福

祉

の

拡

大

と

高

齢

者

の

自

立

の
保
障
°

全

員

付

与

の

原

則

侭

基

づ

く

高

齢

者

の

た

め

の

社

会

保

障

計

画

の

実

施
と
展
開
。

そ

の

成

果

仰

対

す

る

注

意

を

も

ま

た

促

し

て

高
齢
者
の
た
め
の
基
本
的
保
健
、

充
と
向
上
°

こ
れ
妬
代
わ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

行

政

的

対

策

が

必

要

と

さ

れ

よ

う

o:

身

寄

り

の

な

い

高

齢

者

あ

る

い

社
会
‘

住

宅

サ

ー

ビ

ス

設

備

の

拡

高

齢

者

が

適

切

な

技

術

を

習

得

し

社

会

的

妃

有

益

な

仕

事

妬

従

事

す

る
た
め
の
再
訓
練
計
画
の
実
施
°

世

代

間

の

均

整

の

と

れ

た

相

互

作

用

促

進

を

目

的

と

し

た

計

画

の

確

社
会
に
お
け
る
女
性
の
地
位
の
変
化

少

産

傾

向

侭

あ

り

、

社

会

で

幅

広

く

新

し

い

役

割

を

求

め

て

い

る

女

性

の

地
位
の
変
化
腔
特
妃
社
会
的
注
意
を
喚
起
す
る
必
嬰
が
あ
る
。

と

し

て

女

性

の

教

育

、

就

業

な

ら

び

胆

社

会

陀

お

け

る

地

位

が

将

来

ア

ジ

ア

諸

国

の

人

口

と

開

発

侭

関

す

る

政

策

忙

影

響

を

与

え

る

主

要

な

要

因

と

と
の
結
果

開
°

＊

社

会

的

・

経

済

的

発

展

過

程

を

相

互

強

化

す

る

た

め

の

都

市

、

農

村
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＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

な
支
援
°

り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ

の

た

め

忙

以

下

の

施

策

が

必

要

と

さ

れ

よ

う
o,

サ
ー
ビ
ス
を
増
加
し
、

そ
し
て
変
化
す
る
女
性
の
役
割
と
社
会
、

経
済
、

政
治
、

文

化

的

影

＊
女
性
の
た
め
の
教
育
や
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
量
的
•
質
的
な
向
上
、

＊
 

必
要
と
さ
れ
る
°

女

性

の

役

割

や

地

位

陀

関

す

る

国

家

政

策

な

ら

び

忙

構

猶

や

組

織

の

調
幣
す
る
た
め

人

口

と

開

発

陀

関

連

し

た

活

動

へ

の

女

性

の

参

加

を

促

す

国

家

プ

ロ

グ
ラ
ム
お
よ
ぴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
拡
充
と
改
善
°

す
る
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
°

ア
ジ
ア
妬
お
い
て
は
、

ま
た
こ
の
様
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
実
施
妬
要
さ
れ
る
考
え
方
や
構
造
的
変
革
の
開
始
°

響
陀
つ
い
て
全
て
の
社
会
構
成
員
陀
認
織
を
喚
起
す
る
。

保
健
と
家
族
計
画

世

界

の

開

発

途

上

国

で

は

家

族

計

画

侭

つ

い

て

の

情

報

や

サ

ー

ビ

ス

妬

対

政

府

機

関

や

非

政

府

機

関

の

努

力

匠

も

か

か

わ

ら

ず

特

化

と

の

需

嬰

が

満

た

さ

れ

て

い

な

い
0'

ス
の
向
上
°

辺

地

も

含

め

国

中

妬

提

供

で

き

る

よ

う

真

剣

陀

取

基
本
的
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
家
族
計
画
と
の
統
合
°

許

容

し

が

た

く

高

い

レ

ベ

ル

陀

あ

る

予

防

可

能

な

妊

産

婦

死

亡

率

を

低
下
さ
せ
る
た
め
、

妊
産
婦
妬
対
す
る
妊
娠
期
間
中
の
保
健
サ
ー
ビ

様
々
な
避
妊
方
法
の
継
続
的
な
供
給
°

新
し
い
避
妊
方
法
の
開
発
研
究
、

の
十
分
な
予
算
の
確
保
°

開

発

後

の

導

入

陀

対

す

る

継

続

的

A
I
D
S
蔓
延
陀
と
も
な
う
研
究
、

大
衆
教
育
、

予
防
施
策
の
た
め

＊
 

実
施
、

の
十
分
な
訓
練
と
適
切
な
基
盤
造
り
の
実
施
°

強
化
°

女
性
の
た
め
の
国
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
、

＊
 

な

る

で

あ

ろ

う

°

女

性

の

役

割

の

変

化

侭

対

応

す

る

施

策

と

し

て

以

下

が
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＊

女

性

が

男

性

と

同

等

陀

開

発

の

あ

ら

ゆ

る

側

面

紀

参

加

す

る

機

会

支

＊

包

括

的

人

口

政

策

が

無

い

場

合

は

、

＊
 

＊
 

会

議

は

以

下

の

よ

う

妬

呼

び

か

け

る

°

ア

ジ

ア

の

国

会

議

員

妬

対

し

て

：
以

下

の

目

的

を

達

成

す

る

こ

と

。

人

口

と

開

発

の

関

連

性

侭

つ

い

て

国

会

議

員

の

意

職

を

高

め

理

解
を
深
め
る
と
と
。

び

合

う

と

と

を

目

指

し

た

交

流

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

開

始

、

支
援
す
る
と
と
。

行
動
計
画
を
支
援
す
る
た
め
腔
、

脳

員

間

の

相

互

交

流

と

対

政

府

と

国

民

の

間

を

と

り

も

つ

役

割

を

強

化

す

る

こ

と

0

立

法

措

置

を

含

め

適

切

な

イ

ニ

シ
ア
チ
プ
を
と
る
こ
と
。

人

口

政

策

と

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

策

定

お

よ

び

実

施

を

調

整

す

る

た

め

、

社

会

の

あ

ら

ゆ

る

側

面

陀

お

い

て

、

女

性

化

男

性

と

同

等

の

地

位

を

保

障

す

る

法

を

関

連

す

る

所

侭

制

定

す

る

と

と

。

人

口

と

開

発

陀

関

す

る

国

会

議

員

委

員

会

を

設

立

す

る

こ

と

。

政

府

仰

対

し

て

：

可

及

的

速

や

か

妬

行

動

計

画

を

実

現

す

る

こ

と

。

行
動
計
画
を
実
施
し
、

人

口

化

関

す

る

家

族

計

画

そ

の

他

の

プ

ロ

グ
ラ
ム
の
要
請
陀
対
し
、

部
と
し
て
採
用
し
、

十

分

な

資

源

を

配

分

す

る

こ

と

。

現

行

の

人

ロ

プ

ロ

グ

ラ

ム

如

対

し

て

は

、

援
を
更
陀
増
強
す
る
こ
と
。

こ
れ
を
国
家
開
発
計
画
の
一

＾ヽ-l ＊
 

＊
 

る
こ
と
。

各

国

腔

お

い

て

法

定

機

関

や

国

民

団

体

を

設

立

も

し

く

は

強

化

す

＊
 

＊
 

． 
国

民

の

希

望

を

明

確

花

伝

達

す

る

チ

ャ

ン

ネ

ル

と

し

て

機

能

し

、

促
進
、

＊
 

ア

ジ

ア

そ

し

て

世

界

の

国

々

が

共

陀

経

験

を

分

か

ち

合

い

、

＊
 

話
を
引
き
続
き
促
進
し
、

＊

国

内

の

国

会

談

員

の

組

織

を

強

化

し

、

ヽ

行
動
の
呼
び
か
け

学
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＊
 

＊
 

＊
 

五
、

＊
 

保
障
す
る
と
と
。

各
種
の
人
口
•
家
族
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
関
連
し
た
社
会
施
策
を

広
め
る
と
と
を
目
的
と
し
て
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ
を
支
援
す
る
こ
と
。

関
を
通
じ
て
人
口
問
題
の
た
め
の
援
助
を
増
大
す
る
こ
と
。

政

府

開

発

援

助

の

総

額

を

増

大

し

多

国

的

機

関

を

通

じ

て

の

援

助

陀
努
力
す
る
こ
と
。

農
村
か
ら
都
市
へ
の
移
動
を
減
少
さ
せ
、

を

向

上

さ

せ

る

と

と

を

目

的

と

す

る

包

括

的

政

策

を

策

定

す

る

と

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ら
れ
る
社
会
保
障
を
制
定
す
る
、

者
の
継
続
的
で
活
発
な
社
会
参
加
を
促
す
と
と
。

す
る
た
め
、

地
域
レ
ベ
ル
で
の
自
主
的
支
持
を
得
、

報

道

機

関

陀

対

し

て

：

地

域

ま

た

国

際

レ

ベ

ル

で

の

人

口

と

開

発

問

題

の

関

連

侭

関

右

記

の

問

題

妬

対

し

て

政

府

お

よ

ぴ

非

政

府

機

関

が

行

な

っ

て

い

国

際

社

会

妬

対

し

て

：

軍
縮
侭
向
け
努
力
し
、

人

口

と

開

発

問

題

解

決

の

た

め

陀

利

用

で

き
る
資
源
の
利
用
妬
努
力
す
る
こ
と
。

ア

ジ

ア

地

域

内

の

政

府

と

非

政

府

機

関

の

人

口

お

よ

ぴ

人

口

忙

関

連

す

る

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

援

助

ま

た

は

実

施

す

る

他

国

間

ま

た

は

二

国
間
援
助
を
増
大
す
る
と
と
。

人
口
と
開
発
妬
関
す
る
問
題
陀
対
処
す
る
妬
あ
た
り
、

引

き

続

含

る
努
力
侭
つ
い
て
肯
定
か
つ
建
設
的
な
報
道
を
実
施
す
る
こ
と
。

心
を
集
め
る
こ
と
。

＊

国

、

四
、

実

践

す

る

こ

と
o-

家

族

計

画

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

利

用

と

小

家

族

概

念

の

受

け

入

れ

を

奨

励

ヽ

非

政

府

機

関

侭

対

し

て

：

も

し

く

は

と

れ

を

強

化

し

高

齢

＊
 

都

市

住

民

の

生

活

水

準

特

陀

全

て

の

人

々

が

受

け

と゚

＊
 

＊
 

*
U
N
F
P
A
を

含

め

た

多

国

的

機

関

と

I
P
P
F
等

の

非

政

府

機

機
関
、

任

意

の

計

画

を

実

施

す

る

非

政

府

＊
 を

拡
大
、
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そ

我

々

は

調

和

の

と

れ

た

人

口

増

加

と

社

会

都
市
化
、

自

然

環

境

と

生

態

バ

ラ

ン

ス

の

保

護

を

通

じ

て

、

高
齢
化
の
問
題
解
決
、

者
、

滴

＊
我
々
、

立
法

結

び

間

で

の

情

報

と

専

門

的

知

隊

の

定

期

的

交

換

を

推

進

す

る

°

六
、

つ

い

て

意

職

を

高

め

理

解

を

深

め

る

た

め

侭

努

力

す

る

こ

と

。

家

族

計

画

妬

関

す

る

生

医

学

、

ロ

グ

ラ

ム

妬

関

す

る

研

究

と

開

発

妬

対

し

て

援

助

を

増

大

す

る

と

特

侭

U
N
F
P
A
忙
呼
び
か
け
「
人
口
五

0
億
人
の
世
界
」

と
そ
の
生
態
、

す

る

全

て

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

体

系

的

腔

保

障

す

る

こ

と

0

の
準
備
の
た
め
、

ア
ジ
ア
侭
お
け
る
政
府
、

力
を
要
請
す
る
に
と
。

A
F
P
P
D
事

務

局

妬

対

し

て

：

ア
ジ
ア
地
域
侭
お
け
る
、

正
な
人
口
成
長
の
推
進
、

健
康
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

＊

こ

の

目

的

達

成

の

た

め

妬

、

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

お

よ

び

プ

女
性
の
地
位
、

人

口

お

よ

ぴ

家

族

計

画

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

質

と

影

響

力

を

向

上

さ

せ

る

た

め

妬

、

国

会

議

員

と

そ

の

他

関

係

者

の

A
F
P
P
D
の

第

二

回

大

会

陀

参

加

し

た

国

会

議

員

は

、

地

域

リ

ー

ダ

ー

ま

た

国

民

の

代

表

と

し

て

の

立

場

を

踏

ま

え

、

人
口
移
動
、

た
ゆ
み
な
く
専
念
す
る
°

経

済

の

発

展

を

求

め

人

類

の

平

和

で

よ

り

良

い

未

来

を

得

る

よ

う

、

し

て

行

動

計

画

の

実

行

を

成

功

さ

せ

る

よ

う

、

母

子

保

健

と

人

々

の

専

念

す

る

も

の

で

あ

る

o,

非

政

府

機

関

へ

の

協

*
U
N
F
P
A
妬
呼
ぴ
か
け
一
九
八
八
年
の
「
人
ロ
一
―

1
0
億
人
の
日
」

＊

国

連

と

そ

の

特

別

機

関

妬

呼

び

か

け

、

女

性

妬

関

識

を

高

め

る

努

力

を

強

化

す

る

こ

と

0

環

境

妬

及

ぽ

す

影

響

陀

つ

い

て

世

界

の

人

々

の

意

＊

国

連

、

＊
 

＊
 と

。

コ
ミ
ュ

ア

ジ

ア

匠

お

け

る

人

口

増

加

の

規

模

と

、

そ

の

潜

在

的

重

要

性

妬

国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
妬
協
力
•
助
言
を
要
請
す
る
と
と
。
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ア
ジ
ア
地
域
の
数
ヶ
国
侭
お
け
る
高
齢
化
過
程
の
状
況
は
、

化
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
強
ま
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

L
の
よ
う
妬
、

ア

ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た

点
と
し
て
、

た
も
う
一

つ
の
理
由
は
、

ジ
ア
諸
国
は
、

で
あ
ろ
う
0

簡
潔
侭
い
え
ば
、

出
生
力
低
下
仰
最
も
成
功
を
収
め
た
諸
国
が
、

現
在
の
発
展
途
上
地
域
の
中
で
、

近
い
将
来
増
加
が
予
想
さ
れ

る
高
齢
人
口
仰
対
処
し
て
い
く
姿
勢
を
明
確
仰
打
ち
出
す
最
初
の
抽
域
陀
な
る

高
齢

心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

ア
ジ
ア
地
域
の
高
齢
化
侭
つ
い
て
関
心
か
高
ま
っ

高
齢
化
の
過
程
と
そ
の
社
会
経
済
へ
の
影
響
陀
つ
い
て
急
速
侭
関

「

一

九

八

二

年

高

齢

化

侭

関

す

る

世

界

会

諮

」

を
出
発 ウ

化
間
題
仰
つ
い
て
の
神
戸
会
諮
」

か
あ
る
。

年
八
月

一
日

1
一
四
日
妬
開
か
れ
た

も
い
え
る
°
国
連
人
口
活
動
基
金

一
連
の
会
議
を
行

っ
て
き
た
根
本
の
理
由
も
こ
こ

Ife
あ
る
°
最
近
の
も
の
と
し
て
は
、

「
中
都
市
妬
お
け
る
人
口
お
よ
び
都
市

第
二
点
は
今
回
私
が
問
題
仰
し
て
い
る
人
口
高
齢
化
侭
つ
い
て
で
あ
る
。

一
九
八
七

化
現
象
、

大
都
市
、

中
都
市
、

小
都
市
の
間
題
仰
つ
い
て
、

(

U

N

F

P

A

)

 
が
一
九
八

0
年

か

ら

都

市

顕
著
で
あ
り
、

4
X

ヽ

こ
れ
カ

点
陀
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
点
は
都
市
化
現
象
の
間
題
で
あ
る
が
、

こ
の
現
象
侭
よ
っ
て
全
く
新
た
な
局
面
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
°
都
市
地
域
は
ど

こ
も
様
々
な
間
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

発
展
途
上
抽
域
で
は
こ
の
現
象
か
よ
り

発
展
途
上
国
の
き
わ
だ
っ
た
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
と

一
九
八

0
年
代
は
、

序
文
盆
世
界
の
人
口
高
齢
化
の
概
要

急
速

lfC
注
目
を
集
め
て
い
る
二
つ
の
人
口
学
上
の
問
題

黒

田

俊

夫

~
 
•••••••••••••••••••••••••••• 

’
 

••••••• 

:
 

＂ 

日
本
大
学
人
口
研
究
所
名
誉
所
長

ー

中

国

と

の

交

ー
華

七L↓
 

8
本
の
人
日
高
齢
化
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し
た
。

一
九
八

0
年
妬
お
い
て
、

起

こ

り

つ

つ

あ

る

変

化

の

程

度

を

示

唆

す

る

目

的

で

提

示

合
、

お

よ

び

高

齢

人

口

の

年

増

加

率

で

あ

る

°

一
九
八

0
年

お

よ

ひ

二

0
0
0

て

い

る
0

先
進
地
域
、

す
な
わ
ち
、

年
の
国
連
推
計
は
、

六

五

歳

以

上

人

口

が

全

人

口

妬

占

め

る

割

る
。

表

1
は
、

世
界
各
地
域
の
国
々
の
高
齢
化
の
状
況
を
一
―
―
つ
の
指
標
で
示
し

全
世
界
、 表］ 高齢人口の人口、人口比率および人口増加率 (65歳以上）

そ

し

て

発

展

途

上

地

域

仰

区

分

し

、

高
齢
人
口
、

高

齢

人

口

は

先

進

国

と

発

展

途

上

国

で

傾

筏

ホすことができ

1980年 2000年 年 間
地城及び国名

人 ロ 比率（名） 人 ロ 比率（名） 増加率

全世界 255,939,000 5. 7 404,968,000 8.8 2.3匁
先進同 129,791,000 11. 4 188,313,000 13. 2 1.3 

発厭途上国 I 128,148,000 I 3. 8 238,853,000 4. 9 3. 1 
アジア 102,580,000 4. I 193,157,000 5, 7 3. 2 

バングラデシュ 3,008,000 3, 4 4,154,000 2. 8 I 1.6 中蔀人民共和国 47,008,000 4.7 85,932,000 s. 8 3. 0 

香糀 325,000 6. 5 880,000 8. 6 3.5 
インド 22,187,000 3.2 48,337,000 4. 8 3. 7 

インドネシア 5,047,000 3,3 9,368,000 4. 8 3. I 
13木 10,847,000 9. 0 21,404,000 IS. 4 2. 9 

大栂民国

I 

1,496,000 3. 8 3,238,000 8. 5 3. 8 
マレーシア 508,000 3. 7 934,000 4. 5 3. 0 

ネパール 439,000 3. 0 787,000 3. 5 3. 0 
バキスタン 2,482,000 2.8 4,241,000 3. 0 2. 7 

フィリヒ•、ノ l, 380,000 2. 9 3,083,000 4. l 4. 0 
シンガ｀ボール 114,000 4. 7 208,000 7. 0 3. 0 

スリランカ 616,000 I I 4. 2 1,239,000 5. 8 3. 5 
タイ 1,458,000 3, I 2,954,000 4. 5 3. 5 

資料： 1984年国連人口推計 (1986年）、ただし日本の1980年デークは因絡調査、 2000年の人口推計は日

本大学人口研究所 (1986年）による。
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対
的
侭
低
下
し
、

年
少
人
口

高

齢

化

の

反

対

現

象

で

あ

る

若

年

化

を

も

た

ら

す

こ

と

侭

な

は
複
雑
で
あ
る
°
歴
史
的
侭
み
る
と
、

の
死
亡
率
の
低
下
侭
よ
っ
て
行
わ
れ
、

(
O
I
-
四
歳
人
口
）

を
増
加
さ
せ
る
結
果
、

死
亡
率
改
善
は
主
と
し
て
乳
児
、

高

齢

人

口

割

合

は

相

乳

幼

児

死

亡

率

改

善

が

顕

著

で

あ

れ

は
幼

児

の
程
度
も
き
び
し
い
も
の
と
た
る
°

死

亡

率

変

化

の

年

齢

構

造

転

換

へ

の

影

響

大
き
け
れ
は
大
き
い
傾
ど
、

人
口
高
齢
化
の
開
始
時
期
も
早
く
、

か
つ
高
齢
化

タ
ー
ン
仰
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
出
生
率
低
下
の
速
度
か
速
く
、

低

下

の

幅

が

高
齢
化
の
速
度
、

水
準
は
人
口
転
換
要
因
で
あ
る
出
生
率
、

死
亡
率
の
変
動
パ

人
口
の
高
齢
化
は
、

と
の
年
齢
構
造
転
換
の

つ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
か
、

こ
の

換
を
、

＜ 。 対
処
す
る
か
、

人
口
転
換
と
年
齢
構
造
転
換

い
わ
ゆ
る
人
口
転
換
は
、

明
さ
れ
る
。
高
出
生
率
、

初
期
侭
お
け
る
高
出
生
率
、

そ

し

て

さ

ら

侭

近

代

と

の

よ

う

な

人

口

転

換

侭

と

も

な

っ

て

不

可

避

的

侭

生

ず

る

年

齢

構

造

転

一
連
の
転
換
過
程
と
し
て
相
対
的
侭
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
°

化
の
成
熟
侭
と
も
な
っ
て
低
出
生
率
、

低

死

亡

率

の

パ

タ

ー

ン

侭

転

換

し

て

い

低
死
亡
率
の
パ
タ
ー
ン
ヘ
、

高
死
亡
率
の
前
近
代
的
パ
タ
ー
ン
か
ら
、

近
代
化
の

出
生
率
、

死

亡

率

の

変

動

パ

タ

ー

ン

妬

よ

っ

て

説

第
一
節

そ
の
計
画
の
必
要
性
の
認
談
が
強
ま
っ
て
い
る
。

ジ
ア
諸
国
妬
在
住
す
る
こ
と
忙
な
る
で
あ
ろ
う
。

齢
人
口
比
率
は
、

―1
0
0
 0
年

妬

お

け

る

先

進

諸
国
の
高
齢
人
口
比
率
が
一
三
．
二
％
で
あ
る
の
仰
対
し
、

ア

ジ

ア

諸

園

の

高

二

0
0
0
年
ま
で
腔
ア
ジ
ア
諸
国
の
高
齢
人
口
は
、

世

界

全

体

の

約

こ
の
地
域
の
多
く
の
諸
匡
侭
と
っ
て
さ
ら
妬
重
大
な
脚
題
は
、

本
と
香
港
以
外
は
、

高

齢

人

口

の

絶

対

数

は

急

速

lfc
増

加

し

て

い

る

と

い

う

L
と
で
あ
る
。
特
侭
‘

中
華
人
民
共
和
国
や
大
韓
民
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
よ
う
忙
‘

主

要

因

で

あ

る

出

生

力

低

下

侭

成

功

し

つ

つ

凌

る

諸

国

か

人

口

増

加

仰

い

か

侭

高
齢
化
の

六
五
歳
以
上
人
口
の
比
率
は
高
く
な
い
腔
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
か
し
、

日

四
八
％
、

発
展
途
上
国
全
体
の
紹
八
ご
％
を
占
め
る
よ
う
侭
な
る
。

わ
ら
ず
、

五
•
七
％
と
い
う
依
然
と
し
て
低
い
水
準
で
あ
る
仰
も
か
か

二
分
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
は
高
齢
人
口
の
大
部
分
か
発
展
途
士
国
、

特
仰
ア
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表2 近代化初期から第 2次大戦に至る期間の人口動態率の推移

期 間 出生率（劣） 死亡率（彩） 自然増加率（彩）

1870~74 38. 3 31. 3 5. o' 
1875-78 3$. 4 31. 3 5. 1 

1880-84 33. 9 28.3 5. 8 
1885-88 33. 7 28.1 5. 8 

34. 3 27 .3 7. 0 

1885-88 38. 3 27. 0 9. 3 

1900= 04 35. 2 24. 2 11.0 
l 805~08 37. 0 25. 3 11.8 

1910- 14 35. 8 22. 1 13. 5 
1915- 19 33. 2 22. 3 10. 9 

1920-24 35. 0 23. 0 12. 0 
1825-28 34. 0 19. 8 14. 3 

1930-34 31. 8 18.1 13. 8 
1835-38 29. 3 17. 4 11. 8 

1840-43 30. 7 18.3 14. 4 

資料： 1810-14年から1915-19年までは「明治初年以降大正9年に至る男女年齢別人口推

計について」人口問題研究所研究資料第 145号、昭和31年2月1日0 1920年以降の

統計は原生省人口問題研究所の計算による。

て、 い
て
は
、

表

2
お

の

変

化

と

こ

れ

侭

近

代

化

の

過

程

仰

t

、、

ま

っ

た

カ

と
の

一
九
六
八
年
）

の

は
、

徳

川

幕

府

封

日

本

の

近

代

化

第
二
節

て
は
、

あ
っ
た
が
、

因
ー
と
な
る
妬
至
っ
た
。

こ

の

よ

う

な

年

齢

別

死

亡

率

の

構

造

変

化

侭

た

い

し

人

口

高

齢

化

を

促

進

す

る

要

因

ー

高

齢

人

口

の

生

存

率

の

増

大

陀

よ

る

寵

接

要

つ

た

死゚
亡
率
低
下
は
、

高

齢

化

の

要

因

で

は

な

く

む

し

ろ

若

年

化

の

要

因

で

国
侭
お
い
て
著
し
く
、

人

口

高

齢

化

の

新

し

い

要

因

と

し

て

注

目

さ

れ

る

侭

至

の
改
善
で
あ
る
。

死

亡

率

改

善

侭

新

し

い

変

化

が

現

れ

て

き

た

0

そ
れ
は
、

る
。

ビ
く
最
近
ま
で
は
、

ど
こ
の
国
侭
お
い
て
も
、

と
の
新
し
い
死
亡
率
改
善
は
、

日
本
の
年
齢
構
造
転
換

死
亡
率
の
改
善
は
、

児

あ

る

い

は

せ

い

ぜ

い

青

少

年

の

死

亡

率

低

下

侭

集

中

し

て

い

た

。

高

齢

人

口

の

死

亡

率

特

lfC
日

本

や

ア

メ

リ

カ

合

衆

高

齢

人

口

の

死

亡

率

改

善

と

い

う

新

し

い

事

態

の

発

生

侭

よ

っ

て

、

人

口

高

齢

化

の

観

点

か

ら

不

断

の

機

心

と

十

分

な

検

討

か

必

要

で

あ

る

。

建

体

制

の

崩

壊

と

明

治

維

新

政

府

成
立
侭
よ
っ

て
始

お

け

る

人

口

動

態

関

連

す

る

年

齢

構

造

変

動

侭

つ

い

て

概
観
し
て
お
こ
う
。

人

口

動

態

率

侭

つ

よ

び

表

3
侭
お
い

明

治

以

降

第

と
こ
ろ
が
、

乳

幼
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と
が
あ
っ
た
か
、

次
大
戦
終
了
前
後
の
短
期
間
を
除
い
て
）

か
つ
も
っ
と
も
高
い
増
加
率
は
、

九
二
九
年
ま
で
の
五
年
間
と
、

の
四
年
間
の
み
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
°

九
四
七

1
四
九
年
）

年
仮
は
一
％
花
‘

長
期
的
侭
は
今
日
侭
至
る
ま
で

第
二
次
大
戦
後
侭
は
、

出
生
率
の
急
激
な
低
下
忙
よ
っ

そ
の
後
若
干
の
低
下
、

九
七
七
年
以
降
今
日
仰
至
る
ま
で

の
水
準
仰
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

九
八

六
％

九
五
六

プ

ー

ム

匠
よ
っ

て
自
然
増
加
率
か
二
％
を
超
え
る
と

二
五
年
か
ら

りヽ

•
四
虎
匠
逹
し
た
が
、

こ
れ
も
一
九

て、

自
然
増
加
率
が
年
率
一
％
を
超
え
た
の
は
二
十
世
紀
侭
入
っ

て
か
ら
で
あ

し
か
し
、

留
意
す
べ
き
点
は
自
然
増
加
率
で
あ
る
。

低
下
の
傾
向
を
持
続
し
て
い
る
。

-
％
を
割
り
、

戦
前
の
長
期
間
侭
お
い

九
四

0
年
か
ら
一
九
四
三
年

一
時
的
妬
出
生

て
自
然
増
加
率
も
一

増
大
の
傾
向
を
繰
り
返
し
な
か
ら
一

一
年
以
降

0
.

は
か
な
り
の
振
幅
を
み
せ
な
が
ら
も
、

（
第

が
始
ま
っ
た
の
は
、

九

0
年
以
降
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
°

死
亡
率

か
え
っ

一
八
九

0
年
か
ら
一
九

二
次
大
戦
ま
で
の
約
七

0
年
間
と
、

第

二

次

大

戦

後

か

ら

今

日

匠

至

る

約

四

〇

年
間
と
妬
区
別
し
て
示
し
て
お
い
た
0

0
年
頃
ま
で
は
、

表 3 第 2次大戦後から現在に至る期間の人口動態率の推移

出
生
率
は
、

て
増
大
傾
向
を
示
し
て
お
り
、

長期的な低下傾向

年 次 Ill生率（苓） 死亡串（彩） 自然IM加平(¾)

1944 t 29.2 拿 17.4 11. 8 

間 • • 2235..2 3 
i 28.2 -s.o 
汝 17.8 7.7 

1847 34.3 14.8 18.7 

翡:: 3333..5 9 
11.8 21.8 
11. 8 21.1 

1950 28. l 10.8 17,2 
1851 25,3 ,., 15.4 
1952 23.4 8.9 14. 4 
1853 21. 5 8.9 12.6 
1954 20.0 8.2 11.9 
1855 19.4 1.8 I l. 8 
1956 18.4 8.0 10.4 
1857 17.2 8.3 8.8 
1958 18.0 ,., 10.5 
1959 17.5 1.4 10.1 

：雷 :u u u 
1962 17 .o 1.5 9.5 
1883 17.3 7.0 10.3 
1964 17.7 ,., 10.7 
1985 18,8 7.1 I I. 4 
1986 13.1 8.8 7.0 
1967 19,3 ,., 12.8 

慣！ !U u ll:! 
1970 18.8 ,., l t. 9 
1871 19.2 ,., 12.S 

:: 翡 1l-' 8.5 12.8 
I .4 ,., 12.8 

1974 18.8 8.5 12.1 
1875 I?. I 8.3 10., 
1978 18.3 8.3 IO. 

'"l 廿：t !:l !・' 197 .8 

｝畠 14.2 ,.o 8.2 
13.8 ,., 7.4 

1881 13.0 8.1 8.8 
1982 "・! :・・ ,., 
1983 12. ., 8.5 
1884 12.5 8.2 ,., 
1885 I l. 8 8.3 5.8 
1988 11. 4 '・' 5.2 

資料：厚生省「人口動態統計」による。

米は国連人口年鐙1951年版 Iとよる。これは日本側専門家の推計

結果である。
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表 5 日本の年齢構造転換に関する諸指標

年齢構造依数 (I)
平？ぷ均

1 中位数 従属人口指数m 老年化
年 次

歳P0 ,._,14 15.-.,134 "' 紐数午少人口老年人口 指数•

1870 28. I 66.2 6.7 30.7 27.8 53.4 4.3.1 10.3 23.8 
15 30.4 63.0 ,., 30. 1 27. I 58.7 48.2 10.5 21.8 

80 31. 9 81.7 , .. 28.4 28.S 82.1 51. 7 10.4 20,2 

" 33.0 60.6 ,. ヽ 2S, I 25.7 85.0 54. 4 10.S 18.4 

90 32.8 80.8 ,., 28,8 25.0 64.4 53.8 10.( l$.3 
85 32.7 81.2 ,., 28.5 24.3 83.4 53. 4 10.0 18.8 

1800 33.S 60.7 5.4 28.0 24. I 64.7 65,8 ,., 16.0 
05 :JL8 SO. I 5.2 27.S 2:J. s 66.4 57.8 ,., 14. 9 

IO 36.0 58.8 ,., 27.2 23, I 70.1 61.2. ,., 14. 4 
15 36.3 58.4 '・' 28.9 22,5 71. 2 &2.1 ● .I 14..5 

20 36.5 58.3 ,., 26,7 22.2 71. 8 82.8 ,.o 14, 4 

25 38.? 58.2 ,., 28.5 22.0 71. 7 83.0 ,., 13.8 

30 36.6 "・' ,., 28.3 21.8 70.5 62.4 8.1 13.0 
35 3&.9 58.5 4.7 26,3 22.0 71. I 83. l 8.0 12.8 

40 36. I 59.2 .., 26,6 22. I ss.o 81. 0 8.0 13. I 

" 35,3 58.8 ,., 28.7 22.3 66.9 58.S 8.0 13.8 

50 35,4 59.7 ,., 28.8 22.2 87.7 68.4 8.3 13.6 
55 33.~ 61.3 5.3 27.S 23.6 83.3 !iLS 8.7 15.9 

"I"・'鳳ー,.,"' 26.8 I 66.13 47.0 ,., 18.0 

絡,,,'J狐 9
27 .4 47. I 31.8 ,., 24.4 

70 23.9 7 31.6 28.0 46.1 34.9 10.3 28,4 
75 24.3 7 32.5 30.S 47. S 35.9 11. 7 32.8 

80 23.5 8 33.8 32.6 (8.4 34.9 13.6 38.7 

ー・・------・・・・ ● ● "● ,. 一...., ' ''" し←—------- ~---
85 21.5 J 10 35. 1 36.2 48.7 31.6 15. I 47.9 
80 18,5 11 37.4 37.4 (3.7 28.8 I?. I 84.8 

"II "・'"・'"・'"・' 38.8 45.4 24.8 20,8 83.3 
2000 17.0 68.5 IS.5 40.0 as.a so.a 25.5 24.8 97.0 

05 17, 2 6ヽ.3 13.5 41.2 40.8 55.5 28.8 28.8 107.4 
10 18.8 82.5 20.7 2ヽ.3 42.0 58.8 2S.8 33.0 122.8 

15 15,7 S0.13 23.( 43.3 43.5 64.3 26.8 38.5 14.9. 4 

20 14.8 81.8 24. S 44. I 46. I 66, I 24. 5 ,o.s 166.8 

25 14.. 8 fiO. fi 24. 5 44.5 (5,8 65.0 24,8 40. 4 184. I 

資料： 1915年までは、 「明治初年以降大正9年に至る男女年齢別人口推計につ

いて」 （岡綺阻ー、人口問題研究所研究資料第 145号、 1962年2月）、

1920年から1980年までは国勢団査結果、 1985年以降は日本大学人口研究

所推計 0982年）結果により計算。

米老年化指数~(65歳以上人口） / (14歳以ド人口） X 100 
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表4 日本の女子人口の再生産率に関する諸指椋

年 次 合出計生特率殊 組再生産平 純再生産率

1920 5.24 2,58 1.59 

1825 5.11 2.51 1.58 

1830 4.71 2,30 1.52 

1837 4.36 2.13 1.19 

1840 4.11 2.01 1.14 

1847 I 4.51 2.21 1.72 

1850 3.65 I. 77 I. 51 

1955 2.37 1.15 1.08 
1880 2.00 0.88 0.82 

1881 1.98 0.85 0.91 

1982 1.88 0.88 0.92 

1883 2.01 0.98 0.94 

1984 2.05 0.88 0.98 

1985 2.14 1.04 1.01 

1966 1.58 0,76 0. 74 

1867 2.23 

I 

1.08 1.05 

1988 2. 13 1.03 1.00 

1868 I 2.13 1.03 1.00 

1870 2.11 1.03 1.00 

1871 2.18 1.04 1.02 

1872 2.11 1.01 1.01 

1873 2.14 1.04 1.01 

1874 2.05 0.88 0,97 

1975 I.SI 0.83 0.91 

1978 1.85 0.90 0.88 

1977 1.80 0,87 0.88 

1878 1.79 0.87 0.88 

1979 I. 77 0.88 0.85 

1880 1.75 0.85 0.84 

1881 1.71 0.85 0.83 

1982 I. 77 0.88 0.85 

1983 1.80 0.88 0.88 

1984 1.81 0.88 0.87 

1885 1.76 0.88 0.85 

資料：厚ljc省人口問題研究所の「人口統計資料集」 0986年）
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紺人口に対する割合（名） 老年化指数 従属人口指数 1I 平均年齢
局 面

I ＇ I 0~14 j ＇ 15 -64 65+ （匁） （匁）（歳）

第 1局面 i I 
1870年 8.7 28. I 65. 2 23. 8 53. 4 30. 7 
1925年 5. I 38. 7 58. 2 13. 8 71. 7 26. 5 

畔求 II 
-23. 9 +30. 6 -10. 7 -42.0 +34. 0 

I 
-13. 7名

第 2局面

1825年 5. 1 38. 7 I 58. 2 13. 8 

I 

71. 7 
I 

28. 5 
1970年 7. l 23. 8 68. 0 29. 4 45. 1 31. 5 

増城率 +38. 2 -34.8 + 18. 8 +113.0 -37. I + 18. 8名

第 3局面

前 1970年 7. 1 23. 9 69. 0 29. 4 ~5.1 31. 5 

期 2000年 18. 5 17. 0 66. 5 97. 0 50. 3 40. I 

増賊率 + 132. 4 -28. 9 -3. 8 +229. 9 + 11. 5 +27. 3名

後 2000年 16. 5 17. 0 88.5 87. 0 50. 3 40. I 

期 2025年 24.5 14. 9 60. 6 184. 1 85. 0 44.5 

増猿率 +48. 5 -12. 4 -8. 9 +68. 2 +29. 2 +11.0 

資料：表5による
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て
い
る
と
と
と
、

そ
れ
は
、

活
動
能
力
、

そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
匠

と
こ
で
は
使
宜
上
、

中

高

年

人

口

の

増

加

と

傾

特

仰

来

世

紀

の

四

分

の

一

世

紀

侭

お

け

る

高

齢

人

口

の

激

増

は

今

世

紀

花

お

け

る

中

高

年

人

口

の

増

加

侭

よ

る

も

の

で

あ

る

と

と

を

考

え

残

さ

れ

た

今

世

紀

は

高

齢

人

口

よ

り

も

中

高

年

の

間

題

を

焦

点

と

し

て

ま

た

同

時

代

来

世

紀

の

高

齢

い
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
人
口
の
増
加
も
著
し
い
か
、

今

世

紀

末

ま

で

の

増

加

が

著

し

と
さ
れ
る
六
五
歳
以
上
と
接
続
し
て
い
る
。

四
歳
と
し
て
お
こ
う
0

筏
侭
定
年
退
職
の
前
後
の
年
齢
で
あ
っ
て
、

高
齢
人
口

応
じ
て
年
齢
区
分
さ
れ
て
い
る
と
と
が
多
い
。

五

0
1
六

中
高
年
人
口
の
激
増
ー
生
産
年
齢
人
口
の
高
齢
化

齢
傾
ど
増
加
が
著
し
い
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
絶
対
数
が
著
し
く
増
加
す
る
こ
と
、

ま

た

六

五

歳

以

上

人

口

の

中

で

も

高

年

率
、

六
五
歳
以
上
人
口

歳
代
、

あ
る
い
は
八

0
歳
代
と
で
は
、

健
康
、

疾
病

六
O

ば
、

六
五
歳
以
上
人
口
を

つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の

た
と
え

司
分
の
機
係
陀
あ
る
か
ら
で
あ
る
°

さ
ら
侭
、

高
齢
人
口

高
齢
化
問
題
の
研
究
仰
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
こ
と
仰
な
る
で
あ
ろ
う
。

ど

の

よ

う

な

指

標

か

ら

み

て

も

日

本

人

口

は

世

界

の
超

二
0
二
0
年
侭
は
一
六
六
と
い
う
高
い
水
準
陀
達
す
る
が
、
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す
た
め
、

経
済
的
、

一

九

七

五

年

か

ら

一

九

九

0
年

の

開

仰

は

四

0
0
万

以

上

の

減

少

を

ひ

き

お

こ
特
陀

あ
る
°

表

7
は
、

一
九
七
五
年
か
ら
二

0
二

0
年

の

間

の

年

齢

グ

ル

ー

プ

別

の

生

産

六
。
五
％
）

で
あ
る
°

今

（
増
加
率
四

表 7

0
 0
0
 

高

人

口

問

題

を

検

討

し

て

い

る
と
と
侭
な
る
°

一
九
七
五
年
か

ら
二

0
0
0
年

ま

で

の

二

五
年
間
侭
約
一
、

る
の
侭
対
し
て
、

以

上

人

口

は

佼

筏

同

水

準

二
五

0
万

人

の

増

年

ま

で

の

同

じ

二

五

年

間

妬

は

中

高

年

齢

人

口

は

約

1
0
0
万

人

以

上

の

減

少

で
あ
る
の
仰
対
し
て
、

齢
人
口
は
約
一
、

万

人

の

増

加

世
紀
末
ま
で
の
時
期
が
、

政

策

上

の

観

点

か

ら

れ

る

の

は

こ

の

よ

う

た

理

由

侭

よ

る

も

の

で

あ

る

。

年

齢

人

口

な

ら

び

侭

高

齢

人

口

の

推

移

を

比

較

で

含

る

よ

う

侭

示

し

た

も

の

で

二

0
1
-―
―
四
歳
の
若
い
生
産
年
齢
人
口
は
こ
の
期
間
侭
減
少
を
み
せ
、

社

会

的

腔

重

大

な

影

響

を

も

た

ら

す

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

。

三
五

1
四

九

歳

と

い

う

中

間

の

生

産

年

齢

人

口

は

反

対

仰

一

九

九

0
年

侭

は

約

n
、

年

表

7
仰

み

ら

れ

る

女

v

。。゚
2
 

～
 

F
r
 

ー5
 

7
 ，
 

.
-．．

 向動口人
一

月級階齢年るすと心i
 

ー叶を口人齢年古
回中の本日

0
0
0
年

か

ら

二

0
二
五

加
で
あ
る
。

し
か
し
、

の

ズ

六

五

歳

万

人

の

増

加

が

予

想

さ

れ

――

1
0
 

人
口
は
、

五

0
1
六

四

歳

の

中

高

年

「
中
高
年
の
時
代
」

だといわ

実数（単位千人） 1975年を 100とした指数
年 次

35~49 'I 50~64 ' I , 65• 35~4a j 5o~s4 j s5+ 20~34 20~34 

1975 29,100 24,010 14,738 8,885 100.0 100.0 100.0 100.0 
1880 27,871 25,845 17,289 10,847 85.1 108.8 117.3 120.1 

1985 25,088 28,121 20,347 12,472 88.2 117.1 138.1 140.7 
1990 24,941 28,728 22,587 14,801 85.7 119.8 153.3 187.0 

1995 27,102 27,293 24,324 17,984 93.l 113.7 185.0 202.9 
2000 27,401 24,727 28,882 21,408 94.2 103.0 182.0 241.5 

2010 22,777 28,777 28,204 27,395 78.3 111.5 177.8 309.0 

2015 21,472 27,089 23,780 30,879 73.8 112.7 181.4 348.3 
2020 21,943 25,540 23,713 31,984 75.4 108.4 180.9 380.8 

2025 22,626 22,494 25,786 31,374 77.8 83.7 175,0 353.8 

資料： 1980年までは国努凋丘、 1985年以降は日本大学人口研究所推計 (1986)
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政
治
、

行
政
、

社

会

経

済

的

側

面

で

の

影

響

八

0
歳
代
で
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
と
と
、

こ
れ
ら
の
人
口
の
規
模
が
非
常

れ
ら
の
年
齢
別
の
人
口
増
加
が
同
じ
く
六
五
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
、

七

0
歳
代
、

ま
た
経
済
状
態
仰
著
し
い
差
異
が
そ
れ
ぞ
れ
の
高
年
齢
侭
み
ら
れ
る
こ
と
、

こ

化
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
侭
、

あ
る
い
は

八

0
歳
代
と
年
齢
の
上
昇
侭
伴
な
い
、

特

徴

的

変

六
五
歳
以
上

た
と
え
ば
六
五
歳
以
上
人
口

る
割
合
の
増
加
は
、

国
際
的
化
も
異
例
な
速
度
と
水
準
で
進
行
す
る
こ
と
が
予

す
で
化
述
べ
た
如
く
、

高
齢
人
口
の
激
増
ー
高
齢
人
口
の
高
齢
化

日
本
人
口
の
高
齢
化
、

私
は
、

ニ
0
二
五
年
化
は
一
―
―
六
•
四
％
へ
と
急
速
妬
増

•
七
％
化
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、

一
九
八
五
年
妬
は
二
七
•
七
％
、

で
あ
る
°

こ
こ
で
生
産
年
齢
人
口
を
二

0
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
と
す
る
と
、

中
高
年
齢
人
口
が
生
産
年
齢
人
口
侭
占
め
て
い
る
割
合
の
増
大

は
増
加
を
示
す
が
、

％
）
 

―
1
0
0
0
年
ま
で
の
わ
ず
か
―

0
年
間
侭
は
約
四

0

0
万
人
の
減
少
を
も
た
ら

が
社
会
侭
与
え
る
影
響
も
厳
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ら
二

0
0
0
年
の
二
五
年
脚
侭
一
、

を
示
ず
°

ら
な
い
点
は
、

合
は
二
1

大
し
て
い
く
。

ん
で
い
る
。

た
ら
す
た
め
、

想
さ
れ
る
°

と
い
っ
て
も
、

急
激
な
減
少
傾
向
侭
転
じ
、

―
1
0
0
万
人
以
上
の
増
加

し
か
し
こ
の
激
増
を
示
す
中
高
年
齢
人
口
も
―

1
0
0
五
年
ま
で

そ
れ
以
降
は
減
少
傾
向
妬
転
ず
る
。

九
七
五
年
侭
お
い
て
こ
の
生
産
年
齢
人
口
全
体
侭
占
め
る
中
高
年
齢
人
口
の
割

0
0
0
年
侭
は
三
九
・
九
％
、

L
の
よ
う
な
傾
向
を
、

生
産
年
齢
人
口
の
高
齢
化
と
よ

生
産
年
齢
人
口
の
高
齢
化
は
当
然
妬
労
働
力
人
口
の
高
齢
化
を
も

そ
の
経
済
的
、

と
の
場
合
、

社
会
的
影
響
は
大
き
い
。

高
齢
人
口
の
増
加
を
、

す
な
わ
ち
高
齢
人
口
の
占
め

を
ひ
と
ま
と
め
仰
し
て
扱
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

七

0
歳
代
、

陀
大
き
く
な
る
と
い
う
と
と
で
、

健
康
状
態
、

こ
こ
で
忘
れ
て
は
な

そ
れ
は
、

家
族
の
状
態
、 （

増
加
率
八

年
齢
人
口
の
動
き
と
は
異
な
っ
て
増
加
一
途
の
傾
向
を
示
し
、

一
九
七
五
年
か

こ
こ
で
の
対
象
で
あ
る
中
高
年
齢
層
の
五

0

1
六
四
歳
人
口
は
、

他
の
生
産

す
。

こ
の
生
産
年
齢
層
の
比
較
的
短
期
間
妬
お
け
る
増
加
、
減
少
と
い
う
動
き

四
七

0
万
人
の
増
加
を
示
す
。

し
か
し
、

そ
の
後
、
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八

0
年
妬
は
一
―
―
分
の
一
余
り
で
あ
る
が
、
訊2

 ゜

―
1
0
二
五
年
侭
は
半
分
以
上
（
五
―
―
-
．

2～
 

五

％

）

を

占

め

る

こ

と

侭

な

る

°

八

五

年

゜
8
 

歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
人
口
も
、
一
九

19

八

0
年
仰
は
五
痴
妬
す
ぎ
な
い
が
、
一
一
加増

0
二

五

年

仰

は

約

二

倍

以

上

の

一

―

・

の
ロ人年

五
を
占
め
る
こ
と
妬
な
る
。
こ
の
よ
う

な

高

齢

人

口

の

中

の

、

よ

り

い

っ

そ

う

認
月級

高

齢

で

あ

る

人

口

の

割

合

が

増

加

し

て

皆
齢

い

く

こ

と

を

、

私

は

高

齢

人

口

の

高

齢

年
の

化
と
よ
ん
で
い
る
0

本日

こ
の
よ
う
な
高
齢
人
口
の
高
齢
化
は
、

8
 

表

す
で
妬
述
べ
た
よ
う
な
肉
体
的
、

増
す
る
°

社

会

資料：日本大学人口研究所人口推計 (1986年）

七
五
歳
以
上
人
口
で
は
一
九

上
あ
る
い
は
八
五
歳
以
上
の
割
合
は
急

六
五
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
七
五
歳
以

八
倍
と
い
う
著
し
い
差
か
み
ら
れ
る
。

は
四
•
六
倍
、

八
五
歳
以
上
で
は
六
．

こ
の
よ
う
妬
六
五
歳
以
上
人
口
の
増
加
條
向
の
中
で
も
七
五
歳
以
上
の
場
合
、

二

0
二
五
年
の
四
五
年
関
妬
お
け
る
六

五
歳
以
上
人
口
は
ニ
・
九
倍
の
増
加
で

あ
る
の
仰
対
し
て
、

七五歳以上人口

1880年 2000年 2025年 1880~2025 
年 齢

（ 1統0,数000) 附 (1船0,数000) 野 （ 1紛0,数000) 智 晴茫

85+ 1,085 100. 0 2, 141 100. 0 3,137 100. 0 2.9 

75+ 366 34. 4 822 38. 4 I, 888 53. 2 4. 8 

85+ 53 5. 0 168 7. 8 382 11. 5 6. 8 

八
五
歳
以
上
の
場
合
で
は
増
加
率
が
著
し
く
巽
な
っ
て
い
る
。

一
九
八

0
年

1

で
あ
る
°

妬
区
分
し
て
そ
の
増
加
状
況
を
み
て
み
よ
う
0

表

8

は
一
九
八

0
年
か
ら
―

1
0

二
五
年
ま
で
の
四
五
年
間
侭
つ
い
て
、

そ
の
実
数
と
分
布
割
合
を
示
し
た
も
の

そ
と
で
、

か
り
侭
六
五
歳
以
上
人
口
を
さ
ら
仰
七
五
歳
以
上
、

が
大
き
い
と
と
忙
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
°

八
五
歳
以
上
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表 9 出生力転換の日本・中国の比較

H

Iー

木 国

年次 出 生 * 年次

中

T
出 生 率

期

間

も

全

く

同

194 7 
1948 

1949 

1957 

3

5

0

 

• 4

3

3

 

3

3

3

 

17. 2 

"ヽ7
 

減

1863 
1864 
．．．． 
.... 
1989 
.... 
.... 
1976 
.... 
．．．． 
1979 

半

減

,... 

~ 

43. 4 
39. l 
.... 
.... 
34. l 
．．．． 
.... 
19. 9 

.

.
 8
 

．．． 

.

.
 7
 

.

.

 

-．ー

半

城

が
ヽ

転

換

出

生

率

の

変

化

（
出
生
率
が
一

0
年

間

先

例

が

な

い

（
表

9
参
照
）

筏

屈

半

滅

し

て

い

る

°

出

生

率

水

準

も

、

の
四
三
•
四
を
出
発
点
と
す
る
と
、

で
あ
っ

て
、

半

減

妬

要

し

た

と

の

場

合

の

期

間

は

一

三

年

と

な

る

。

れ
侭
し
て
も
、

と

い

わ

れ

た

日

本

の

出

生

力

で

半

滅

す

る

と

い

う

経

験

）

二

二

年

後

侭

中

国

侭

お

い

て

実

現

し

た

の

で

あ

っ

て

資料：日本は歴生省人口動態統計、中国は r中国統計年鑑J1984年版による

を めよな す国

中 侭 り類日る際

国‘わ似本事的

の日かしと実陀

本りた中でも

のや 出国あ特

す生のる腔

くカ 1::. o 注

す転の 目
る換よ を

た をう 要

一

九

四

四

年

一

九

五

九

年

侭

対

応
さ
せ
て
、

い

ず

半

滅

し

た

の

は

一

九

七

六

年

の

一

九

・

九

で

あ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

°

中

国

の

場

合

、

一

九

六

三

年

仰
一
七
・

八
へ
と
、

あ

る

゜
中

国

で

は

一

九

六

九

年

の

三

四

・

し
た
が
、

全

く

同

様

な

変

化

が

中

匝

侭

お

い

て

も

生

じ

た

こ

と

で

九

四

七

年

か

ら

一

一
七
・
ニ
）

九

五

七

年

の

一

か

一

九

七

九

年

-
0
年

間

侭

出

生

率

が

半

滅

が

注

目

さ

れ

る

°

し

て

お

き

た

い

。

中

国

忙

お

け

る

人

口

転

換

は

、

日

本

の

そ

れ

と

著

し

く

類

似

し

て

い

る

こ

と

出

生

力

転

換

忙

お

い

て

興

味

深

い

点

は

、

日
本
の
場
合
、

第
四
節
人
口
転
換
と
年
齢
構
造
転
換
に
お
け
る

日
本
と
中
国
の
類
似
性

的
、

（
三
四
•
三
か
ら

経

済

的

理

由

か

ら

政

策

上

特

侭

考

慮

を

要

す

る

側

面

で

あ

る

と

と

を

強

調
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人
口
政
策
で
あ
れ
、

出
生
力
転
換
あ
る
い
は
人
口
転
換
は
、

い
い
か
れ
え
は
、

そ

れ

は

政

府

仰

よ

る

あ

き

ら

か

な

人

口

政

策

は

と

ら

れ

て

い

な

い

が

、

出

経
済
的
、

果
的
で
あ
る
中
国
と
比
較
し
て
、

lo 

ぃ

図 l

h

’
 

,'
·~j 

h
'ー

ヽ
ヽ
ヽ
・ヽ

．
 

⑳
 

日本と中国の出生力転換の比較
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い
て
、

効

近

代

的

出

生

力

の

パ

タ

ー

ン

わ

ず

か

一

五

年

い
か
え
れ
ば
、

る
と
と
が
理
胎
さ
れ
る
°

い

噌

そ

の

後

の

変

化

も

日

本

の

た

偽

年

化

は

日

本

の

一

九

六

四

年

一
九
七
五

!I鳳,)

い
と
い
う
差
異
は
あ
る
が
、

15 00 (Japan) 

を

重

ね

あ

わ

せ

て

み

る

と

圏

ー
の
如
く
で
あ
る
°
―
二
年
間

の

異

常

な

事

態

後

侭

お

け

る

出
生
力
行
動
を
み
る
と
、

本

の

出

生

力

抑

制

が

中

国

の

そ

れ

仰

比

較

し

て

著

し

く

強

中

国

の

出

生

力

抑

制

の

速

度

も
極
め
て
速
く
、

の
水
準
侭
追
い
つ
い
て
お
り
、

ど

っ

た

水

準

侭

対

応

し

て

い

の
過
程
は
、

出

生

力

行

動

殴

ど

の

遅

れ

を

み

せ

な

か

ら

を

た

ど

っ

て

い

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

出

生

力

行

動

陀

及

四

す

政

策

の

影

響

力

侭

お

日
本
の
そ
れ
は
、

は
る
か
侭
強
力
、

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

社

会

的

環

境

が

出

生

力

抑

制

へ

の

強

力

な

動

機

と

な

っ

て

い

た

と

と

で

あ

る

。

国

民

仰

対

す

る

出

生

力

抑

制

へ

の

動

機

は

、

政

府

の

強

力

な

き

び

し

い

生

活

環

境

と

い

う

要

因

で

あ

れ

、

結

局

は

、

生

力

抑

制

を

促

進

す

る

忙

足

る

強

力

な

も

の

で

あ

っ

た

と

い

え

よ

う

0

そ

の

度

合

侭

応

じ

た

年

齢

構

造

転

換
日
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て
高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ
れ
る
°

六
五
歳
以

五

五

年

日

本

の

そ

れ

妬

非

常

侭

類

似

し

て

い

る

。

ゞヽ
4

、

っ
て
い
る
カ

顕

著

な

出

生

率

の

低

下

仰

よ

っ

表 I0 

し
た
が
っ
て
、

も

類

似

し

て

い

る

°

約

二

七

年

の

時

間

的

遅

れ

が
み
ら
れ
る
°

と
こ
ろ
で
、

L
の
中
国
人
口
の

年

齢

梢

造

も

今

日

な

お

十

分

妬

若

い

構

造

を

も

従

属

人

口

指

数

も

老

年

化

指

数

日本 (1955年）

中
国
の

一
九
八
二
年
の
年
齢
構
造
は
、

一
九

老

年

ft
指

数

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

°

年
の
そ
れ
侭
類
似
し
て
い
る
°

れ
年
齢
三
区
分
別
分
布
お
よ
ひ
従
属
人
口
指
数
、

表

10
は
そ
れ
ぞ

て

年

齢

構

造

を

み

て

み

る

と

日

本

の

一
九
五
五

調
査
は
一
九
八
二
年
で
あ
る
が
、

こ

こ

で

は

国

連

が

行

っ

た

中

国

人

口

の

将

来

推

計
を
採
用
す
る
こ
と
侭
す
る
°

中

国

の

も

っ

と

も

新

し

い

中

国

人

口

こ
れ
侭
よ
っ

•中国 (1982年）の年齢構造比較

ま
ず
、

来

人

口

推

計

仰

よ

ら

な

け

れ

は

な

ら

な

い

が

、

年
齢
構
浩
の
将
来
の
変
化
忙
つ
い
て
は
、

将

の

そ

れ

と

著

し

く

異

な

っ

た

も

の

と

な

る

こ

と

は
予
想
さ
れ
た
い
。

国 名 I年
年齢構造係数（名） 従属人口指数

次．
10-14115-641 85 + l紛数 年少 老年

老年化

指 数

日

中

本

国

1855 

1882 

32. 4 

33. 8 

3

5

 

．
 

l

l

 

6

8

 

3

9

 

．． 
5

4

 

資料：日本は国絡調査、中国は1982年人ロセ‘ノサス結果。

83. 3 

82. S 

54. 8 

54. 8 

7

0

 

．
 

8

8

 

15.8 

14. 8 

し
、

日

本

年

齢

構

造

変

動

パ

タ

ー

ン

も

影

響

を

受

け

る

こ

と

は

い

う

ま

で

も

な

い

。

ヽ

し

カ

れ

と

侭

ぽ

類

似

し

た

パ

タ

ー

ン

を

と

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

°

と
中
国
に
お
け
る
出
生
力
転
換
は
、

を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
速
度
、

著
し
く
類
似
し
て
い
れ
は
、

年

齢

構

造

転

換

も

類

似

し

た

も

の

仰

な

る

こ

と

妬

そ
の
意
味
仰
お
い
て
、

中
国
の
将
来
の
年
齢
構
造
転
換
も
、

今
日
ま
で
の
動
向
か
ら
み
る
限
り
、

も
ち
ろ
ん
、

れ

か

ら

の

中

国

の

出

生

力

変

動

が

ど

の

よ

う

侭

展

開

さ

れ

て

い

く

か

侭

よ

っ

て

、 と

な
る
°

日

本

の

そ

低

下

の

水

準

匠

お

い

て

両

函

の

出

生

力

転

換

が

前

説

で

述

べ

て

き

た

如

く

著

し

い

類

似

性

の

過

程

を

も

た

ら

す

こ

と

に

な

る

こ

と

は

す

で

侭

述

べ

た

通

り

で

あ

る

°

日

本
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あ
ろ
う
か
°

そ
し
て
、

日

本

人

口

の

そ

れ

と

比

較

し

て

み

よ

う

°

表

1

2

侭

み

ら

い
い
か
え
れ
は
、

た
°

表 II 

済
的
、

上
人
口
の
割
合
は
、

今

世

紀

末

妬

は

傾

筏

七

％

妬

達

す

る

と

推

計

さ

れ

て

い

る

。

水

準

陀

達

す

る

と

と

妬

な

る

。

日

本

妬

つ

い

て

み

る

と

、

年

と

日

本

の

と
侭
な
る
°

二
0
年
足

と
こ
ろ
で
、

そ

れ

は

一

九

七

0
年

一
九
七

0
年

お

よ

び

二

0
0
0
年

を

比

較

対

照

し

て

示

し

た

も

の

で

あ

る

。

で

注

目

す

べ

き

点

は

一

九

七

0
年

の

日

本

人

口

の

年

齢

構

造

は

従

属

人

口

指

数

で

み

る

と

、

達

し

た

と

い

う

こ

と

で

あ

る

°

負

担

構

造

を

示

し

て

い

る

。

一
侭
類
似
し
て
お
り
、

と
こ
ろ
で
、

日

本

人

口

の

従

属

人

口

指

数

は

戦

前

か

ら

長

期

侭

わ

た

り

七

〇

前

後

と

い

う

重

い

負

担

指

数

で

あ

っ

た

°

と
の
と
と
は
、

社

会

的

侭

み

て

経

済

負

担

が

も

っ

と

も

軽

い

人

口

構

造

で

あ

る

こ

と

を

意

味

し

て

お

り

、

L
の

と

と

は

日

本

の

当

時

の

高

度

経

済

成

長

仰

と

っ

て

極

め

て

有

利

な

人

口

学

的

条

件

と

な

っ

―1
0
0
 0
年

の

中

国

人

口

の

従

属

人

口

指

数

は

四

四

・

非

常

仰

負

担

が

軽

い

構

造

を

示

し

て

い

る

°

中

固

の

経

済

発

展

侭

有

利

な

人

口

構

造

で

あ

る

。

五

で

日

本

の

四

五

中

国

人

口

は

今

日

か

ら

今

棋

紀

侭

か

け

て

急

速

侭

有

利

な

年

齢

構

造

妬

向

か

っ

て

進

行

し

て

い

く

と

来

世

紀

の

中

国

人

口

の

年

齢

構

造

は

ど

う

な

る

の

で

経

が

一

九

七

0
年

代

は

四

五

と

い

う

未

曽

有

の

低 そ

れ

ま

だ

か

つ

て

経

験

し

た

と

と

の

な

い

低

水

準

侭
い

こ
こ

の

日

本

妬

相

当

す

る

°

表

11
は

中

困

二

0
0
0

の
二

0
0
0
年

の

中

国

人

口

の

高

齢

化

水

準

を
こ

ら

ず

の

期

間

侭

い

わ

ゆ

る

高

齢

化

と

い

わ

れ

る

劣
未
満
で
あ
っ
た
が
、

中国の 2000年の年齢構造比較

国 名 年 次
年齢構造係数（名） 従属人口指数

0 -14 15-84 65 + 紛数 年少 老年

老年化

指 数

中

H
H

国
＊
＊

2000 

1970 
2000 

24. 3 

23. 9 
17. 0 

3

0

5

 

．． 
8

9

8

 

8

8

8

 

7. 3 

7. I 
IS. 5 

3

1

3

 

••• 8

5

0

 

4

4

5

 

8

9

5

 

•• 5

4

5

 

3

3

2

 

7

3

8

 

．．． 

0

0

4

 

1

1

2

 

一

九

八

二

年

侭

は

な

お

五

0

7

0

 

．．． 

0

9

7

 

3

2

9

 

資料：日本のl切0年は国勢調査、 2000年は日本大学人口研究所推計 (1986年）中国は1984年国連推計 0986)
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年

聞

忙

つ

い

て

も

引

き

続

き

有

利

な

負

担

構

造

が

期

待

さ

れ

る

中

国

け

、

こ
の

今

枇

紀

化

か

け

て

の

中

梱

人

口

の

僻

い

負

担

構

造

、

で
六
〇
妬
近
い
老
年
化
指
数
妬
達
す
る
が
、

一
腔
近

数
も
四
三
の
低
水
準
で
あ
り
、

老
年
化
指
数
も
非
常
侭
低
く
、

第 か
し
、
中
国
人
口
は
こ
の
二
十
一
世
紀
の

表 12 

六

六

と

異

常

花

高

く

な

っ

て

い

く

。

し

合
を
示
す
老
年
化
指
数
は
、

人
口
の
高
齢
化
は
き
ひ
し

•
V
、

子

供

人
日

本

ニ
0
二

0
年

仰

は

六

五

て
い
く
。

指

数

は

二

0
1
0
年
花
は
四
―
―
-
・

い
う
日
本
の

造
と
な
る
。

中

国

人

口

の

従

属

人

口
七
と

一
九
七

0
年

の

最

低

限

よ

り

も

な

お

低

い

と

い

う

有

利

な

負

担

構

二

0
二

0
年

侭

お

い

て

も

―1
0
1
―五

日

本

人

口

は

来

世

紀

化

は

い

る

と

急

速

忙

従

屈

人

口

指

数

は

増

大

し

二

O
i
O
年
花
は
五
九
・
九
、

一
と
著
し
く

庫
い
負
担
構
造
と
な
っ
て
い
く
。

口
一

0
0
人

腔

対

す

る

高

齢

人

口

の

割

年
侭
は
一
―
一
三
、

ニ
0
二

0
年
侭
は
一

•
四
半
世
紀
で
は
、

三
五
匠
す
ぎ
な
い
。

二

0

1
0
 

従

属

人

口

指

こ

れ

は

日

本

の

三

分

の

い
低
い
水
準
で
あ
る
。

一
の
水
準
で
あ
る
°

こ

れ

で

も

日

本

の

三

分

の

そ

し

て

来

世

紀

の

二

五

数

十

年

を

も

っ

と

も

有

効

侭

活

用

す

る

こ

と

妬

よ

っ

て

、

急

速

か

つ

高

度

の

発

展

を

遂

け

る

こ

と

の

で

き

る

人

口

学

的

条

件

を

も

っ

て

い

る

と

い

え

よ

う

0

他
方
、

で
も
四
七
・
八
と
い
う
低
水
準
で
あ
る
。

年
腔
な
っ
て
若
干
高
く
な
る
か
、

そ
れ

四
四
•
五
と
さ
ら
侭
低
く
、

れ
る
よ
う
仰
、

2000年以降の中国・日本人口の年齢構造変動の比餃

―1
0
 

i
 

0
年
で

二0二0年

中 国 s 木

従屈人口指数 老年化 従属人口指数 老年化

年 次
紛数 年少 老年 指 数 総数 年少 老年 指 数

2000 48. 3 35. 6 10. 7 30. 0 50. 3 25. 5 24. 8 97. 0 

2010 I 43. 7 I 31. 7 I 12.0 I 37.6 I 59.9 I 28.9 33. 0 122. 8 

2020 44.5 28.2 16.2 57.1 65.l 24.5 40. 8 185. 8 

2025 4 7. 8 28. 2 18. 8 68. 6 85. 0 24. 6 40.4 1164.1 

資料：中国は1984年国連推計 (1986)、日本は日本大学人口研究所推計 (1986年）による。
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膨

大

な

出

生

プ

ー

ム

人

口

と

し

て

中

国

の

将

来

灰

大

き

な

イ

ン

パ

ク

ト

を

も

た

一
方
、

中

匡

代
、 る

。
し
か
し
、

彼
ら
か
六
五
歳
以
上
の
高
齢
期
侭
逹
す
る
二
十
一
世
紀
の
一

0
年 生

経
済
的
妬
軍
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
て
き
た
し
、

社
会
的
、

中
屈
、

九

と
侭
な
る
。

両
者
の
負
担
構
造
の
総
合
的
評
価
が
必
要
で
あ
る
。

ら
で
あ
る
。

両

者

と

も

妬

被

扶

養

人

口

と

な

る

か

別
の
一
途
を
続
け
る
。

し
か
し
、

人
口
高
齢
化
の
過
程
侭
お
い
て
、

点
で
あ
る
。

た
変
化
を
示
す
。

の
は
わ
ず
か
な
増
加
率
と
い
っ
た
よ
う
侭
、

あ
る
も
の
は
著
し
い
郎
加
率
、

あ
る
も

侭
同
じ
方
向
妬
変
化
し
な
い
。

全
人
口
が
あ
る
増
加
率
を
示
し
て
も
、

邪
分
年

化
す
る
時
、

基
本
的
理
解
の
必
要
性

人
口
の
年
齢
構
造
変
動
の

を
構
成
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
集
団
は
、

―
つ
の
側
面
で
あ
る
0

人
口

そ

の

構

成

部

分

で

あ

る

年

齢

の

剖

分

集

団

は

全

人

口

の

動

き

と

既

齢
集
団
人
口
の
あ
る
も
の
は
渉
少
率
、

担
当
す
る
生
産
年
齢
人
口
侭
と
っ
て
は
、

子
供
人
口
の
減
少
は
、

大
な
入
学
人
口
と
し
て
学
校
飾
設
、

ニ
0
年
代
侭
は
、

全
人
口
の
動
き
と
は
全
く
異
な
っ

こ

の

こ

と

け

対

節

の

樹

立

匠

あ

た

っ

て

特

侭

留

意

を

要

す

る

高

齢

人

口

は

相

対

的

侭

も

絶

対

的

侭

も

増

子
供
人
口
は
相
対
的
仰
も
、

少
を
続
け
る
。
高
齢
人
口
を
被
扶
養
人
口
と
し
て
考
え
る
場
合
、

養

人

口

と

し

て

の

子

供

人

口

を

も

考

慮

匠

入

れ

な

け

れ

は

な

ら

な

い

°

扶

養

を

そ
れ
だ
け
高
齢
人
口
負
担
を
軽
減
す
る
と

日
本
と
も
仮
出
生
プ
ー
ム
人
口
を
も
っ
て
い
る
。

期
仰
わ
た
っ
て
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
°

日
本
で
は
、

四
七

1
四
九
の
三
年
間
の
出
生
プ
ー
ム
人
口
は
特
殊
な
集
団
と
し
て
、

ま

た

今

後

も

な

お

長

た
と
え
は
、

絶
対
的
侭
も
減

同

じ

く

被

扶

学

齢

期

腔

は

膨

教
員
数
等
の
増
大
を
必
要
と
し
た
し
、

産

年

齢

期

花

は

有

力

な

労

働

力

人

口

と

し

て

経

済

成

長

侭

貢

献

を

果

た

し

て

い

い

ま

だ

か

つ

て

経

験

し

た

こ

と

の

な

い

膨

大

な

高

齢

人

口

と

し

て

社

会

経

済

的

負

担

を

増

大

せ

し

め

る

と

と

IfC
な
ろ
う
0

侭
お
い
て
も
一
九
六

0
年
代
匠
お
け
る
三
五

1
四

0
と
い
う
高
水
準
出
生
率
は
、

と
と
侭
注
目
す
る
こ
と
か
必
要
で
あ
る
°
戦
前
侭
み
ら
れ
た
如
く
、

人
口
か
変

異

な

っ

た

増

滅

の

変

化

を

す

る

人
口
の
高
齢
化
は
、

第
五
節
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年
齢
人
口
の
負
担
が
大
き
く
な
る
°

そ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
侭
は
、

定
年
退
職

療
費
の
削
減
妬
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
0

日
本
の
場
合
、

ま
た
生
き
が
い
や
健
康
増
進
妬
役
立
つ
と
す
れ
は
、

医

延
長
、

定
年
制
の

人
口
高
齢
化
と
い
う
負
担
増
大
侭
対
す
る
政
策
的
配
慮
で
あ
る
。

高
齢
化
時
代
を
十
分
妬
乗
り
き
れ
る
で
あ
ろ
う
°
問
題
は
、

L
の
め
ぐ
ま
れ
た
時
期
を
最
大
限
侭
活
用
す
る
こ
と
侭
よ
っ
て
、

け
て
、

ら
す
こ
と
妬
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
侭
、

部
分
人
口
の
著
し
く
異
な
っ
た
変
化
妬
つ
い
て
は
、

統
計
的
把
握
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
年
齢
匠
よ
っ
て
消
費

と
花
な
る
か
ら
で
あ
る
。

政
策
の
方
向

そ
の
こ
と
だ
け
で
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
の
生
産

産
業
構
造
や
経
済
成
長
妬
影
響
を
も
た
ら
す
こ

人
口
高
齢
化
の
人
口
学
的
分
析
か
ら
若
干
の
政
策
的
提
言
を
行
っ
て
お
こ
う
0

第
一
点
は
、

従
属
人
口
指
数
か
ら
み
た
政
策
提
言
で
あ
る
°

そ
の
時
化
な
っ
て
政
策
を
急
い
で
も
効
果
は
極
め
て
少
な
い
。

中
国
の
場
合
は
、

す
で
侭
み
て
き
た
よ
う
仰
、

日
本
の
場
合
、

め
て
直
要
で
あ
る
°
来
世
紀
侭
お
い
て
は
極
め
て
重
い
従
属
人
口
負
担
の
た
め
、

今
世
紀
末
か
ら
来
世
紀
仰
か

と
と
数
十
年
異
例
妬
低
い
従
属
人
口
負
担
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
°

変
動
侭
対
し
て
、

第
二
点
は
、

そ
れ
は
増
大
す
る
負
担
を
軽
減
す
る
対
策
で
あ
る
。

る
と
と
は
、

い
か
侭
政
策
的
仰
対
処
し
て
い
く
か
仰
あ
る
と
い
え
よ
う
0

労
収
入
を
も
た
ら
し
、

の
子
供
人
口
は

0
1
-
四
歳
で
な
く
、

き
た
る
べ
き

複
雑
な
年
齢
構
造

日
本
の
場
合
、

定
年
退
職
者
の
就
業
希
望
侭
対
す
る
適
切
な
雇
用
機
会
の
増
大
を
は
か

負
担
の
軽
減
侭
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
0

就
業
は
、

て
二

0
歳
未
満
の
労
働
力
化
は
現
実
侭
は
不
可
能
で
あ
り
、

年
金
以
外
の
勤

進
学
率
の
上
昇
妬
よ
っ

従
属
人
口
と
し
て

0
1
一
九
歳
と
な
り
、

そ
れ
だ
け
生
産

て
い
る
。

と
の
残
さ
れ
た
期
間
匠
万
全
の
対
策
を
作
り
あ
け
て
お
く
と
と
が
極

お
け
る
き
び
し
い
高
齢
化
仰
対
応
す
る
準
備
期
間
と
し
て
軍
要
な
意
義
を
も
っ

今
世
紀
中
は
従
属
人
口
指
数
が
な
お
五

0
以
下
の
低
水
準
で
あ
り
、

来
世
紀
妬

計
画
の
修
正
か
必
要
侭
な
り
、

需
要
か
著
し
く
異
な
っ
て
お
り
、

十
分
侭
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す
べ
て
の
人
の
た
め
の
生
活
と
福
祉
の
支
出
は
、

社
会
的

老
人
、

病
人
、

れ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
°
老
人
は
決
し
て
社
会
か
ら
孤
立
し
た
集
団
で
は
な
い
。

っ
て
は
な
ら
な
い
。
社
会
全
体
の
中
で
の
総
合
的
な
仕
組
み
の
中
で
政
策
化
さ

高

齢

化

対

策

は

決

し

て

高

齢

者

の

み

を

対

象

と

し

た

も

の

で

あ

い
。

ま
た
、

歳
の
男
で
は
六
五
％
が
心
七

0
1
七
四
歳
で
も
四
五
％
か
就
業
し
て
い
る
。

よ
う
な
観
点
か
ら
、

就

業

を

政

策

的

侭

推

礁

す

る

と

と

は

難

し

い

と

と

で

は

な

就
業
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
如
は
、

め
て
軍
要
で
あ
り
、

こ
と
化
な
る
。

第
三
点
は
、

働
く
労
働
力
人
口
、

そ

の

と

と

は

今

日

激

増

す

る

医

療

費

の

抑

制

忙

貢

献

す

る

社
会
全
体
の
発
展
の
中
で
貴
軍
な
人
間
資
源
で
あ
る
。

資
源
の
再
配
分
の
閻
厖
で
あ
る
。

子
供
、

健
康
の
増
進
•
保
持
が
極

者
や
高
齢
者
の
就
労
を
助
長
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
°
事
実
、

こ
の

六
五

I
六
九
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か
ざ
る
こ
と
泰
山
の
如
し
」

な
ど
、

中
「
動

泰
山

「
泰
安
」

磁
器
、

が
国
で
も
人
気
が
あ
る
°

泰
安
市
視
察
団
長

山
東
省
泰
安
市
郊
区
を
視
察
し
た
°

視
察
‘
}

島

重

武

聞
き
及
ん
で
い
た
中
国
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

首
都
済
南
市
は
、

大
き
く
う
ね
り
を
描
く
河

街
並
み
の
大
都
市
で
あ
っ
た
。

と
の
地
は
ま
た
、

国
の
名
山
の
一

的
地
で
あ
る
。

つ、

と
の
泰
安
市
が
、

市
内
の
明
る
さ
、

°
山
東
菜
は
、

中
国
の
初
期
の
陶

い
わ
ゆ
る
黒
陶
を
生
ん
だ
龍
山

春
秋
戦
国
時

盆云四沼区計画生育委員会

線業史代文

の‘をを化
先腿 担さの

駆紙 い ら 中

を• ‘妬心
行紡いさ地

＜績まかで

主等はのあ

要‘ 新ぽり
処 中しる‘
点国＜五
で近童千

も代化年

あ化学 の

る路 工 歴

゜

そ
と
か
ら
車
で
四
十
分
、

と
い
う
名
は
な
じ
み
が
な
い
が
、

「
泰
山
嗚
動
」

tヽ

と
カ

そ
の
泰
山
の
ふ
も

と
の
た
び
の
視
察
目

人
々
の
屈
託
の
な

川
花
は
さ
ま
れ
、

四
方
ど
こ
ま
で
も
続
く
肥
沃
な
農
地
妬
囲
ま
れ
た
整
然
た
る

北
京
か
ら
特
別
機
で
一
時
間
、

山
東
省
の
人
口
は
七
六
九
五
万
人

わ

〔

1
〕

の
現
場
、

（
一
九
八
五
年
現
在
）

(
I
P
)
 

北
京
で
開
催
さ
れ
た

A
F
P
P
D
第
二
回
総
会
の
成
功
陀
次
い
で
、

中

国

I

P
有

か
ね
て
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や
や
も
す
る
と
生
硬
で
苦
し
げ
で
あ
り
、

特
陀
農
村
部
で
は

〔

3
〕

し
か
し
ま
た
、

れ、
団） さ

が
ま
ず
印
象
的
で
あ
っ
た
0

家
族
計
画
と
い
え
ば
人
口
抑
制
、

I

P
は
こ
れ
を
、

と
い
う
積
極
的
な
住
民
意
鏃
の
高
ま
り
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
は
首
相
直
属
の
政
府
機
関
で
あ
り
、

口
動
態
の
ゆ
く
え
妬
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

転
じ
た
と
い
う
国
連
統
計
の

中
国
政
府
の
強
固
な
指
導
力
と
中
国

人
民
の
協
力
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

明
ら
か
で
あ
り
、

生
育
委
主
任
を
は
じ
め
幹
部
の
意
気
は
軒
昂
で
あ
っ
た
0

中
国

I

P
は
一
九
八
三
年
か
ら
三
年
間
、

た
も
の
で
あ
る
が
、

画
生
育
協
会
は
、
政
府
の
生
育
委
の
中
紀
事
務
局
を
置
き
、

（
国
際
家
族
計
画
連
盟
）

と
が
協
力
、

倣
い
、六

年
以
前
、

し
て
く
れ
た
が
、

中
央
妬

の
、
人
口
増
加
率
°
死
亡
率
及
び
乳
幼
児
死
亡
率
が
僅
か
な
が
ら
減
少
傾
向
妬

一
九
八

0
年
以
降
、

形
成
の
波
動
を
及
ぽ
そ
う
と
い
う
意
気
込
み
で
あ
る
°

村
と
の
人
ロ
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
な
が
ら

十
億
の
人 こ

産
児
制
限
、
避
妊
励
行
等
を
連
想
す
る
が
、

環
境
衛
生
や
医
療
•
福
祉
を
連
動
さ
せ
、

山
東
省
政
府
侭
も
、

「
陰
化
は
、

〔

2
〕

さ
ら
に
都
市
と
農

「
少
な
く
生
ん
で
丈
夫
妬
育
て
よ
う
」

山
東
省
と
江
蘇
省
と
で
行
な
わ
れ

L

の
実
験
主
体
と
な
っ
て
い
る
大
衆
活
動
組
織
•
中
国
計

と
日
本
の

J
o
l
C
F
P

援
助
を
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
あ
っ
た
0

泰
安
市
化
も
、
夫
々
計
画
生
育
委
員
会
が
設
置
さ

生
育
協
会
の
下
部
組
織
が
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
0

そ
う
し
た
幹
部
た
ち
の
気
魏
妬
満
ち
た
姿
や
、

さ
れ
て
い
る
数
字
上
の
成
果
を
見
る
腔
つ
け
て
も
、

れ
方
や
心
理
状
態
は
、
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
思
い
を
禁
じ
え
な
か
っ

た
の
は
正
直
い
っ
て
私
一
人
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
0

さ
ら
妬
中
国
全
土
陀
合
意

ア
ジ
ア
全
体

誰
の
目
匠
も

こ
れ
を

I
P
P
F

（
家
族
計
画
国
際
協
力
財

そ
し
て
、す

で
陀
発
表

現
地
の
人
民
側
の
受
け
容

や
は
り
視
察
を
行
な
っ
た
0

一
九
八
一
年
の
北
京
会
議
の
後
、

北
京
郊
外
の
四
季
青
人
民
公
社
で
、
献
身
的
な
説
得
員
た
ち
が
活
躍
の
報
告
を
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た
と
と
な
ど
、

々
と
し
た
説
明
匠
、

推

肥

実
態
が
明
ら
か
陀
な
っ
て
、

家

族

計

画

化

対

す

る

コ

ン

セ

ン

サ

ス

づ

く

り

が

困

難

の

よ

う

陀

見

受

け

ら

れ

た

0

と
の
た
び
の

A
F
P
P
D
第
二
回
総
会
の
席
上
、

「
我
々
も
、

も
ら
う
と
、

泰
安
市
郊
区
、

戸
で
一
〇
九
、

リ
ー
ダ
ー
ニ
、

医

療

や

病

虫

駆

除

を

避

妊

方

法

と

併

行

し

て

教

え

て

い

こ

う
と
工
夫
し
て
い
る
の
だ
が
、

実
際
加
は
、

あ
と
は
逃
げ
て
い
っ
て
し
ま
う
」

を

聞

い

た

旗

後

で

も

あ

っ

た
0

の
報
告
は
大
要
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

人
ロ
一

0
四
万
、

ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
を
設
け
、

人
々
は
治
療
を
求
め
、

駆
除
薬
を

と

い

う

苦

心

談

を

被

歴

し

た

の

そ
の
中
で
の
試
験
地
区
は
二
五
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
指
導
委
員
会
を
組
織
し
、

―

二

五

人

の

専

従

員

を

養

成

し

た

と

と

°

各

地

陀

家

族

計

画

サ

母
子
保
健
室
、

を

設

立

し

た

と

と

°

何

よ

り

も

住

民

の

健

康

陀

着

目

し

、

本

忙

倣

っ

て

配

布

し

て

診

療

を

泄

め

た

と

と

。

と
の
運
動
を
す
す
め
る
中
で
、

従

来

不

妊

症

と

認

め

ら

れ

て

い

た

婦

人

が

希
み
ど
お
り
妊
娠
、

病

中

駆

除

妬

よ

り

目

腔

見

え

て

健
康
が
増
進
し
、

母

子

保

健

手

帳

を

日

出

産

で

き

た

と

い

う

幼

児

の

死

亡

率

低

下

の

農

業

の

実

益

陀

つ

な

が

っ

担

当

の

女

性

責

任

者

の

淡

陀
展
示
さ
れ
た
統
計
の
画
像
が
副
え
ら
れ
、

戦

い

抜

い

て

手

ご

た

え

を

も

っ

た

人

々

陀

特

有

の

落

ち

着

い

た

説

得

力

が

迫

っ

て

く

る
の
で
あ
っ
た
。

ビ

デ

オ

テ

ー

プ

や

壁

実
例
や
、

衛
生
室
、

託
児
所
、

五
二
八
人
を
対
象
妬
、

〔

4
〕

‘、、

人
カ ま

た
、

外
国
の
講
員
の
一

老

人

ホ

ー

ム

等

と

う

し

た

事

九

0
0

九

月

二

十

七

日

は

日

曜

艇

も

か

か

わ

ら

ず

早

朝

か

ら

大

勉

強

で

あ

る

。

I

P
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前

庭

が

門

を

く

ぐ

っ

て

入

る

と

居

石

の

塀

土

地

が

広

い

か

ら

村

の

住

宅

は

す

べ

村

人

口

の

減

少

の

心

配

は

な

い

と

楽

観

将

来

も

農

こ

の

数

字

業
収
人
は
二
九
•
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

八
六
年
度
収
入
―
―
八
七
万
元
の
内
、

農

ぎ
り
、

唐
黍
や
小
麦
畑
の
こ
の
村
で
、

見

渡

す

か

ヽ

げ
陀
応
答
し
、

―
二
四
人
が
六
つ

け
な

張
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、

や

や

緊

い

よ

い

よ

埠

陽

庄

村

の

現

場

妬

行

く
0

五
十
が
ら
み
の
村
長
さ
ん
は
、

そ
れ
も
各
党
代
表
、

主
力
と
し
た
調
査
団
の
質
問
忙
‘

し
て
く
れ
た
。

三

0
0
戸
、

る
と
い
う
。

は
山
東
省
の
中
位
、

は
年
二
、

日
本
の
視
察
団
、

衆

参

国

会

議

員

を

村

の

あ

ち

と

ち

を

案

内

の
福
祉
単
位
忙
配
せ
ら
れ
、

一
人
当
り
年
四
四

0
元
、

省

内

で

も

よ

い

所

0
 0
0
元
、

山

間

部

や

荒

地

の
貧
し
い
所
で
は
二

0
0
元

の

所

も

あ

る
と
い
う
。

ま

た

高

校

や

大

学

卒

業

生

の
就
職
配
置
も
計
画
的
で
、

的

で

あ

っ

た
0

て

平

屋

で

あ

る

。

一

五

0
平

米

低

ど

花

洛
岱
」
区
画
さ
れ
た
建
売
住
宅
も
、

煉

瓦

づ

く

り
の
ガ
ッ
チ
リ
し
た
も
の
で
、

陀
囲
ま
れ
、

間
と
寝
室
と
納
屋
と
が
並
ぴ
、

た

っ

ぷ

り

と

っ

て

あ

る

°

夫

人

は

農

作

〔

5
〕
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て
い
る
°

「
私
は
、

業
で
留
守
中
、

子
供
は
保
育
所
、

若
い
主
人
が
出
迎
え
て
く
れ
た
°
給
料
は
妻
の
方
が
少
し
多
い
。

生
ま
れ
た
が
結
婚
し
て
、

こ
れ
も
明
る
い
顔
で
あ
っ
た
。

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
の
衛
生
室
の
施
設
も
、

術
室
も
あ
り
、

ま
た
歩
い
て
、

（
西
洋
の
薬
剤
）

は
歴
史
始
っ
て
以
来
の
変
革
な
の
で
あ
ろ
う
し
、

妬
あ
る
こ
と
妬
よ
っ
て
、

で
あ
ろ
う
か
と
察
せ
ら
れ
た
0

そ
し
て
何
よ
り
も
、

多
年
の
経
験
の
蓄
積
を
踏
ま
え
、

も
と
に
進
め
ら
れ
、

た
こ
と
は
、

保
育
所
等
、

国
際
貢
献
と
い
う
こ
と
は
、

ガ

ソ

リ

ン

ス

タ

ン

ド

陀

勤

め

て

い

る

と

い

う

且
つ
こ
れ
を
推
進
さ
せ
る
こ
と
は
、

今

後

の

我

々

の

大

き

な

課

題

で

あ

ろ

う

と

思

う
0

（
漢
方
薬
）

と
な
り
村
妬

こ
の
村
の
家
を
買
っ
た
。
大
体
一
一
年
間
で
返
済
が
で

広

々

し

た

敷

地

妬

あ

り

問

診

室

妬

二

人

の

婦

人

が

訪

れ

て

指

導

を

受

け

て

い

た

°

軽

い

怪

我

の

応

急

処

置

用

の

手

二

つ

の

薬

局

陀

各

々
三

1
四

の

白

衣

姿

の

人

々

が

い

る

°

奥

の

一

室

妬

は

避

妊

術

の

説

明

図

が

貼

次
々
と
見
て
ま
わ
っ
た
が
、

と
の
よ
う
な
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

J
o
I
C
F
P
の

こ
の
機
関
を
通
じ
た
日
本
の
協
力
と
援
助
の

―
つ
の
成
功
を
収
め
て
い
る
姿
を
直
妬
見
る
と
と
が
で
き

視
察
団
一
同
花
と
っ
て
大
き
な
収
穫
で
あ
り
喜
び
で
も
あ
っ
た
。

と
の
た
び
の

I

P
視
察
侭
限
ら
ず
、

と
の
た
ぴ
の

A
F
P
P
D
第
二
回
総
会
と
こ
の
視
察
と
を
通
じ
て
、

を
去
ら
ぬ
一

そ
れ
は
、

つ
の
思
い
が
あ
っ
た
0

A
F
P
P
D
議

長

佐

藤

降

氏

の

閉

会

の

挨

拶

の

一

節

陀

要

約

さ

れ

人

口

問

題

の

原

点

妬

は

必

ず

生

命

へ

の

い

つ

く

し

み

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

確

信

い

た

し

ま

す
0

人

間

は

一

人

ひ

と

り

が

愛

と

希

望

の

私

の

胸

〔

7
〕

りヽ 層

部

の

取

り

決

め

が

現

地

住

民

妬

ど

の

よ

う

陀

受

け

容

れ

ら

れ

て

い

る

か

を

知

k
う
べ
く
し
て
そ
の
実
際
は
む
づ
か
し
く
、

上

ど

れ

低

ど

か

安

心

感

と

信

頼

感

を

深

め

て

い

る

こ

と

そ

れ

が

キ

メ

細

か

く

身

近

か

ら
み
れ
ば
当
然
の
よ
う
妬
思
え
る
こ
れ
ら
の
施
設
が
、
村
の
住
民
た
ち
妬
と
っ
て

堆
肥
場
、

り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
°

洋
薬

ヽ

中
薬

〔

6
〕

き
る
と
、

我
々
か
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が
あ
っ
て
と
そ
、

派
遣
専
門
家
の
現
地
で
の
セ
‘
‘
、
ナ
ー
を
は
じ
め
、

視
聴
覚
、

医
療
、

さ
き

輸

送

機

器

〔

8
〕

ば
幸
い
で
あ
る

（
要
約
）

L— 

の
一
議
員
の
さ
さ
や
か
な
行
動
が
、

諸
国
の
談
員
諸
君
の
何
か
の
参
考
陀
な
れ

一
国

保
育
所
、

多
兄
弟
、

大
切
な
対
象
で
あ
り
、

関
す
る
歴
史
侭
刻
ま
れ
る
べ
き
名
言
で
あ
ろ
う
0

人
口
問
題
は
解
決
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
必
ず
解
決
す
る
で
あ
ろ
う
°
私

た
ち
の
決
意
と
確
信
仰
基
づ
い
て
、

約
を
決
め
、

で
は
な
か
ろ
う
か
°

う
も
の
は
、

一
方
わ
が
ま
ま
で
、

私
は
幼
稚
園
、

人
口
問
題
の
解
決
は
、

個
々
の
人
間
の
幸
福
に
結
び
つ

こ
れ
は
世
界
の
人
口
問
題
に

L
の
た
ぴ
の
総
会
は
、

今
後
の
活
動
の
持
続
拡
大
の
基
礎
形
式
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
が
、

同
時
侭
従
来
の
統
計
数
字
や
技
術
方
法
論
の
根
底
に
、

個
々
の
人
間
の
幸
福
の
問
題
を
提
示
し
た
と
と
が
、

A
F
P
P
D
の
規

質
の
問
題
、

こ
の
総
会
の
意
義
の
一

そ
し
て
こ
の
基
本
問
題
は
単
な
る
理
想
論
や
、

説
教
妬
終
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
う
0

ち
な
み
花
自
由
討
議
で
私
は
発
言
の
許
し
を
請
い
、

点
を
提
起
し
‘
―
つ
の
報
告
を
し
た
0

「
人
口
問
題
を
数
量
的
な
制
約
と
し
て
の
一
面
だ
け
で
な
く
、

妬
生
い
立
つ
子
供
た
ち
の
立
場
陀
立
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

世
界
的
忙
家
族
構
成
が
縮
小
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0

大
家
族
の
子
供
と
較
べ
る
と
よ
い
点
も
多
々
あ
る
が
、

恩
知
ら
ず
の
傾
向
、

一
人
っ
子
、

他
人
の
痛
み
を
察
す
る
能
力
化
欠
け
、

或
る
時
は
粘
り
強
さ
花
欠
け
る
傾
向
が
あ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
°

こ
れ
妬
対
処
す
る
た
め
、

若
い
親
た
ち
へ
の
教
育
が
大
切
と
さ
れ
て
い
る
が
、

学
校
教
育
の
各
段
階
で
、

異
年
齢
混
成
教
育
の
視

二
十
一
世
紀

す
な
わ
ち
今
後
は

二
人
っ
子
と
い

年
長
者
が
年
下
の
も
の
の

世
話
を
見
る
と
と
を
政
府
陀
は
た
ら
き
か
け
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
°

ふ
り
か
え
っ
て

I

P
侭
お
け
る

J
o
I
C
F
P
の
協
力
と
援
助
と
の
展
開
は
、

の
供
与
の
姿
を
と
っ
て
行
な
わ
れ
た
が
、

そ
こ
忙
並
々
な
ら
ぬ
人
間
尊
重
の
姿

こ
れ
ま
で
の
成
果
が
お
さ
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
°

妬
引
用
し
た

A
F
P
P
D
議
長
の
発
言
も
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
て
こ
そ
、

空
想
的
お

く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

（
趣
意
）

L— 
ヽ

つ

す
な
わ
ち
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以
上
、

ア

ジ

ア

を

と

え

て

大

き

く

世

界

の

人

口

問

題

の

明

日

を
開
く
鍵
と
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

団

員

の

方

々

を

は

じ

め

多

く

の

方

々

の

お

世

話

化

な

っ

た

。

取
り
注
と
め
た
報
告
と
す
る
の
か
本
意
で
あ
っ
た
が
、

独
断
偏
見
の
失
、

あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

企
た
何
よ
り
も
と
の
た
び
の
視
察
を
通
じ
て
、

内
外
多
く
の
知
己
を
得
た
。

厳

長

の

名

を

残

し

て

他

は

す

べ

て

削

除

し

た

と

と

を

お

と

と

わ

り

す

る

。

感
謝
の
意
を
と
め
て
報
告
の
稿
と
す
る
°

氏

名

を

挙

げ

て

友

誼

の

詞

を

副

え

た

い

思

い

で

い

っ

は

い

だ

が

紙

幅

が

許

さ

ず

夜
か
せ
ず
、

こ
寛
恕
ね
が
い
た
い
0

今

の

時

点

で

は

思

い

陀

本

稿

tt
、
今

回

の

視

察

団

の

メ

ン

バ

ー

夫

々

の

感

想

を

聴

取

し

て

、

諸
国
の
議
員
を
動
か
し
、

と
れ
を
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方
、

各
国
の
目
標
人
口
を
達
成
す
る
と
と
0

等
を
目
標
妬
‘

ヽ

立
法
面
か
ら
、

る
こ
と
。

ヽ

ス
リ
ラ
ン
カ
で
開
催
さ
れ
た
国
連
主
催
の

発
妬
関
す
る
国
会
識
員
国
際
会
議
」

地
域
レ
ベ
ル
の
会
議
を
開
催
し
て
各
々
の
国
で
蓄
え
ら
れ
た
情
報
と
経
験
を
交

か
つ
か
か
る
地
域
レ
ベ
ル
或
は
小
地
域
レ
ベ
ル
の
会
講
開
催
の
動
き
を

促
進
す
る
と
と
は
誂
員
陀
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
信
ず
る
」

会
議
「
人
口
と
開
発
侭
関
す
る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
会
議
」

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

と
の
北
京
会
議
で
は
『
北
京
宣
言
』

け
る
と
う
し
た
議
員
活
動
を
恒
常
的
陀
続
け
て
い
く
為
の
組
織
の
必
嬰
性
が
決

そ
の
為
の
暫
定
委
員
会

こ
う
し
て
、

上
さ
せ
る
人
口
と
開
発
政
策
を
推
進
、

於
い
て
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
°

A
F
P
P
D
は
、

(
A
F
P
P
D
)
 

で
発
表
さ
れ
た
宣
言
妬
、

と
謳
わ
れ
た
。

世
界
で
初
め
て
の
地
域
グ
ル
ー
プ

が
北
京
で
一
九
ケ
国

を
採
択
す
る
と
と
も
妬
‘

（
議
長
•
佐
藤
隆
）

「
人
口
と
開

『
当
会
講
は
、

ア
ジ
ア
妬
於

が
発
足
し
た
0

「
人
口
と
開
発
化
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
ジ
ア
の
人
々
の
生
活
水
準
と
福
祉
を
向

ま
た
各
国
政
府
と
国
民
の
支
援
を
得
ら

れ
る
よ
う
議
員
活
動
を
促
進
•
奨
励
す
る
と
と
を
目
的
陀
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
議
員
の
『
人
口
と
開
発
問
題
』

な
関
係
の
認
織
と
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
。

ア
ジ
ア

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
陀

す
く
な
く
と
も
三
年
妬
一
度
「

A
F
P
P
D
総
会
」

妬
関
す
る
相
互
依
存
的

ア
ジ
ア
各
国
の
人
口
政
策
立
案
内
容
を
さ
ら
忙
適
切
か
つ
効
果
的
妬
す

予
測
を
検
討
、

社
会
経
済
の
発
展
課
程
全
体
の
枠
組
の
中
で
、

ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発
問
題
妬
関
す
る
現
状
把
握
お
よ
ぴ
将
来

そ
し
て
そ
れ
ら
妬
対
す
る
立
法
府
議
員
と
し
て
の
活
動
の
あ
り

方
向
性
な
ど
妬
つ
き
討
議
し
た
も
の
で
あ
る
°

，
 ヽ

催
し
、

P
D
)
 '-

は
、

一
九
八
二
年
三
月
、

議
さ
れ
、

と
の
宣
言
に
沿
い
一
九
八
一
年
一

0
月
、

換
し
、 一

九
七
九
年
八
月
、

r ヽ

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開

(
A
F
P
 

＼ノ
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参

加

国

数

正

式

参

加

者

そ

の

他

非

政

府

機

関

国
際
家
族
計
画
連
盟

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
シ
ル

東
西
セ
ン
タ
ー

全
中
華
婦
人
連
合
会

中
国
計
画
生
育
協
会

中
国
人
口
協
会

人
口
と
開
発
に
関
す
る
柑
界
議
員
委
員
会

人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
議
員
連
盟

ア
ジ
ア
人
口
•
開
発
協
会

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
 

二
九
ケ
国

計
一
八
五
名
（
議
員
一

0
四
名
、
専
門
家
•
関
係
国
際
機
関
等

各

国

大

使

、

関

係

者

、

会

議

事

務

局

等

数

十

名

専

門

家

（
国
会
議
員

議

計

五

名

一g
n
 

国
連
お
よ
び
政
府
機
関

I
L
O

（
国
際
労
働
機
関
）

W
H
O

（
世
界
保
健
機
構
）

世

界

銀

行

E
S
C
A
P

る
国
連
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）

W
F
P

函
世
界
食
糧
機
構
）

I
N
T
E
R

ー

G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
A
L

C
O
M
M
I
T
T
E
E
 

U
N
F
P
A

品
国
連
人
口
活
動
甚
金
） 計

一
六
名

一
六
名

ー一員土
"ハ
-・ 
7 ス 名

ンゥ
マェ

I I 

クデ
ン‘

O
N
 

盆
四
）

（一）
二）

（一）
二）

（一）
（三）

（一）
（三）

但
し
前
述
議
員
二
名
含
む

但
し
前
述
議
員
一
名
含
む

但
し
前
述
随
行
三
名
含
む

（一）
二）

（一）
（一）

二）
M
I
G
R
A
T
I
O
N
 

（九）

八
一
名
）

そ
の
他
地
域

g

政
府
間
移
民
委
員
会
）

カ

ナ

ダ

オ

ラ

ン

ダ

そ
の
他

0
名

）

計

六

名

議

員
一

イ

ギ

リ

ス

一
ジ
ン
バ
プ
エ

プ

ー

タ

ソ

キ
リ
パ
テ
ィ

正

会

員

国

モマ日イイ北中バオ
ルレ ン l
デ 1 ラン 朝 グス
ィシ ラト
プア本クド鮮国デラ

シリ
ュア

準

会

員

国

U

国
会
議
員

議

五
名

員一

キ

プ

ロ

ス

ト

ン

カ そ
の
他

d

国
会
議
員

九

三

名

そ

の

他

議

員

―

そ

の

他

二
―二ニ

O二
―
四三一．―-

-「二

1
0
 

二―
二五

口
議

ー一員
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0
名
）
議
計
[
―

4
／
ト
ネ
ノ
ア

議

一員

モ

ン

ゴ

ル

ネ

パ

ー

ル

バ
キ
ス
タ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン

大

韓

民

国

ス
リ
ラ
ソ
カ

シ

リ

ア

タ

イ
ペ
ト
ナ
ム

四
七
名
）

計

―
四

0
名そ

の
他

議

I''  

A

F

P

P

D

第

二 六 二三ニニニニ一員

四三

そ
の

――他

回

総

会

参

加

国

＼ノ



吹
き
荒
れ
る
°

ざ
る
客
II

だ
°

や
っ
て
く
る
°

閉
じ
と
め
ら
れ
る
°

の
よ
う
陀
II

金
II

世
界
一

第
二
回
総
会
が
、

の
人
口
大
国
、

さ
て
、

中
国
で
開
か
れ
た
と
と
は
賊
侭
意
義
深
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
一
カ
月
間
だ
け
で
あ
る
°

だ
か
ら
現
地
の
人
々
は
、

宝
も
の

清
々
し
く
、

九
月
半
ば
か
ら
お
よ

毎
年
、

季

中
国
の
四
季
は
激
し
く
変
化
す
る
。

春
は
短
か
く
風
は
砂
を
巻
き
こ
ん
で

総
会
」

は
、

天
が
与
え
た
季
節
の
恵
み
妬
包
ま
れ
て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
0

北
京
で
開
か
れ
た

A
P
D
A
参
与
・
事
務
局
長

「
晴
空
万
里
」
ー
~
こ
の
季
節
、
北
京
の
空
は

高
く
広
く
、
青
く
澄
み
切
っ
て
樹
々
を
渡
る
風
は

ま
こ
と
妬
爽
や
か
で
あ
る
。

九
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、

中
国
の
首
都
、

「
人
口
と
開
発
化
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
回

黄
煎
万
丈
ー
ー
ー
空
い
ち
め
ん
、

節
風
腔
乗
っ
て
日
本
を
も
直
撃
す
る
。

(
G
O
L
D
 

薄
暗
く
覆
っ
た
黄
砂
は
、

春
先
き
陀
訪
れ
る
II

招
か
れ

こ
の
ユ
ー
ウ
ツ
な
風
が
お
さ
ま
る
と
長
く
て
蒸
し
暑
い
夏
が

一
年
の
終
り
の
冬
も
長
く
、
凍
て
つ
く
厳
し
い
寒
さ
侭
万
物
は

爽
や
か
な
季
節
は
、

こ
の
期
間
を
、

の
季
節
と
呼
ん
で
い
た
0

地
球
人
口
が
五
十
億
人
を
突
破
し
た
と
の
年
陀
‘

参
加
国
二
十
九
カ
国
、
出
席
し
た
国
会
厳
員
百
四
八
名
、
関
係
団
体
を
含
め
る
と

北
京
は
「
金
」

の
季
節

広

瀬

A
F
P
P
D
総
会
に

廊

し

出

次 て

雄
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名
誉
団
長
妬
、

ラ
ム
議
長
を
日
本
議
員
団
々
長
陀
与
野
党
国
会
譜
員

名
が
出
席
し
て
総
会
の
カ
ナ
メ
と
な
っ
た
。

趙
首
相
も
出
席

新
聞
、

T
V
は
連
日
、

一
面
ト
ッ
プ
で
報
道

総
勢
百
八
十
五
名
と
い
う
大
会
議
で
あ
る
°

政
策
と
し
て
、
近

代
化
建
設
、
台
湾

員
を
中
心
と
し
た

指
導
部
は
、

重
要

ま
郡
小
平
•
党
中

中
国
で
は
、

央
政
治
局
常
務
委 い

た
。

傾
け
て
い
た
姿
が

強
く
印
象
に
残
っ

心
妬
会
講
に
耳
を

ず
っ

ず
、

期
化
も
か
か
わ
ら

日
本
か
ら
は
福
田
赳
夫
元
首
相
を

フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
佐
藤
隆
•
同
フ

（
共
産
党
を
除
く
）

っ
た
°
国
脱
節
や
、

第
十
三
回
党
大
会
‘

党
中
央
首
脳
人
事

な
ど
を
控
え
た
軍

要
か
つ
多
忙
な
時

趙
紫
陽
首
相

が
開
会
式
妬
出
席

し
て
挨
拶
、

と
席
を
離
れ
ず
熱

開
催
国
、
中
国
の
人
口
問
題
陀
か
け
る
意
気
込
み
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

十 ォ
ー
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を
含
む
祖
国
の
統
一
、

建
設
、

で
は
、

目
標
を
同
計
画
に
盛
り
込
み
、

体
制
改
革
の
中
心
妬
据
え
て
い
る
°

会
議
の
模
様
は
人
民
日
報
な
ど
主
要
紙
が
連
日
、

が
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

ベ
ビ
ー
•
プ
ー
ム
現
象
が
起
き
て
い
る

い
る
ー
ー
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
、

た
人
口
調
整
の
必
要
性
を
P
R
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

二
十

同
代
議
士

覇
権
主
義
反
対
の
II

三
大
任
務
II

を
前
面
陀
掲
げ
、

II

四
大
目
標
II

と
し
て
機
構
及
び
経
済
体
制
の
改
革
、
社
会
主
義
精
神
文
明
の

経
済
犯
罪
の
取
締
り
、
党
の
整
頓
、
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
経
済
体

「
第
七
次
五
カ
年
計

今
世
紀
末
ま
で
侭
中
国
の
人
口
を
十
一

1

一
億
人
陀
抑
え
よ
う
と
い
う

一
面
侭
報
道
し
、

も
ト
ッ
プ
で
放
映
す
る
と
い
っ
た
熱
の
入
れ
よ
う
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
花
は
、
最
近
の
中
国
の
人
口
動
態
統
計
で
出
生
率
が
若
干
上

政
府
が
人
口
政
策
引
締
め
の
必
要
性
を
感
じ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
°
出
生
率
変
化
の
原
因
と
し
て
は
①
結
婚
適
齢
期
の
若
者
が
ふ
え
、

R
一
人
ッ
子
政
策
が
ゆ
る
ん
で
き
て

趙
首
相
自
ら
先
頭
妬
立
っ
て
国
民
陀
差
し
迫
っ

開
会
式
の
挨
拶
で
趙
首
相
は
、
先
ず
世
界
の
平
和
と
発
展
の
た
め
陀
人
口
問

題
の
解
決
が
差
し
迫
っ
た
不
可
欠
の
課
題
だ
と
し
、

中
国
の
人
口
が
こ
の
一
―
-
+

八
年
間
陀
五
億
四
千
万
人
か
ら
十
億
六
千
万
人
陀
傾
ぽ
倍
増
、

七
伶
妬
当
る
国
土
で
、

世
界
人
口
の
殴
ぽ
二
十
二
伶
を
養
う
こ
と
が
中
国
政
府

妬
大
き
な
圧
力
と
な
っ
て
い
る
と
卒
直
妬
述
べ
た
0

人
口
の
素
質
を
高
め
る
こ
と
は
民
族
の
繁
栄
、

世
界
の
土
地
の

そ
し
て
人
口
を
抑
制
し
、

家
庭
の
幸
福
を
得
る
の
み
で
な

ア
ジ
ア
と
世
界
人
口
の
安
定
、
社
会
経
済
の
発
展
陀
有
利
だ
と
強
調
、

口
問
題
匠
果
た
す
中
国
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
の
が
注
目
さ
れ
た
。

圧
巻
だ
っ
た
の
は
名
誉
ゲ
ス
ト
、
福
田
赳
夫
・
元
首
相
の
格
調
高
い
、

界
の
指
導
者
と
し
て
の

＜ ヽ 画
」

「
基
調
講
演
」

（
別
面
掲
載
）

感
銘
を
与
え
た
°
A
F
P
P
D
議
長
•
佐
藤
隆
代
議
士
の
挨
拶
も
、

が
二
十
年
間
妬
わ
た
っ
て
人
口
問
題
と
取
り
組
ん
で
き
た
帰
結
と
し
て
、

感
銘
与
え
た
「
福
田
講
演
」

反
響
呼
ん
だ
佐
藤
隆
議
長
の
「
新
家
族
計
画
論
」

で
、
参
会
者
妬
大
き
な

制
改
革
を
進
め
る
中
で
一
九
八
六
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

全
世 人

テ
レ
ビ

- 69 -



の

経

済

援

助

な

ど

の

面

で

と

れ

か

ら

果

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

使

命

と

役

割

は

が

エ

イ

ズ

や

高

齢

化

問

題

な

ど

で

問

題

提

起

を

行

な

っ

て

雰

囲

気

を

盛

り

上

げ

林

寛

子

同

（
自
民
）

ヽ

（
自
民
）

ヽ

（
公
明
）

各
地
域
か
ら
一
名
ず
つ
選
出
す
る
と
い
う
、

キ
メ
細
か
い
配
慮
が
示
さ
れ
た
°

約
t

が
正
式
決
定
さ
れ
、

強
く
出
さ
れ
た
。

展
途
卜
国
か
ら
は
、

今
後
、

誉
所
長
、

の

「
高
齢
化
問
題
」

17
問
題
化
哲
学
と
ヒ

反
脚
を
呼
び
、

「
高
齢
化
問
題
」
に
注
目
集
ま
る

「
新
家
族
計
画
論
」

「
規

ュ

ー

マ

ニ

テ

ィ

を

取

り

入

れ

た

初

の

試

み

と

し

て

大

き

な

注
目
さ
れ
た
。

黒
田
俊
夫
博
士
の

専

門

家

侭

よ

る

セ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

日

本

の

黒

田

俊

夫

博

士

（
別
面
掲
載
）

A
P
D
A
理
市
）

表
と
し
て
各
国
の
往
目
を
集
め
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
議
長
匠
再
選
さ
れ
、

国
と
の
間
腔
お
け
る
、

ア
ジ
ア
の
人
口
激
増
が
、

い
る
現
状
を
思
う
と
き
、

（
日
大
人
口
研
名

も

貴

重

な

発

高

齢

化

問

題

腔

関

す

る

資

料

の

全

く

な

い

発

こ

う

し

た

資

料

の

提

供

と

指

導

を

求

め

る

要

請

が

と

の

総

会

で

初

め

て

、

会

の

憲

法

と

も

い

え

る

役
員
人
事
で
は
、

佐

藤

隆

代

議

士

が

万

場

一

致

で

同

副
議
長
侭
ア
ジ
ア
を
五
プ
ロ
ッ
ク
侭
分
け
、

出

席

し

た

日

本

の

国

会

議

員

で

は

高

桑

栄

松

参

院

謡

員

石

井

―

二

同

経
済
格
差
の
大
き
さ
が
、

も

大

き

な

格

差

と

な

っ

て

い

る

と

と

が

痛

感

さ

れ

た

。

い

よ

い

よ

軍

い

と

と

を

痛

感

し

た
0

（
公
明
・
医
学
博
士
）

有

島

車

武

衆

院

謡

員

た

。

会

議

全

体

を

通

じ

て

先

進

国

で

あ

る

わ

が

国

と

発

展

途

上

国

の

ア

ジ

ア

諸

人

口

問

題

の

取

り

組

み

方

で

平

和

と

発

展

を

阻

害

す

る

大

き

な

要

因

と

な

っ

て

先

淮

国

日

本

が

人

口

政

策

花

対

す

る

ア

ジ

ア

諸

国

へ

一
世
紀
の
倫
理
と
銘
打
っ
た

（
別
面
掲
載
）

を
発
表
、

人
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9
月
28
日

9
月

22
日1

2
9
日

9
月
7
日

9
月

18
日

1
1
0
月
ー
日

7
月
20
日

8
月

6
日1

2
1
日

W
H
0
本
部
川
口
雄
次
調
整
課
長
来
所
。

昭
和
6
2
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
村
人
口
と
農
業
開
発
に

関
す
る
調
査
し
調
森
団
を
中
国
に
派
遣
。
（
団
長

i

川
野

重
仔
‘
濱
下
武
志
、
小
泉
順
＋
、
遠
藤
正
昭
）

A
P
D
A
理
事
会
開
催
〈
於

i

赤
坂
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
〉

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
貝
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二

皿
総
会
」
開
催
お
よ
ひ
「
中
国
人
口
事
情
現
地
視
察
議
貝

団
」
派
遣
の
た
め
、
木
村
道
子
職
貝
か
中
国
に
出
張
。

「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
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貝
フ
ォ
ー
ラ
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中
国
人
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事
情
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地
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貝
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事
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て
広
瀬
次
雄
事
務
局
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桜
井
久
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子
職
貝
か
中
国
に
出
張
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藤
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A
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。
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赤
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ホ
テ
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6
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南
ア
ジ
ア
諸
国
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人
口
•
基
礎
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査
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国
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。
（
団
長
~
黒
田
俊
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競
尾
宏

明
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西
川
由
比
千
）
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月

9

日

7
月
15
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月
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日
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月
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東
南
ア
ジ
ア
諸
同
等
人
口
基
礎
調
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ん
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偲
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U
N
F
P
A
事
務
局
長
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招
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志
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関
係
者
が
巣
っ
た
。

研
究
会
開
催

後
任
の
サ
デ

国
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議
貝
有

I
P
P
F

ウ
ィ
ラ
ク
ー
ン
事
務
局
長

務
局
次
長
米
所

「
ア
ジ
ア
諸
国
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牒
村
人
口
と
農
業
開
発
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す
る
調
査
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会
開
催
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．
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催
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口
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開
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二
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ì 

重

伯

高

桑

栄

松
（
参
•
公
明
）

城

地

戦

ー
＿―-n 

谷

沖

義

男

団
長
~
有
島
厭
武

中

国

人

口

事

情

視

察

議

貝

団

派

遣

（
山
東
省
）

（
衆
•
公
明
）

（
衆
・
自
民
）

（
衆
・
社
会
）

（
参
・
民
社
）

他
‘
随
行

7
名

- 98 -



戸~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~"'j

I~~ 祝一躙』良・l・ 諏~冨 3 

日本の人口転換と農村開発

Demographic Transition in Japan and Rural Deve- ! 
一 昭和58年度 lopment (英語版） l 

1 . 中華人民共和国人口家族計画基礎調査報告書 4 . Survey of Fertility and _ . . ・Living Standards in Chinese 

Basic Survey on Populal 

in the People's Republ 

1<ura1 r1.reas -uara - All the households of two ion and Family Planning Rural Areas -Data - All me uuuse11u1us 01 , , 

villages in Jilin Province surveyed by questionnaires ic of China (英語版） villages in Jilin Province surveyed by questionnai 

生育率和生活水平芙系 9日日合作淵査研究扱告お
（英孟，0入 9＼へ"g版）

（中国 芙干中国衣村的人口生育率与生活水平的溝査扱告語版） 芙干中国衣村的人口生育率与生活水平的溝査扱

一対干吉林省丙介村述：寸全戸面談凋在的緒果

t堪＝ （中国語版）

昭和59年度

1. アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書 5. スライド 日本の底未、底,.,,珀北乙八口J,  A/'I  I' 口小VJ牒業、農村開発と人口
—ーイン ド国一一 ーその軌跡一 （口太韮印—"-=品旺ー (B本語版）

へf i;,.,, っ1Pnn● ,lof;nn onrl Report on the Survey v, , ヽUCW > V!'い•oぃVH 0 いい

Agricultural & Rural Development and, Population 
Agricultural Development in Asian Countries 

I 
in Japan (英語版）

― ―India- (英語版）

2 東南ア汀諸国等人口• 開発基礎調査報告書 Pe<k,m,.,,_ P~- Mas,aralra< D=  l>m ! 日本衣曲衣村的友展和人口的推移（中国語版）

—ータイ国—
Kependudukan Di Japang (インドネシア語版）

! """°''nn <he &sic s-, om,ws,.,rnd De~ I以上4カ国版スライトは、日本産業教育スライドコ l 
lopment in Southeast Asian Countries ンクールにて優秀賞を受賞しました。）

! Thailand -

←—~~~~~~~-~~~~~~~~~~~~~~~-~~~~~-~~J 



f~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~=~1 

昭 和60年度 I Urbanization and Development in Japan (英語版）

l 5. 日本の人口都市化と開発 s 

1 . アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

タイ国一一

Report on the Survey of Rural Population and 

Agricultural Development in Asian Countries 

Thailand―（英語版）

2. 東南アジア諸国等人口• 開発基礎調査報告書

—ーインド国一一

Report on the Basic Survey of Population and 

Development in Southeast Asian Countries 

India 

3. 中華人民共和国人口•家族計画第二次甚礎調査報告書

Basic Survey (II) on Population and Family Planning 

in the People's Republic of China 

生育率和生活水平芙系第二次中日合作凋杏研究根

告お （中国語版）

6. パンコクの人口都市化と生活環境• 福祉調在

―デ ー タ 編

Survey of Urbanization, Living Environment 

Welfare in Bangkok - Data 

（英語版）

7. スライド

日本の都市化と人口 （日本語版）

and 

Urbanization and Population in Japan （英語版）

日本的城市化与人口 （中国語版）

Urbanisasi Dan kependudukan Di Jepang 

（インドネシア語版）

昭和 61年度

1 . アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

―インドネシア国＿



！
ー
！
！
i
！
！

!
l
l
!！‘

一

ー
i
 

5
 

一

3
 

5
 

i
 

3
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

-

i
 

-

i
 

i
 

5
 

(
 

5
 

-

i
 

i
 

i
 

}
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

一

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

i
 

c
 

i
 

5
 

g
 

-

a

n

d

い

O

n

a

n

)

p

a

n

i

ー

p

h

e

，

語

O

r

s

J

a

町

J

i

i

ー

t
 

゜

：

書

叩

les

戊

c

a

m

芙

n

d

l

i

ニ
〗
〗
鱈
一

[
C
鱈
ニ
ニ

n
k


て

J

本

u

y

国

n
d
s
t

壺

C

る

5

調

O
f
n

す

し

n

m

l

英

日

O
P
I
t
中

e

L

I

(

(

P

c

p

5

 

i

o

(

 
n

i

(

e

a

i

 

i

礎

a

関

O

y

i

月

t

k

g

 

o

r

 

t

t

 

n

n

 

基

VeAS

に

こ

e

n

c

n

d

c

5

”
U
r
s
t
副

紐

即

p

m

E

m

e

-

a

E

l

e

a

n

T

e

i

―
.
s
e
a
語

石

課

発

e

l

o

5

O

p

カ

n
t
e
r
口

質

n

a

i

-

ロ

-Slcuth
戊

如

勁

遭

Dev

隅

s

[

A

D

電

pmeov
人

曳

UStam

町

i

5

人

国

Baso

と

月

二

"

"
D
•
O
M

与
＿

n
d
u
t語

i

v
e
e
展

カ

ー

K

ア

等

ア

習

B

口

d

統

nc

と

カ

ー

国

シ

記

m

―

学

訪

人

an

連

a
n
d

発

動

e

m
友

n

r

a

i

i
 

の

有

ヵ

e

関

iclCa

開

原

D

n

功

a

e

シ

l

a

 

t

t

 

C

発

h

n

業

の

p
並

原

u
n
g
ネ

i

i
諸
オ

n
•
S
I
勺

ー

庁

其

屯

ng
ド

i

ア

ト

n
e
n
e

生

〇

慟

o

r

p

l

e

 

i

°

m

0

人

i

e

a
 

ジ

ン

p

d

学

労

F

開

r
a
t

産

そ

n
a
h
J

i
 

t

o

n

留

の

r

と

Ogla

の

S
t
T
が

b

P

ン

i
 

～
ァ
イ
P
o
r
v
e
l
ー

日

本

bo

口

m
p
u

本

du

本

m

―
イ

a

e

0

1

日

p

(

i

南東

R
e
D
e

一

在

日

L

人

D

P

H

h

-

i
 

5

6

 

i
 

i

2

3

4

 

ー

！

ー

l
l
l
!！
|
l
!！し



昭和 62年 9月30日発行（季刊）

「アジア 人口と開発」 紛.22

発行者 田 中 龍 夫

発行所 財団法人アジア人口• 開発協会

〒100千代田区永田町 2-10-2 

永田町TBRビル 71 0号

TEL 03 (581) 7770(代表）




